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　第四皇女マリー・カトル・アルジェンティーナ・ドゥ・ベルガリアは、その愛称をアルティーナといった。まだ十四歳でしかないが、彼女は腐ふ敗はいした帝国の改革を志す。

「あたしは皇帝になる！　あなたの叡えい智ちが必要なの」

　レジス・オーリックは剣も馬も苦手で本ばかり読んでいるダメ軍人だ。ところがなんとアルティーナから軍師になってくれるよう求められる。

　英雄ジェロームとの決闘。シエルク砦に攻めてきた蛮ばん族ぞくとの戦い。難なん攻こう不ふ落らくのヴォルクス要よう塞さいの攻略戦……それらを経て、アルティーナは評価と戦力を高めていく。

　四月、建国記念祭に呼ばれたアルティーナが宮殿ル・ブラヌへと帰き還かんした。

　レジスは知ち略りやくを尽くし、第二皇子ラトレイユの策さく謀ぼうを退け、妹フェリシア扮ふんする第一皇子オーギュストを継承権放棄へと追いこむ。アルティーナを有力な継承権候補者へと押し上げるのだった。




　帝国歴八五一年四月二十三日──

　ベルガリア帝国は、ハイブリタニア王国から宣戦布告を受ける。蒸気船により港は陥かん落らくし、帝国第二軍は撃破された。

　ラフレンジュ丘きゆう陵りようの会戦にて、帝国第七軍は古典的な密集陣形にて突撃するが、ハイブリタニア軍の新式小銃と大砲により壊滅的な被害を受けてしまう。

　また、第二皇子ラトレイユは戦いくさのなかで目を患わずらい、いずれ光を失うと診断を受けていた。

　レジスは敵の補給線である海路を断つべく、西の海へ──提督代理として指揮を執り、ハイブリタニア王国《女王の艦隊クイーン・ネービー》を打ち破る。

　さらに、傭よう兵へい王おうギルベルト率いる《吊られた狐ルナルパンドウ》により護衛された、敵補給部隊を追撃する。

　場所は西ラフレンジュ丘陵──レジスは〝湖の水を撒くことで霧きりを発生させる〟という大規模な策で、敵軍の新式小銃や大砲を無力化する。傭兵王に本陣を奇襲されてしまうものの、改修された《帝身轟雷ノ四グラントネール・カトル》を手にしたアルティーナのおかげで勝利する。

　ベルガリア帝国はハイブリタニア王国軍の侵攻をからくも退けたのだった。

　宮殿に戻った第二皇子ラトレイユは、国家存亡の危機にもかかわらず享楽にふける皇帝の姿を目にする。彼は激発し、宝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》を振り下ろした。

　皇帝の謀ぼう殺さつは偽装され、老ろう衰すいによる崩ほう御ぎよと発表された。さらに、第六皇妃は後追い自殺と報じられる。

　戦時中であるため、ラトレイユにより略式の国葬と即位の宣言がなされた。

　疑念を抱いたレジスは、アルティーナの第四軍を離れて帝都へ向かうことにする。

「……手紙を書くよ」

「あ、あたしも！　苦手だけど、がんばる！　毎日、出すから！」

　お目付役のファンリィーヌを伴って帝都に戻ったレジスは、久々に書店を訪れて我を見失ったりしつつも情報収集に勤しむ。

　その頃、第三皇子バスティアンとエリーゼは、傭兵王の妹たちと偶然の……あるいは星の導きによる出会いを果たしたのだった。

　北の城じよう塞さい都市グレボヴァールがハイブリタニア王国とランゴバルト王国の連合軍に占領された。総そう督とくラトレイユに求められ、レジスは帝国第一軍に協力し、都市奪回作戦に参加することとなる。

　帝国歴八五一年七月二○日──

　レジスの作戦により、ヴァレイズ三等武官がグレボヴァール市内に潜入する。

　彼は現地でフェルという少女の協力を得て、捕虜となっている市民たちの代表者と会うために行動を開始するのだった。










　帝国歴八五一年七月二一日──




　太陽が東の稜りよう線せんから昇ってくる。

　レジスは夜明け前からテントを出て、この場所へ来ていた。

　山の斜面で深い森だったが、今は木々が伐ばつ採さいされており、赤土が見えている。

　大勢の兵士たちが働いていた。

　戦いではない。

　ひたすらスコップで土を掘っていた。

　工作隊の指揮官が、レジスを見つけて敬礼する。

「お疲れ様です、オーリック参さん謀ぼう殿どの！」

「……あ、どうも」

　今のレジスの立場は〝参謀長補佐〟なのだが、細かいことは言わないでおいた。

　ここ帝国第一軍には出向という形で参加している。

　なんと総そう督とくラトレイユから請われてのことだ──と話が広まっていた。

　周りにいる兵士たちが、こちらを見る。

「……あれが、噂の〝魔法使い〟か」「ハイブリタニアとの戦いでことごとく勝ったんだろ？」「四十年も難なん攻こう不ふ落らくだったヴォルクス要よう塞さいを二○○○の兵で落としたらしいぞ」「でも昨日は負けたじゃねえか」「オイ、聞こえるぞ……」

　ひそひそと会話が交わされていた。




　昨日──

　帝国第一軍は城じよう塞さい都市グレボヴァールの製鉄街側を攻略しようと、攻城兵器を使って攻めたてた。

　結果は失敗だ。

　潜入作戦の陽動としては機能したが、大勢の兵を失ったのは紛れもない事実だった。

　レジスは階級こそ低いものの幕ばく僚りようという立場なので、兵たちが表だって批判したり馬鹿にしたりすることはない。

　まだ信頼は失っていない様子だ。しかし次も負けたらどうなることか。

　レジスは頭を掻かく。

　兵たちに伝えられている情報──ラトレイユに求められて作戦に加わった──というのは噓ではない。

　しかし実は隠している事情もあるのだった。
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　三等文官への昇級試験について。

　第一軍が帝都を発つ前、軍務省のベイラール大臣のところへ行ったときのことを思い出す。

　あのとき、事情を説明しにいこうとするレジスに、なんとラトレイユが同行すると言いだした。

　宮殿内だから遠い場所ではない。

　しかし目的が問題だった。

　帝国全軍を指揮する総督ラトレイユが、たかが五等文官のレジスのために時間を使うというのが異常事態だ。

　──いいのかなぁ？　と思いつつも、レジスは意見できる立場ではなかった。

　ラトレイユの後ろを歩いて軍務省へと向かう。

　ベイラール大臣は執務室にいた。

　予告もなくラトレイユが来たものだから、大臣は何事かと慌てて椅子から立ちあがり、敬礼する。

「そ、総督……いったい、どうなされましたか!?　ご用がおありでしたら、私のほうからお伺うかがいしたのですが……」

　ラトレイユが鷹おう揚ようにうなずいた。

「よい、手短に済む話だ。昇級試験のことで少しな」

「ハッ！　なにか問題がありましたでしょうか!?」

「レジス・ドゥ・オーリック殿の試験は、俺が実地で行うこととしたい」

「……レジ、ス？」

　そのときになって、ようやく大臣はラトレイユの後ろにいるレジスの存在に気づいた。指さして裏返った声をあげる。

「貴様はァ!?」

　言ってしまってから、大臣は慌てて言い直す。

「あ、いや……貴殿は……!?」

「どうも。えっと……お騒がせして、すみません」

　レジスは頭を下げた。

　ラトレイユが確認するように問う。

「こちらのレジス殿が三等文官の昇級試験を受ける予定になっているな？」

「は、はい……教本を読みこんでいるかどうかと、簡単な実技試験です」

　実技試験とは剣術の腕前を見るものらしい。

　レジスは確信していた──どう自分に大甘な期待をしたとしても、絶対に合格しないだろう、と。

　レジスが剣を振ったら、試験官は幻覚でも見ないかぎり、身の毛もよだつような声をあげて真ま面じ目めにやるよう怒ど鳴なるだろう。そして、拙つたない剣技がレジスの全力だと気づいたら断固として再試を宣言するに違いない。

　三等文官に昇級できないだけなら、それでもかまわなかった。さほど立りつ身しん出しゆつ世せに興味はない。

　しかし合格できなければ追試という規則だ。まともに昇級試験を受けていたら、寿命を終えるまで追試を繰り返すことだろう。

　──なんとか実技試験を免除してもらえる方法があるといいんだけど、とレジスは考えていた。

　ラトレイユが話を続ける。

「ベイラール卿きようも知っておると思うが……グレボヴァール市が占拠された。多くの兵や市民が捕虜となっているようだ。一刻も早く奪だつ還かんせねばならぬ。だが使える戦力は多くない。帝都の守備もあるのでな」

「もちろん報告を受けております。痛恨の極みです」

「そこで攻略に向かう第一軍に、このレジス殿を幕僚として迎えることとした」

「なんと!?　しかし彼は第四皇女の……」

「うむ、アルジェンティーナの腹ふく心しんだ。今回は出向という形にする。グレボヴァール市を奪還するまで、という約束だ」

「…………それならば大きな問題にはならないでしょう」

「ふふ、いかな俺とて、国難を権力闘争に利用しようとは思わぬよ」

　ラトレイユが口元を歪ゆがめた。

　──正々堂々とした潔さのある人物なのは確かだ。

　しかし、もう無理に人材を奪う必要はない、と余裕を持っているのではないか？　そうレジスは感じた。

　次期皇帝の座はほぼ確実だ。

　あとは国内からハイブリタニアとランゴバルトを追い出せば、ラトレイユは誰に遠慮することもなく皇位継承を宣言するに違いない。

　今のところ批判する声は出そうになかった。

「俺は政治的な駆け引きではなく、純粋に軍事的な理由で、レジス殿を参謀として招きたいのだ」

「……そ、それほどまでの人物なのですか？　彼は昇級しても三等文官なのですが？」

　ベイラール大臣が怪け訝げんな目を向けてくる。

　信じられない様子だった。おそらく、レジスの外見のせいもあるのだろう──軍人とは思えないほど線の細い、頼りない身体つきで、姿勢は猫背だし、声は弱々しい。

　懐かい疑ぎ的てきなのは当然か。

　──なんせ、自分自身が一番疑っているんだから。

　レジスはため息をついた。

　ラトレイユが苦笑する。

「ヴォルクス要塞を寡か兵へいで攻略し、蒸気船の戦列艦を撃破し、新式小銃と大砲で武装した輸送部隊を壊かい滅めつさせられる軍師がいるのなら、ぜひ紹介してくれ。俺としてもアルジェンティーナに借りを作りたいとは思っていないのでな」

「あ、う……それは……」

「他に適任者はおるまい。この奪還作戦に失敗は許されず、しかも一刻を争う。試験の終わりを待つ時間はないのだ」

　反論を許さない断定的な口調だった。それに対して、ベイラール大臣が深々と頭を下げる。

「仰おおせのとおりでございます。総督が実地で試験するということであれば、その結果について何なん人びとたりとも異論を挟むことはありえません」

「うむ。手続きなどは任せる」

「承知いたしました」

　そういうことになった。レジスがろくに口を開くこともなく事態は変わったらしい。




　執務室を出た。

　廊下を二人っきりで歩く。軍務省の若い士官がラトレイユの姿を見て、慌てて壁に張りついた。

　敬礼する男──という題の彫像みたいに固まる。

　その士官が、レジスのことを見て一瞬だけ意外そうな顔をした。いつもラトレイユの横にいるのはジェルマンだからだ。

　実はレジスとしては、もう宮殿に用事がなかった。

　帰ってもいいはずなのだが……わざわざ総督に手間をかけさせておいて、話がついたから〝それじゃあこれで〟と帰るというのは、いかにも偉そうではないだろうか。

　空気は読めるほうだと自認していた。

　ラトレイユの言葉を待つ。

「レジス殿、これで昇級試験は問題ないだろう。まぁ、俺としては三等文官ですら不足ある扱いだと思っておるわけだが……」

「いえいえそんな！　ラトレイユ総督、本当に助かりました。ありがとうございます」

「感謝の言葉は早いのではないか？　すべてはグレボヴァール市の奪還作戦が成功したときのことだ」

「ああ、それなら大丈夫ですよ」

「ほぅ……意外と自信家なのだな」

「え？　いえ、僕は知ってるだけです。伺っている状況であれば奪還は確実です。問題は、いかに捕虜となっている人々を救出するかですね。それと犠牲を抑えるか」

　レジスの言葉に、ラトレイユが目を見開く。

　そして笑い声をあげるのだった。
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　レジスは内心でため息をつく。

　自分のことを畏い敬けいの眼まな差ざしで見つめている工作兵たちに──〝実は実技試験を免除してもらう条件で作戦に参加してるんだ〟とは言えなかった。

　工作隊の隊長が机に図面を広げる。

「参謀殿、今はこのようになっています」

「……ふむふむ……順調みたいですね」

「はい！　しかし、我々は土を運んでいるばかりですが……これで城塞都市が奪還できるのですか？」

「ええ、そのつもりです」

　隊長が南のほうに視線を向けた。この斜面からだと街は見えない。

「土台を作って、こちらに砦を作るのでしょうか？　しかし、それなら帝都のある南側のほうがよさそうです。いったい我々は何をしているのでしょうか？」

「あー……それは……疑問を感じるのは当然ですが……」

　レジスは言葉を濁にごした。

　この工作隊に全ての図面を渡しているわけではない。作戦が漏もれる可能性があるからだ。

　昨日の戦いでは、こちらの作戦を読まれていた。

　内通者が暗躍する時間や手段はなかったから、たんにレジスが読み負けたのだろうと思っている。

　それでも用心に越したことはない。

　複数の工作隊の働きが合わさって一つの作戦となるよう、段取りを組んでいた。

「えっと……たぶん意味のある作戦になるはずだから……今は信用してもらえると嬉しいんですが」

「あっ、も、もちろん参謀殿の作戦を疑ったことなどありません！」

「ありがとう。それじゃ、僕は他の場所も見て回らないといけないので……」

　レジスは不格好な敬礼をすると、その場を後にするのだった。
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　ベルガリア帝国第一軍は、ハイブリタニア王国とランゴバルト王国の連合軍により占領されたグレボヴァール城塞都市まで六○Arアルパン（四二八七ｍ）の距離に布陣している。

　レジスは複数の工作隊を見て回ってから戻ってきた。

　そろそろ昼食の時間だ。

　本陣──

　敬礼する番兵に返礼しつつ天幕の中へと入る。

　アルティーナと一緒にいるときは、とくに気にせず本陣のなかで書類を整理したり、本を読んだりしていたものだ。

　しかし帝国第一軍はそんな不作法が許される雰囲気ではなかった。

　本陣の奥にラトレイユが腕組みして座っている。その隣にはジェルマンが控えていた。

　そして長机を囲む騎士たちの視線が、レジスに集まる。

　若い騎士──白はく兎と騎士団を指揮する騎士団長バッテレンが、苛立ちを滲にじませた声で尋ねてくる。

「作戦は順調ですかな、軍師殿？」

「……それなりに」

　昨日の作戦が失敗したせいで雰囲気は暗く、ピリピリとしていた。

　同時に進めていた潜入作戦は成功したので全てが無駄になったわけではないが、帝国軍は多くの兵士を失っている。そんな作戦を立てたレジスに厳しい視線を向けてくるのは当然だった。

　ラトレイユが口を開く。

「昨日の戦果確認ができたようだ」

「……はい」

　ジェルマンが書類を開いて数字を確かめながら報告する。

「騎兵三○○○に損害はありません。砲兵は六○○と七門が失われました。そして、歩兵ですが……三○○○が失われ、残りは一一○○○となっています」

「そう、ですか」

　レジスはうなずいた。そういう反応しか取りようがなかった。

　自分の作戦で三○○○人の命が失われたことに心が軋きしむ。

　しかしまだ作戦は続いている。

　ここで作戦立案者が気弱さを面おもてに出しては、他の幕僚たちを不安にさせるばかりだった。

　レジスは自分の評価が落ちることは気にしない。けれども気弱な態度のせいで作戦が中止された場合──捕虜になっている大勢の人々を助けることが困難になってしまう。

　せめて動揺を面に出さないよう、唇くちびるを引き結んだ。

　バッテレンが睨にらみつけてくる。

「死んだ兵の数も、軍師殿の予想の内でしたかな？」

　想定内だ。

　しかしそんなふうに言えば、余計に彼の感情を逆さか撫なでしてしまうだろう。幕僚との関係は険悪にしたくない。前線の指揮官に作戦を無視されたら敗北は必至だった。

　レジスは言葉を吟ぎん味みして返す。

「……誓って……作戦の犠牲になられた方々のことを軽んじる気持ちはありません」

「それは……」

　バッテレンが口をつぐんだ。レジスのことを快く思っていないのは間違いない。しかしここは本陣で、総督ラトレイユの前で、参謀長ジェルマンが戦況報告をしている最中だ。

　バッテレンが私語を続けることはなかった。まだ若くて感情的な面めんを見せるものの、それなりに自制できる人物のようだ。

　ジェルマンが報告を続ける。

「食料の備蓄は充分です。水や薪まきの調達も順調ですな。今回は工作兵が多いので……そのぶん食料の減りは早いですが、帝都からの補給もあります。問題ないでしょう」

　帝都から次々と食料や補充が届いていた。

　そのあたりは第一軍の兵へい站たんを預かる文官が滞とどこおりなく行ってる。第四軍のように何から何までレジスがやらなければならない状況とは大違いだ。

　ラトレイユが尋たずねる。

「敵軍の動きはどうか？」

「はい。昨夜の作戦の戦果として、敵軍の砲三○門は破壊できたと思われます。それでもまだ五○門は城壁のうえに備えられていますが……」

「このまま撃ち合ったとして……勝てるか？」

「我が軍の大砲は残り二三門です。昨日と同じ調子であれば、おそらくは」

　勝てるならば撃ち合うべし！　という雰囲気になる前にレジスは口を挟む。

「……それをやったら、第一軍の歩兵や砲兵に甚大な損害が出ます。今後の国防を考えたら、避けたいところですね」

「うむ、無駄な損そん耗もうは避けねばならんな」

　ラトレイユがうなずいた。

　ジェルマンの報告によれば──シュラウドの橋は焼かれたようだ。放置するはずがないから当然か。

　敵軍は城壁のうえに小銃を持った兵士を並べているらしい。

「レジス殿、次の手はどう打つか？」

「……今は製鉄街に潜入したヴァレイズ三等武官を信じるしかありません。作戦中止を告げる狼煙のろしがあがらない以上、予定どおり五日後に救出作戦を決行します」

「ヴァレイズが討たれていたら、やはり狼煙などあがらぬが？」

「……残念ですが……そのときは仕方ありません」

「捕虜は諦めるか」

「そう、ですね」

　苦く渋じゆうの決断となるが、もう仕込みはなかった。

　要塞攻略が長引けば敵国から援軍が来る可能性が高まる。他国の参戦もありえる。

　それに兵たちも消耗してしまう。

　いくら大勢の市民が捕虜になっているとはいえ、帝国第一軍の精鋭と引き替えにするわけにはいかなかった。

　軍人は市民を守るべきだ──そう思っている。

　しかし、グレボヴァール奪還作戦で第一軍が失われた場合、より多くの国民が危険に晒さらされるだろう。

　この戦いは、注目を浴びている。周辺国の偵察が来ているのは確実だった。

　ベルガリア帝国の強さを示す必要がある。










　七月二○日の夜、城じよう塞さい都市グレボヴァール製鉄街──

　ヴァレイズは建物の中から様子を窺うかがった。

　すぐ頭を引っこめる。

　真っ暗な中で、女の子──フェルが待っていた。癖くせのある金髪と緑がかった瞳ひとみが、わずかな月明かりを受けてうっすらと輝く。

「どうだった、ヴァレイズ？」

「フェルの情報は確かだ。路地の入口に敵歩兵が四人……装備は新式小銃。それと腰に軍用ナイフか」

　彼らの前には区画を仕切る大きな通りがあった。

　大通りを渡れば、間違いなく気づかれてしまうだろう。

　相手は四人。

　ただし練度は低い。立ち姿を見ただけで実力の程は知れた。そして視線は周囲に向けているものの、おしゃべりに興じている。

　倒すだけなら簡単だ。

「……だが……銃を一発でも撃たれたら、作戦遂行が難しくなる」

「うん」

　今、敵軍は街の外のベルガリア帝国第一軍を警戒している。しかし銃声が響いたらこの北側の区画を調べにくるだろう。

「俺は市民の代表者に会って救出作戦の詳細を伝える、という任務を帯びている」

「わかってる。みんなを助けてくれるんだよね」

「ああ」

「そのあと、あいつらをやっつけてくれるんでしょ？」

「見逃す理由はない」

　フェルは母親をハイブリタニア王国軍の兵士に殺されている。にもかかわらず占領下で生きていくために、敵兵を相手に商売をしなければならなかった。

　ヴァレイズは今でこそ騎き士し爵しやくを持っているが、平民の孤児で物心つく前から兵士になれるよう訓練を受けてきた。母親というものを知らない。

　それでも彼女の憎しみを少しは理解しているつもりだった。

「……作戦を成功させるためにも、あの見張りとの交戦は避けたい。手はあるか？」

「うん、任せて。あたしが注意を引きつけるから、その隙すきに通りを渡ってよ」

「どうする気だ？」

「知りたい？　言わないとダメ？」

「……俺の任務には、大勢の命が懸かかっている。成功率が低いなら他の方法を選ぶ必要がある」

「んー…………じゃあ、どっかに隠れてて？　あたしが上手いことやったと思ったら、大通りを渡ってよ」

「お前に危険はないのか？」

「たぶんね」

　市民を任務に巻きこむのは不本意だが……

　ここで時間をかけている余裕はなかった。代表者に仔し細さいを伝えて、作戦決行の時刻までに市民たちが脱出の準備を終えていなければならない。

　ヴァレイズはうなずいた。

「了解だ。ここは任せる。見張りの注意が逸れたと判断したら、大通りを渡ることとする」

「うん！」

　ぐっ、と女の子が両手を握りしめた。












　幼い仕草だ。

　フェルはまだ十四歳だという。

「……すまないな。本当は子供を巻きこむべきではないのだが」

「あはは、そんなこと気にするの変だよ」

「変か？」

「だって戦争だもん。子供だって、戦わないと死んじゃうんだよ？　それなら、できることをしないとね」

「……すまない」

「んもぅ」

　彼女は苦笑するばかりだった。

　編み籠かごから、パンやワイン瓶などを出す。籠を空にした。

　──なにをするつもりなのだろうか？





　　　†






　月明かりのなか、フェルが堂々と大通りを渡る。

　彼女は製鉄街に捕らわれている市民だ。この段階では全く問題ない。

　ヴァレイズは近くの建物の陰から、その様子を窺うかがっていた。

　──どうやって見張りの注意を引くのか？

　近づいてくるフェルのことを見ている兵士もいるが、見張りは四人だ。誰かは通りにも目を向けている。

　今、たとえ足音を立てずに走ったとしても、見つかってしまう可能性が高かった。




　フェルが見張りに声をかける。

「兵隊さん、こんばんは」

「ああ、お前か。通っていいぞ」

　ぞんざいに返事した。どうやら兵士の一人は、ベルガリア語が使えるようだ。

　うなずきつつもフェルは何か迷っている様子で立ち尽くした。

　兵士が尋たずねる。

「なんだ？」

「あ、あの……今日は、商売がうまくいかなくて……」

　フェルが編み籠を見せる。

　中は空だった。パンやワインは置いてきたからだ。

　兵士が肩をすくめた。

「そいつは残念だったな」

「ねぇ、パンだけでもいいから……どうかな？　お母さんが待ってるの。なにも持って帰らないとぶたれるわ」

「そう言われても、俺たちだって配給は減ってるからなぁ」

「ケチなこと言わないでよ。とびきり安くしとくわ？　どうかな、ここにいる四人みんなで、ね？　それでパン一つってのは？」

『四人でパン一つでいいらしいぞ』

　話していた兵士が、他の者たちにハイブリタニア語で通訳した。

　連中が顔を見合わせる。表情が変わった。

『安いな』

『でもまだ子供じゃないか？』

『俺は気にしないぜ』

「……たしかに、安いな」

　フェルが笑みを浮かべる。

「でしょ？　あたし、いつもなら、一回でパンにワインもつけてもらうのよ？　今日は騒がしかったからダメだったけど……ねぇ、兵隊さん……」

　フェルが自分の親指を舌の先で舐なめる。

　ちろちろ、と。

　唇くちびるでついばんで音をたてた。

　兵士たちが、すっかり彼女の口元に意識を向ける。

「どう？　みんなが褒ほめてくれるのよ？　パン一つで、たっぷり……ね？」

「あ、ああ……悪くない、かな」

　兵士の一人が言うと、別の兵士が唇を歪ゆがめる。

『もういいよな？　順番にやりゃいいだろ？　便所に行ってたことにして』

『ははは……ちがいない』

　ごつい手が、フェルの肩を摑んだ。

『今さら嫌だとか言うなよ？　俺は荒っぽいぜ？』

「う、うん？　あの、あたし……ハイブリタニア語はわかんないんだけど？」

「痛くても泣くなってさ」

　ベルガリア語のわかる兵士が通訳すると、フェルが泣きそうな顔をして、無理に笑う。

「そ、そうなんだ……へいきだよ……あは……はは……」




　ヴァレイズは走りだしていた。

　敵兵たちはフェルに意識を向けており、見張りの用をなしていない。今なら大通りを渡りきれる。

　──大勢の市民を助けるためだ。その作戦を遂行しなければならない！

　彼女も納得している。あれなら命まで取られることはないはずだ。問題ない。




「……問題ない……わけが、あるか！」




　ヴァレイズは足音を殺して駆ける。ただし、向かう先は予定と違っていた。

　見張りを避けて大通りを渡るのではない。

　フェルの肩を摑んでいた兵士が、ふと顔をあげた。

　走ってくる人影に気付く。

『ん？　なんだ？』

　ヴァレイズがハイブリタニアの軍服を着ているため、相手の反応はやや緩かん慢まんだった。

　他の兵士たちも注意を向けてくる。

　兵士の一人が小銃を構えた。

『オイ、止まれ！　その場で所属を言え！　止まらないなら──!!』

「ダメ！」

　フェルが右腕にしがみつく。

『邪魔だ、ガリアン！』

「きゃっ!?」

　こめかみに肘ひじを打ちつけられ、フェルは吹っ飛ばされた。

　地面に倒れこむ。

　しかし彼女の作ってくれた時間は、ヴァレイズにとって充分なものだった。

「雑ぞう兵ひようどもがッ!!」

　大陸最強と畏い怖ふされるベルガリア帝国軍の、精鋭を集めた第一軍──そのなかで随一と評されるヴァレイズである。

　さほど練度の高くないハイブリタニア軍のなかで守備隊にも配されず、夜警に回されるような兵士とは、まさに格が違っていた。

　ヴァレイズが右手を一閃する。

　フェルを吹っ飛ばした兵士の喉から、鮮血が舞った。

『ゲウッ!?』

『て、敵襲か!?』

　叫びかけた二人目の兵士の心臓を短剣で貫く。即死だ。

　小銃を構えた三人目までは、半歩ほど間合いが遠かった。ぎりぎり届く位置にあった指を切り落とす。引き金トリガーを絞れなければ銃は撃てない。

　四人目が逃げだした。

　走る背中へ短剣を投げつける。頸けい椎ついに突き刺さり、そいつは声をあげることなく倒れこむ。

　殺しきれなかった三人目が左手で腰の軍用ナイフを抜いた。

『うっ、うわああ────ッ!!』

「黙れ」

　ヴァレイズは突き出されたナイフを避けつつ一歩踏みこむと、相手の喉に手を伸ばす。気管を潰した。

　即死ではないが、もう声をあげることはできない。兵士が激痛にうめいて地面に転がる。

『～～～ッ!!』

　ほどなく死ぬだろう。

「……制圧、完了」

　ヴァレイズはつぶやいた。

　目を向けると、フェルがへたりこんでいる。震えていた。

　気丈に振る舞ってはいるが、民間人で女で子供だ。当然のことか。

「あ……う……こ、殺したの……？」

「仕し留とめ損なってはいないはずだ。立てるなら手伝ってくれ、死体を片付ける」

「……」

　返事を待つことなく、ヴァレイズは死体を両手に一つずつ持ち上げる。

　少し騒がしくしてしまった。交代や見回りが来る可能性もある。速やかに隠さねばならない。

　そのうち発見されるだろうが、市民の代表と会うまでの時間が稼げれば充分だった。

　フェルが落ちていたナイフを拾う。

「……これも、隠すんでしょ？」

「ああ」

「……あ、あたしの作戦……ダメだった？」

　彼女は怯おびえたような顔をしていた。

　ヴァレイズは近くの民家の納屋を開け、死体を放りこむ。残る二人ぶんの死体も同じように隠した。短剣を取り戻す。

「フェルの作戦は……見張りの注意を引きつけるのには成功していた」

「そ、そうだよね？　なんで、あんな危ないこと……？」

「看かん過かできなかった」

「でも！　撃たれてたら作戦が！」

「状況が困難になったとしても失敗が確定するわけではない。あんなことを見過ごすくらいなら、俺は敵の捜そう索さくが来るほうを選ぶ。市民は助ける。そして、フェルも市民だ。絶対に助ける」

　正直、ヴァレイズは無む謀ぼうなことをした、という自覚があった。

　一人を助けるために大勢を危険に晒さらすのは愚策である、と訓練で叩きこまれているというのに。

　フェルの頰を、つうっと透明な雫しずくがつたう。

　彼女は小さな手で目元をぬぐった。

「……あり……がとう」

　軍人として正しい判断ではなかったかもしれない。

　それでも、泣き声をこらえているフェルの姿を見ると、自分は間違っていなかったと思えるのだった。










　二二日の昼、ベルガリア帝国第一軍本陣──

　作戦会議のあと、本陣にはラトレイユとジェルマンと、あとはレジスだけが残っていた。

「レジス殿、状況はどうなっておるか？」

「……順調ですね。今すぐでも、なんとかなると思います。失敗はできないので、細部まで調整中ですが」

「左様か」

　ジェルマンがテーブルのうえに地図を広げる。

「……こんなことが、本当に可能なのでしょうか？」

「二○○年前に、こことよく似た峡谷で、同じ作戦を用いた攻城戦がありました。僕が読んだのは、それを題材にした戯ぎ曲きよくですけど」

「お芝居を参考にして、何万もの兵士たちに命をかけさせるというのは……どうも私の感覚からすると恐ろしいですな」

　ジェルマンが眉まゆをひそめた。

　レジスは頭を掻かく。

「……昔、実際にあったことを元にしているのですが」

　ラトレイユがまっすぐレジスを見つめてくる。

「できるのだな？」

「……はい。先行させた部隊に現地調査をしてもらい、布陣してから半月以上をかけて、大勢の工作兵により充分な準備ができました」

　それでも絶対はない。

　不安を挙げれば切りがなかった。

　しかし、それを言っても仕方がない。これが現時点で最も成功率が高い作戦だ。そうレジスは考えていた。

　ラトレイユが唇くちびるを歪ゆがめる。

「まぁ、今さら不安を言い立てては臆おく病びようの誹そしりを免れまい。予定どおり進めてくれ」

「わかりました」

　彼の眼まな差ざしは、こちらの心の奥底を探るかのようだった。しっかりとレジスの瞳ひとみを見据えている。

　以前、第七軍がハイブリタニア王国軍に敗れたあとの会談で──レジスはラトレイユの仕し草ぐさに違和感を持った。彼が目を合わせなかったからだ。

　しかし今は射貫くような視線を向けてきている。

　──ただの勘違いだったのか？　それとも回復したのだろうか？

　なんにしても、もう問題ないようだった。

　ラトレイユが地図に視線を落とし、下唇を嚙かんだ。

「しかしな……」

　ジェルマンが尋たずねる。

「なにか懸け念ねんがおありですか？」

「この作戦が成功したとして……まぁ、敵軍はどうにかなるだろう……」

「はい」

「しかし、グレボヴァール市がな……」

「それは……」

　二人の視線がレジスに向けられる。

　この問いには、作戦を立案したときにも答えたことがあった。

「……再建は可能ですが、長い時間を要するでしょうね」

「それ故ゆえ、山頂の要よう塞さいまで戦線を引くべきだ、というのがレジス殿の案だったな？」

「はい」

　大きな山の北側にグレボヴァール市があり、南側にモルドル市がある。その間である山頂には、中規模の古い要塞があった。

　グレボヴァール市が拠点となる前は最前線だった場所だ。

　大砲が高性能になる前の設計なので石壁などに改修が必要になるだろうが、それでも山頂という地の利を考えれば、ここを防衛拠点とするほうが守りやすい。

　ラトレイユが首を横に振った。

「レジス殿は領土を減らせ、と言いたいわけだな？」

「たしかに街を失うことになりますが、諸外国に帝国が盤ばん石じやくであることは示せると思います」

「それでは不足だ」

「グレボヴァール市を維持するのは、駐留部隊に大きな負担がかかります。しばらくは山頂に防衛拠点を置いて、他の戦線に兵力を回したほうが長期的には帝国のためになるかと」

「ランゴバルト王国は帝国の都市を騙へん取しゆした。その償つぐないをさせねばならない」

「そ、それでは……ハイブリタニア王国に対してはいかがするのですか？」

「無論、そちらにも相応の報むくいをくれてやる」

「……二つの国を同時に相手するのは無む謀ぼうです。ただでさえ帝国軍は多くの戦力を失ったばかりだというのに」

「兵が足りぬか」

「そうですね。ランゴバルト王国を攻めるのなら、最低でも練度を高めた一○万人の兵が必要になるでしょう」

　ジェルマンが表情を険しくする。レジスの立場からすると、ラトレイユの長期的な方針にまで口出しするのは、出過ぎた行為だ。

　しかし、当のラトレイユが許している様子だったので、あえて口を挟むことはしなかった。

　ラトレイユが薄く笑う。

「なるほど、レジス殿は意外と手堅いな。こんな奇き策さくを用いる策士であるのに」

「……本当は正攻法で戦えるほうがいいです。もっと言えば、戦争しないのが一番だ」

「ふふ、たしかに帝国軍は疲ひ弊へいして、兵の数は足りない。──以前の常識で考えたならばな」

「どういうことでしょうか？」

「レジス殿とて気付いているはずだ。鹵ろ獲かくした小銃をアルジェンティーナに送ったくらいだからな」

「そ、それは……」

　この遠征に出る前、エリックが負傷して握力を失っている、とアルティーナから手紙をもらった。

　彼に銃士にならないか、と提案したのだ。

　小銃を持ってアルティーナを護衛するだけではない。

　今後、小銃を扱う部隊ができたとき、指導者が必要になる。信頼できる者に、より早く小銃の扱いに習熟しておいてもらいたい、という考えがあった。

　──やはり、帝都から第四軍に送ったものはチェックされているか。

　蠟ろう封ふうした手紙までは開けられていないと思うが……

　今は手紙のことよりも、ラトレイユの方針だ。

　レジスが今回の帝国第一軍の遠征に参加して調べたい事柄のひとつだった。

　──ラトレイユは新皇帝になったあと、どんな政策を取るのか？

「これからの戦争は、銃だ」

「……はい」

「俺が開発を指示したことは、すでに聞いているのではないか？」

　レジスはうなずいた。

　帝都に戻ってから、それなりに情報網を作っている。書店を経営しているキャロルや、南部貴族のファンリィーヌなど。

　大きな動きがあれば伝わってくるのだった。

「……ルーエン市から大勢の鍛冶師を呼んだそうですね？」

「ふふ、レジス殿は帝都に後ろ盾があるわけでもないのに、ずいぶんと耳が早いな。たいしたものだ」

「まだ開発は始まったばかりかと思っているのですが……まさか、もう目め処どがついたのですか？」

　少しラトレイユが思し案あんする。

　ジェルマンが口元に手をやった。なにか言おうとして、自制したのか。

　それだけで、レジスにはある程度のことがわかった。

　そして〝レジスが察した〟ことをラトレイユは察したらしい。

　彼が苦笑した。

「ふっ……俺はな……レジス殿が帝国軍の命運を変えることのできる偉才だと考えている」

「えっ、そんな過大な……!?」

「少なくとも、ここしばらくの戦果は、そう評されるのが妥だ当とうなものだ」

「いや……」

　否定しかけるが、ここに来る前にファンリィーヌに言われたことを思い出す。




〝いかに自信がなくとも、成功者は期待され、次の成功を求められるものですわ〟




　やるべきなのは、自信がないと嘆なげくことではなく、次の最善手を見つけることだ。

　レジスは深呼吸して、問う。

「……そういう評価であるとして……総そう督とくは僕に小銃の開発についてお話をしてくださるのでしょうか？」

「ああ、これを見てもらうとしよう」

　ラトレイユが指示する。

　珍しくジェルマンが即座に動かなかった。本当にいいのだろうか？　と迷っている様子だ。

　しかし忠実な副官が主の意向に逆らうようなことはなかった。

　本陣テントの奥から、テーブルのうえに木箱を運んでくる。

「どうぞ」

「……もしかして銃ですか？」

「ああ、届いたばかりの試作品だ。いくつか候補があるが、俺はこれがよかろうと思っている」

「……見せていただきます」

　レジスは木箱を開けた。

　小銃だ。

　ぱっと見には、ハイブリタニア王国軍の小銃と大差ない。

　しかし造ぞう形けいが流りゆう麗れいだ。そして機能的にも差異があるようだった。

「ベルガリア帝国製フュジィ八五一小銃、と呼んでいる」

　もう名称まで決まっているらしい。

「……触っても？」

「もちろんだ」

　手に取ってみると、あちらの小銃より、やや軽い。レバーを引いて薬室を開けると、気密のためにゴムが使われていた。

　ゴムは南方でしか取れない貴重な素材だ。

　ベルガリア帝国ならば入手可能だが、例えばハイブリタニア王国にはゴムを大量に得るルートがない。

「……そういうことですか」

「それだけが差異ではないがな。弾薬はこれを使う」

　机に置かれたのは、金属の弾丸に紙を巻いたものだった。

「紙かみ薬やつ莢きよう？　金属薬莢じゃないんですか？」

「ああ、あれをすぐに量産するのは難しいとわかった。しかし、この紙薬莢であれば、すぐ作れる」

「……なるほど」

「射程と威力はハイブリタニア製の小銃に勝る。消耗部分が多いのは課題だが、この仕様ならば、ほどなく量産が始められる」

「もう量産を？」

「遅れを取り戻さねばならん。大砲や蒸気機関の開発も急がせている。そちらは薬莢よりも時間がかからないそうだ」

「……いずれ、ハイブリタニア王国軍と同じような兵器が揃うというわけですか」

「半年もあれば、互角か……もっと強力な兵器が用意できるだろう」

　レジスは内心で驚きよう嘆たんしていた。

　ベルガリア帝国が潜在的に高い工業力を持つことは、多くの調査資料を見て知っている。

　しかし今までは皇帝が政治軍事に無関心だったこともあり、その力が活かされることはなかった。

　ラトレイユによって眠れる大国が動きだしたのだ。

　そして帝国の力はレジスの推測を超えていた。

　──わずか半年で新式小銃の量産や、大砲や蒸気機関の生産に目処をつけてしまうとは！

「……しかし、それならば尚のこと……今は戦線を縮小して内政に専念すべきではありませんか？　時間が経てば、それだけ有利になるわけですから」

「違うな。間違っている」

「……そうですか？」

「今、これほどの小銃を持っているのは、ベルガリア帝国とハイブリタニア王国くらいだ。しかし十年も経てば、近隣諸国も当然のように作るだろう。技術は広まるものだからな」

「……そうですね」

　どれほど隠しても、技術というのは広まるものだ。まして小規模でも戦争をすれば勝っても負けても小銃の一丁や二丁は敵方の手に渡る。

　同じ物は作れずとも、似たような物は作られるだろうし、足りないぶんは創意工夫されて、より高性能なものが生み出されるかもしれない。

　ラトレイユがフュジィ八五一小銃に手を置いた。




「俺はこれを使って、二年以内に近隣諸国を征服するつもりだ」




「なっ……!?」

　レジスは声を失った。

　ラトレイユの表情は真剣そのものだ。ジェルマンも同意しているようだった。

　頭の中で、いろいろな可能性を検討してみる。

　──無謀だ。

　ラトレイユの表情は揺ゆらがない。

「レジス殿は賛成できぬという顔であるな？　勝てぬ、と言うか？」

「……残念ながら、今回のハイブリタニア王国軍と同じことになるでしょう。銃砲は補給に依存する部分が大きい。大量の火薬を抱えて撃ち合いはできないし、かといって火薬が切れたら継戦は不可能になります。結局、補給部隊が叩かれたら敗走を免れません」

「敵軍にレジス・ドゥ・オーリックがいるとはかぎるまい？」

「……多方面に戦線を広げて、その全てで補給部隊が失われない、と考えるのは楽観的すぎます」

「無む為い無む策さくで攻めはせんさ。俺とて鉄砲だけで勝てるとは思っていない」

「……なぜ、そこまで侵攻にこだわるのですか？」

　不思議だった。

　ベルガリア帝国は小銃を量産し、それは近隣諸国に対して猛もう威いを振るうだろう。

　しかしハイブリタニア王国軍が撤退したように、小銃さえあれば勝てるというほど戦争は簡単ではない。

　ラトレイユがため息をついた。視線を遠くへ──遙か遠くを見るような目をする。

「このベルガリア帝国を……永遠に存続させるためだ。栄えい耀よう栄えい華がを極めているようで、実は儚い。武器の開発で遅れを取り、会戦で二つ三つ負ければ、もう帝都に迫られてしまう……この国は小さい。もっと巨大で白山ラデームブランシエの如き盤ばん石じやくな超大国にせねばならぬ」

　彼の理想は、あまりに大きかった。大きすぎる、と思える。しかも目的を達するためには無数の戦争が待っている。

「……だから近隣諸国を征服しようと？」

「世界に帝国がただ一つとなれば、もはや戦争で滅ぶことはありえまい」

「……内乱で滅んだ国もあります」

「成功する内乱は、たいてい他国と通じているものだ」

「……疫えき病びようや飢き饉きんも」

「国が広大であれば、他方で災害があっても、他方から援助ができるだろう。今の帝国でも行われていることではあるが」

「……国が大きすぎれば、中央からの統治は行き届かなくなります。各地の領主に大きな権限を与えれば、結局は国が分かれているのと変わりません」

　このあたりは、政治経済の本に書かれている基礎だ。

　当然、ラトレイユが考えていないはずはない。レジスはあえて初歩的な問いをすることで、聞き役に回った。

「ある程度の大きさの領地を〝州〟とする。州ごとの統治には領主を置くが、そやつらに軍権は与えない」

「えっ？」

「大国を治めるためには、国民軍が必要だ。アルジェンティーナは第四軍の指揮官だが、バイルシュミット領やヴォルクス要塞周辺の領主ではあるまい？」

「はい」

「全軍をああいう形にして貴族軍を廃する。領主が叛はん意いを持っても軍権がなければできることは何もない。軍においては、指揮官の人事や配置を定期的に更新する」

「……貴族軍を廃止！」

「ああ、幕ばく僚りようの人事も軍務省で行う。もちろん、指揮官の意見は尊重するが……勝手な登とう庸ようや解雇は許さぬし、同じ顔ぶれで長く固定することはしない」

　幕僚に新顔がいたら謀議はしにくいだろう。

　また反乱を準備していても指揮官が替わればご破算だ。怪しいと噂されたら異動してしまえばいい。

　配置が頻繁に変われば、軍幹部と領主が必要以上に親しくなる可能性は低くなる。

　当然、新しい部隊を任された指揮官は、部下の把握で苦労するだろうが……

「……拮きつ抗こうする敵勢力がなければ問題にはならない、ということですか」

「左様だ」

　貴族軍を廃し、領主から軍権を取り上げ、国家が唯一の軍隊を持ち、指揮官を権力者ではなく職能者として扱う。

　レジスは背筋が震えるのを感じた。

　近しい考えはいくつかの本で読んだことがある。しかし、これだけ総合的かつ具体的に計画として語っていたものはなかった。

　この思想を知識人たちが知ったら、どう評するだろうか？　何冊も本が書かれるに違いない。

　刺激的だ。

　──新しい。

　ラトレイユは新しい国家の形を見据えている。

　レジスは考える。

「……いや……それでも、それは近隣諸国を征服するのが前提です」

「勝てるのだ。勝たねばならぬのだ。さもなければ、いずれベルガリア帝国は滅ぼされる側となるだろう」

「……近隣諸国と融和を深めるという手段もあるのではありませんか？」

「アルジェンティーナが感化されておったが、レジス殿は平和主義者であったな」

「……否定はしません。戦争で勝って他国を征服しても、火種は燻くすぶります。大勢の人が死ぬし、恨みも残る」

「それを封じこめるための制度だ」

「……他国への侵攻には貴族軍を使い、それが成ったあとは貴族軍を解体するなんて政策に、本当に貴族たちが従いますか？」

「反抗するならば帝国第一軍が動くしかない」

「大規模な内乱になります。しかも大貴族の貴族軍が相手となれば、第一軍が勝てるとはかぎらない。その頃には全ての軍に小銃が渡っているわけですし」

「当然、それにも勝つ」

「……いったい、どれだけの戦いをする気ですか？」

「俺の理想の前に立ち塞がる全ての敵と戦う。そして、それら全てに勝つ。さもなければ一千年の後にも瑞みず々みずしく衰えない永劫の理想郷など作れるはずもない」

　ラトレイユの双そう眸ぼうは炎を宿しているかのようだ。

　この人はアルティーナの兄なのだな──とレジスは思った。

　気け圧おされる。

　この一年の経験がなかったら、膝をついて恭順を示していたかもしれない。それほど彼からは大きなものを感じた。

　しかし、レジスは誓ったのだ。

　──アルティーナのために動く。自分から仕掛ける。たとえ自信がなかろうとも。

　問題に応じた最善手では、もう間に合わない。事態に対処するだけでなく、こちらから攻めなくては状況は変えられない。

　ラトレイユは革新的な組織作りを考えているが、その根底にあるのは覇権主義。

　レジスはもちろん、アルティーナの目指している道とも違う。以前なら、それがわかっただけで充分だと考え、引き下がっていただろう。

　踏みこむ。




「……皇帝陛下も、ラトレイユ皇子の理想の前に立ち塞がったのですか？」




　ジェルマンが目を見開いた。

「なにを!?」

　ラトレイユは仮面のように表情を変えない。

「…………」

　しかし、それが故にレジスには真実が見えた。

　もしもラトレイユが皇帝の死に関わっていないのなら、いかにレジスが評価の高い軍師だとしても、強い怒りを向けられていただろう。

　彼が固い声を絞り出す。

「皺しわ首くび一つで、帝国一○○万の人命が救えるとしたら、俺は何度でも剣を振るうだろう……伝統、権威、潔けつ癖ぺき……それらがどれほどの人命を奪った？　それらが人々になにをもたらした？　俺たちは理想に向けて進まねばならぬのだ。流れた血を無駄にせぬためにもな。レジス殿、よくよく考えることだ……己がどこに立つのかを」

　立ち塞がるのなら命はない──ということか。

　皇帝すら手にかけたのだ。レジスどころか実の妹であるアルティーナでさえ命を絶つことに躊ちゆう躇ちよはするまい。




　もうひとつ、わかったことがある。

　ラトレイユは宮廷を掌しよう握あくしている自信があるのだ。

　だから、アルティーナの配下であるレジスに、皇帝弑し逆ぎやくを認めるようなことを言った。

　証拠はないし、もう誰が騒ぎ立てたとしても意味はない──と考えているのだろう。

　レジスは目を伏せる。

「……僕は、それほど頭がよくない……少し整理する時間を貰えますか？　今は、この攻城戦に集中したほうがいいように思いますし」

　ラトレイユがうなずいた。

「うむ、たしかにレジス殿の言うとおりだな。いささか性急だったかもしれぬ。グレボヴァール市のことが落ち着いてから、改めて話すこととしよう」

「……ありがとうございます」

　レジスは一礼して、本陣テントを辞した。





　　　†






　陽光が眩まぶしい。

　まるで大蛇の巣から出たような気分だった。

　ふぅ～……と深い吐息をつく。

　番兵が慌てて敬礼した。

　口元になにやら付いている。

　──お菓子？

　彼らの前には、二人の女性が立っていた。

「お疲れ様ですわ、レジス様」

　一方はファンリィーヌだ。

　黒髪を腰まで伸ばし、黒いワンピースを着ている。腰のところで大きなリボンが結ばれていた。

　南部貴族ティラソラヴェルデ家の令嬢なのだが、レジスの護衛官という名目で軍務省から派遣され、遠征にまでついてきている。

　ときどき大人びたことを言うが、いつも屈くつ託たくのない笑みを浮かべる元気のいい女性だった。

　そしてもう一人──

　薄い色の髪と、真っ白な肌と、細い手足は、いかにも高貴な女性という感じだ。

　涼すずやかな目元と、銀の鈴を鳴らしたような声の女性だった。

　名をイエストというらしい。

「……お疲れ様です……オーリック卿きよう」












「ああ、どうも」

　彼女はレジスの身の回りの世話をすることになっている使用人だ。

　式典省から送られてきた。

　どうして式典省が？

　理由はわからない。アルティーナとの縁故を強めたいのか。他の意図があるのか。

　イエストは式典省大臣ベルジュラック侯爵と、その孫──第三皇子バスティアンの推薦状を携たずさえてやってきた。

　流りゆう暢ちようなベルガリア語といい、丁寧な物腰といい、高い家事能力といい……人材としては全く問題ない。

　最初は警戒心を抱いていた様子のファンリィーヌも、この遠征の間にすっかり打ち解けていた。

　レジスは年上の女性というだけで、ちょっと苦手意識を持ってしまうのだが……

　ファンリィーヌに尋ねる。

「どうしたんだい、こんな場所まで？」

「うふふ……お菓子を焼いたので、レジス様と皆様に食べていただければ、と思いましたの」

　手提げ籠かごを差し出す。

　白布をどけると、こんな戦場には不釣り合いなビスケットが入っていた。

　ふんわり、香ばしい匂いが漂ただよってくる。

　美お味いしそうだ。

　これを戦地の即席の竈かまどで作ってしまうとは。

「すごいなぁ……ああ、でも……」

　第一軍の生真面目な幕僚たちに見せたら、〝ピクニックに来たつもりか!?〟と怒ど鳴なられてしまいそうだ。

　しゅん、とファンリィーヌが肩を落とす。

「ダメでしたか？」

「あ、いや、ダメってことはないけど……出すタイミングは選んだほうが……」

　申し訳ありません、とイエストが頭を下げる。

「……私が言いだしたばかりに」

「イエストさんが？」

「……考え事や難しいお話をされているときには甘い物が欲しくなる、と聞いたものですから」

「たしかにね。ああ、そうだ、料理長を通したらいいんじゃないかな？」

　ぽん、とファンリィーヌが手を叩いた。

「そうですわね！　お菓子には紅茶を合わせてもらいたいですし」

「はは……」

　彼女は優雅な暮らしが身に染みついているようで、どこか悠ゆう長ちようなところがあった。

　──そういや、アルティーナもよく紅茶を飲んでたなぁ。

　上流階級の女性というのは、こういうものなのかもしれない。

「レジス様もぜひ」

「いや、もう話は終わったところだし、自分のテントに戻るとするよ。やらなきゃいけないことがあるからね」

「……ファンリィーヌ様が一生懸命作られたのですが」

　ぼそり、とイエストに言われて、地味に胸が痛む。それを言われると無む下げにはできなかった。

　ファンリィーヌが申し訳なさそうに言う。

「あ、あの、お忙しいのであれば無理なされずとも……でもレジス様、お昼は召し上がらないのですか？」

　そのつもりだったが、この様子だと昼食も用意してあるのだろう。

　──ここで食べておかないと、次の食事は明日になる可能性もあるか。

「そうだね……じゃ、いただくとしよう。ちょっと急ぎになるけどね……なんせ昼過ぎまでに、いろいろ準備しないといけないから」

「なにかあるのですか？」

　イエストの問いに、レジスはうなずいた。

「君たちも荷物をまとめておいたほうがいい。できれば馬車に載せておくように」

　ファンリィーヌが首をかしげる。

「本陣が動くのですか？」

「……そうなるかもしれない」

　レジスたちは料理長のところに寄って、お菓子を預けた。

　味見──毒見かもしれないが──で何個か手をつけたあと、この味ならお茶の時間に並べよう、と請け負ってくれた。

　それから、レジスは自分のテントに戻る。

　テントといっても天井がない。柱を立てて壁代わりに布を張っただけのものだ。

　入口の垂れ幕をどける。




　──使用人の少女がいた。




　長めの茶髪を目元まで垂らした少女だ。眼鏡をかけており、頰にそばかすが浮かんでいる。

「うっ……」

　彼女が小さなうめき声をあげた。

　レジスは首をかしげる。

「あれ、なにか用があったかい？　えっと、フランカさん？」

　イエストが一瞬だけフランカを睨にらみつけた。

　ファンリィーヌが腰に手を当てて、厳しい口調で言う。

「貴女あなた！　いくらレジス様付きのメイドとはいえ、主あるじの許可なしに私室に入るものではなくてよ？」

「す、すみませ……ん……」

　消え入りそうな声をこぼし、深々と頭をさげた。

　イエストも横に並んで謝罪する。

「……申し訳ありません。私がシーツを替えておくよう言いつけたものだから」

「前のお屋敷ではどうだったか存じませんが、私室に戻った主を驚かせるなんて、メイドとして恥ずべきことです。以後、お気をつけなさい」

　さすが貴族令嬢だ、言うべきことはビシッと言う。

　使用人のいる生活なんて初めてのレジスは、こういうものか──としか思わなかった。

　ぽりぽり、と頭を掻く。

「……えっと……まぁ、よろしく頼むよ」










　ぷはぁ～ッ！　とフランカは息を吐いた。

　レジスのテントから、いくらか離れた川辺だ。手には替えたシーツを抱えている。

『やばかったー!!』

「……こんなところでゲルマニア語を使わないでちょうだい？」

　イエストに窘たしなめられる。

　いや、そう名乗っている──イェシカ・シュヴァインツェベルクに。

「あ、うん」

「……誰に聞かれるかわからないのだから」

「わかってるって、アネキ」

　フランカと名乗っている少女は、本当の名前をフランツィスカ・シュヴァインツェベルクといった。

　周りには誰の気配もない。そう思うけれども気をつけるに越したことはない。

　イェシカが尋たずねてくる。

「……それで？　どうだったのかしら？」

「当たりだったよ。メモとかばっかだったけど、だいたい作戦は把は握あくできたと思う！　どうお？　えらい？　えらい？」

「……この私が、お菓子作りなんて真ま似ねまでして時間を稼かせいだのだから、それくらいは当然よ」

「ああ、うん……アネキがお菓子作りか……ぷぷっ」

「……貴女あなたが作れない、なんて言うから、よね？」

「ごめんなさい」

　腕力では絶対にフランツィスカのほうが強いはずだが、この姉は恐いのだ。頭が上がらない。

「……まぁ、そうでなくとも、貴女はオーリック卿きように近づかないほうがいいわね。暗闇で離れていたとはいえ、一度は戦っているわけだし。正体に気付かれる可能性があるものね」

「アタシくらいキュートな娘こなんて、そうそういないしね」

「……作戦のことを話してちょうだい」

　完全にスルーされてもフランツィスカはめげなかった。

　そんなことより、思い出しただけで身の毛がよだつ。帝国軍が計画している作戦は尋常なものではなかった。

「ねぇ、あのレジス・オーリックって軍師は本当に化ばけ物ものじゃないかって思うよ、アタシは」

「……そう思うから、私たちはここに来たのよ」





　　　†






　約一ヶ月前──

　偶然か、はたまた星の導きか、第三皇子バスティアンと知り合ったフランツィスカたち。

　宮殿の一室を貸してもらい、一晩を過ごした。

　夕飯は豪華の一言だ。

　それは朝食も変わらなかった。

　つい先日、帝都の目前まで敵軍に迫られたはずなのに、そんなことを感じさせない贅ぜいを尽くした料理が並べられた。

　瑞みず々みずしいサラダに、野菜を煮込んだスープに、血のしたたるローストビーフ。やわらかいパンと、厚切りのハム。

　皇子が〝友人とてして遇せよ〟と命じたせいか、身元を調べられることもなかった。

　おかげで宮廷の内外で情報を収集できた。




　その晩、フランツィスカたち三人は、集めた情報を付き合わせる。

「やっぱり、アニキは斬首されてないっぽいじゃん？」

「……そう」

　イェシカがうなずく。彼女は見聞きしていないことを占星術とやらで知っていることがある。とくに驚いていない様子だった。

　対照的に、末っ子のマルティナは両手を挙げて喜ぶ。

「よかったですー」

「うんうん、よかったじゃんね！」

「……けれど、今のままでは救出は不可能ね」

　イェシカの言葉に、フランツィスカは机を叩いた。

「なんで!?」

「……まず、この三人だけで兄様を助けるのは難しいわ。傭兵団の残党が救出を画かく策さくしていることは帝国軍も警戒しているでしょうし」

「だから、《吊られた狐ルナルパンドウ》の残りの連中と合流しようってんでしょ？　そのために帝都に来たんじゃんか」

「ええ……ここは情報が集まるから……」

　そして予定どおり今日一日かけて情報を収集したわけだ。

「なんで不可能なのさ!?」

「……このままだと《吊られた狐ルナルパンドウ》は助からないからよ」

「えっ!?　アニキがいなくても、アイツらは強いよ!?　倍の数の帝国兵と戦ったって、そうそう負けたりしない！」

　フランツィスカは何度も一緒に戦っている。

　彼らは身み贔びい屓きではなく本当に強い。

　イェシカがため息をついた。

「私も……普段なら、彼らのことを心配したりしないわ。でも、このままでは危ないわね」

「このままでは？　なにが、どうなってるわけ？」

「……ハイブリタニア王国軍はランゴバルト王国の協力を得てグレボヴァール市を占領したらしいわ。当然《吊られた狐ルナルパンドウ》もそこね」

「なんで街なんか占領したんだろ？」

「ベルガリア帝国軍の疲ひ弊へいを諸外国に知らしめるためでしょう。半年も占領していたら、帝国軍など恐るるに足らず、と考える国も現れるから」

「なるほど。たしかに帝国軍はだいぶ減ったしね！　イケルと思う？」

「……ベルガリア帝国はグレボヴァールの奪だつ還かんに、第一軍を遠征させることにしたわ。出発は一週間後」

「ラトレイユ総そう督とくか。次期皇帝とか言われてる偉い人なのに、マメだね」

「今回のハイブリタニア王国との戦争では第四皇女アルジエンテイーナばかり手柄を立てているから、焦っているのかもしれないわね。でも問題は司令官ではないのよ」

「なに？」

　イェシカが不吉な名を口にする。

「……レジス・ドゥ・オーリックが……参さん謀ぼうとして招かれたわ」

「げっ」

　ハイブリタニア王国軍の侵攻は、最初のうちは計画していたよりも順調だった。

　ベルガリア帝国軍の将兵は予想以上に頑迷で、新式小銃への対策を怠ったからだ。

　ところが、アルジェンティーナ率いる帝国第四軍だけは別だった。圧倒的優勢と思われた戦列艦が撃破され、補給部隊も潰された。

　レジス・ドゥ・オーリックという軍師のせいだ、と伝えられている。

　傭よう兵へい王おうの異い名みようを取るギルベルトが捕虜にされたのも、そいつの〝霧きりを作る〟なんていう奇策が原因だった。

　開戦に先んじて、フランツィスカはヴォルクス要よう塞さいにアルジェンティーナの部隊を封じこめるという役割を与えられていた。

　しかし、そのヴォルクス要塞に向かった部隊は一晩で撃破され、足止めは失敗している。

　任務失敗をギルベルトに叱られた。

　フランツィスカはレジスの名前を聞くだけで鳥肌が立ってしまう。

「アイツって、アルジェンティーナの部下だったんじゃ？」

「……ラトレイユ皇子が望んだとも、軍師のほうから売りこんだとも……いろいろな噂が飛んでいるわね。なんにしても、一週間後には帝都を発たつはずよ」

「ううぅ……でもさ、いくら化物みたいな軍師でも、そう簡単に城塞都市を奪還なんてできないんじゃないかな？」

　イェシカが肩をすくめる。

「……楽観的なのは……貴女の美徳よ？」

「ダメっぽい？」

「……今、動かなくては、可能性が閉ざされるでしょうね」

「わかった。じゃ、どうするの？」

　フランツィスカは何度も戦場を駆け抜けてきた傭兵だ。戦わなければならないのなら、躊ちゆう躇ちよはしない。

　マルティナが両手を握りしめる。

「はーい！　マルティナもがんばるです！」

「……ええ、この三人で……やるのよ。《吊られた狐ルナルパンドウ》を死地から助け……兄様を取り戻すの」

　難しい──そうフランツィスカは感じた。

　城塞都市に籠もっている《吊られた狐ルナルパンドウ》と合流するだけでも大変そうだ。彼らとて、七○○人程度しかいない。

　ギルベルトは帝国第四軍に囚われており、今はヴォルクス要塞に居ると思われた。

　今の第四軍は兵数一万以上か。

　──普通なら、諦めてしまうだろう。

　しかし、この姉イェシカも傭兵団では〝魔法使い〟なんて異名で呼ばれていた。

　絶望的な状況ですら、なんとかしてしまうのだ。

「……まず、お人好しの第三皇子バステイアンを利用しましょうか」





　　　†






　三人は使用人たちに聞いたりして、バスティアンを捜した。

　ベルガリア貴族の淑しゆく女じよらしいドレスを用意してもらえたおかげで、宮殿を歩きまわっても見み咎とがめられることはなかった。

　そして、軍務省へと続く廊下の途中──




「よお、兄貴」

「……ハイブリタニアから帰ったか。息災でなによりだ」

　バスティアンを見つけた。

　しかし、フランツィスカたちが声をかけられる雰囲気ではなかった。いかにも偉そうな格好をした将官と対峙している。




　フランツィスカたちは柱の陰に隠れ、その様子を窺うかがった。

　──ん？　バスティアンが〝兄貴〟って呼んだ？　つーことは、あの金髪がラトレイユ皇子!?

　ドレス姿のせいもあって、フランツィスカたちは武器なんて持っていない。

　もしも自分たちが《吊られた狐ルナルパンドウ》だと気付かれたら……

　逃げ切れるか？

　無理だ。

　自分だけならともかく、イェシカは足が遅い。今はマルティナもいる。

　フランツィスカたちは物陰から様子を見ることにした。




　バスティアンがため息をつく。

「いや～大変だったぜ？　兵隊には追われるわ、銃で撃たれるわ、谷に落ちるわ」

「お前は、もうすこし落ち着きを身につけるのだな。政治でも軍事でもいいが、そろそろ国のために働いてもらいたいものだ」

「補佐しろって？　即位もしてないのに、もう皇帝みたいなこと言うんだな、兄貴」

「……不満か？」

「いいや、いいんじゃねえの。俺もアルジェンティーナもバカだしな。だがよ、ちょっと前までは政治なんて面倒なだけだと思ってたけどさ……もしも、こんなことを言ったら……兄貴はどう思う？」

「む？」

「ベルガリア帝国にも議会が必要じゃねえかな？」

　ラトレイユが意外そうな顔をした。

　ろくに教師の話も聞かなかったバスティアンが、政治の話を。しかも自由主義に寄った提案をしたのだから、驚きもするか。

　そして、苦笑した。

「クク……なにを言い出すかと思えば……妙な友人でも作ったか？」

「まぁ、友達から教えてもらった知識なのは否定しねえ。でも俺なりに理解して話してるぜ？」

「下らんな。帝国の意志決定は、皇帝を頂点として末端に至るまで問題なく機能している。皇帝に意見する組織など必要としない。覚えておくがいい──皇帝とは絶対不可侵な存在なのだ」

「うーん、兄貴は優秀な皇帝になるだろうよ。でも年取ったらわからないだろ？　子供が優秀ともかぎらないぜ？」

「……そのときは、相応ふさわしい者に排除されることもあるかもしれんがな」

　ラトレイユが唇くちびるを歪ゆがめた。

　バスティアンが睨にらみつける。

「オイ、それって！」

「どうせ、お前も聞き及んでいることではあると思うが……」

　バスティアンが懐ふところに手を突っこむ。

「兄貴……本当に……やったのかよ!?」

「フッ、否定したら信じるのか？」

「いくらなんでも、そいつは許せるもんじゃねえだろ！」

　短剣を──引き抜く。

　その直前、バスティアンに白刃が迫っていた。

「ッ!?」












　尋常ではない速さ。

　ラトレイユの宝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》の鋒きつさきが、バスティアンの右手に突きつけられる。

　片刃の直剣だ。

　もしも、バスティアンが懐から短剣を抜こうものなら、右手が刃に刺さってしまうだろう。

　もちろん後ろへ下がれば抜けるが……ラトレイユが前に出るほうが速いかもしれない。

　長剣と短剣という不利さもある。

　普通の剣なら叩き折れるが、同じ精霊銀トリステイで造られた宝剣だ。

　バスティアンの背筋を冷たい汗がつたう。

「……マジかよ……兄貴、そんな速かったっけ？　俺が遅くなったのか？」

「八歳も年下の弟に訓練で本気を出したりはせんさ」

　──ずっと手加減されてたのかよ。

　ギリッ、とバスティアンは奥歯を嚙かんだ。

　ラトレイユが語る。

「帝国の未来のためなら、俺は泥どろでも啜すする覚悟だ。お前はどうだ？　お前は帝国のために何をした？　何ができる？」

「……俺だって……今、いろいろ考えてるよ。国があれば人は幸せか？　それ本当か？　この国で平民に生まれたら、どうやって幸せになればいい？　税を絞り取られ、貴族が贅沢するのを我慢するのが幸せって言えるか？　そんなの不公平だと思わないか？」

「不公平だ。それがどうした？」

「なっ……!?」

「お前は全く考えが浅い。公平な国だと？　それで強きよう靱じんな軍隊が維持できるか？　有能な指揮官が育成できるか？　他国や蛮ばん族ぞくが攻めてきたら誰が指揮する？　自由主義など主張している者どもは、どうやって国を守るのだ？」

「平民にだって優秀なやつはいるさ」

「例外に頼るのは愚かだぞ……血筋は環境だ。貴族は相応の教育を受け、政治においては人や土地を管理し、軍事においては大勢を指揮することを幼少の頃より教えこまれている。平民に同じことができるわけがない」

「そ、そんなら、平民だって教育を受ければいいだろ!?」

「教育には金と時間がかかる。いつだって足りないものだ。全ての平民に教育を受けさせるだけの余裕は、このベルガリア帝国にも存在しない。お前は、どの平民に機会を与えるのだ？　誰がどうやって人を選ぶ？」

「…………」

「一部の者にだけ教育の機会が与えられるなら、それは貴族制度と同じだ」

「ううぅ……」

「バスティアンよ、お前が蔑ないがしろにしてきた学習の機会が、どれほどの価値を持っていたのか、いくらか理解したか？　ならば今からでも励はげむのだな。しっかり学ぶなら、大臣でも将軍でも地位を用意してやろう……帝国のために働くがいい。国が豊かになれば、それで救われる民もいるのだからな」

　ラトレイユが剣を引く。

　バスティアンは反論できなかった。

「不公平を納得しろって言うのか」

「他国に滅ぼされるよりはよかろうと言っている。お前が政治に関心を持ったことは喜ばしい。理想を語るだけならば許そう。しかし俺の邪魔をするなら、敵だ。容よう赦しやはせぬ」

「くっ……」




　ラトレイユが立ち去ったあと、ようやくフランツィスカは柱の陰から出た。

「ど、ども……」

「ん？　ああ、あんたらか。もしかして、見てたか？」

「あはは……ちょっとだけ……」

「やれやれ、恥ずかしいところを見られちまったな。まぁ、他言無用で頼むぞ？」

「も、もちろんじゃん！」

　フランツィスカは何度もうなずいた。

　はーい、とマルティナが両手を挙げる。

　イェシカが丁寧に頭を下げた。

「……貴方にお詫わびしたいことと……お願いがあります」

「なんだ？」

「いつまでも客として扱われているわけにはいきません。働き口への紹介状を書いていただきたく存じます」

「知人に連絡を取ってるんだろう？」

　そういう噓をついていた。自分たちの目的は、兄ギルベルトを帝国第四軍から救出することだ。

「……手紙は出しました。しかし頼れるとはかぎりません。次の遠征に名のある軍師が参加されるとか……その身の回りのお世話役になれれば、と思いまして」

「メイドか？　まぁ、かまわねえけど」

　あっさりだった。

　──ホント、この皇子は素直すぎるな！　簡単に騙だまされすぎだろ！

　そう思ったフランツィスカだが、余計なことを言わないように黙っておいた。

　イェシカがお礼と、もうひとつ重ねて頭を下げる。

「私たち、お詫びをしなければ……最初、貴方の素す性じようが知れなかったものだから、偽名を名乗ってしまったんです」

「ああ、そうなのか」

「はい……本当の名前は──」

　イェシカはわざわざ偽名を刺し繡しゆうしたハンカチまで用意していた。

　バスティアンがマルティナの前でしゃがみこむ。

「わかった。どこへでも好きなとこに紹介状を書いてやるよ。でもこの子は、こっちで預かったほうがいいかな」

「ッ!?」

　フランツィスカは心臓を鷲わし摑づかみにされたように感じた。

　ぶわっ、と汗が噴き出る。

　マルティナが両手を挙げた。

「わかりましたぁ！　マルティナ、残ります！」

「おう」

　どこへでも紹介するが人質を取る、ということか。

　──子供を人質に取るなんて！　やっぱりコイツはベルガリア帝国の皇族だ。油断できない。

　どうするか？

　動揺するフランツィスカとは反対に、平然とした様子でイェシカがうなずいた。

「……わかりました。マルチーナのこと、お願いいたします」

「アネキ、いいの!?」

「……フランカ、別れ難い気持ちはわかるけれど、子供を連れて戦場に行くのは無理でしょう？　ここはご厚意に甘えて預けましょう」

「だ、大丈夫なの……？」

「もちろん戦場よりはいいでしょう。わかっているわね、マルチーナ。皆さんのご迷惑にならないようにするのよ、いいわね？」

「はーい！」

　イェシカは兄を助けるために妹を犠牲にするような人ではない──と信じているが、心配だった。代われるものなら、自分が残りたいくらいだ。

　マルティナがフランツィスカに抱きついてくる。

「オネェ～、行ってらっしゃい！」

「…………うん。絶対に帰ってくるからね」

　小さな身体を抱きしめるのだった。










　帝国歴八五一年七月二五日、十三時半──

　太陽が西に傾いた。昼食の片付けが終わり、午後の訓練がはじまる時間だ。




　第一軍の本陣に幕ばく僚りようたちが集められた。

　三つの騎士団の長と、砲兵や歩兵の部隊指揮官が十三名。他にも補給や救護などの担当者が参加していた。

　全員が絵に描いて額に入れたような隙すきのない姿勢で起立して待っている。

　彼らが見つめているのは総そう督とくラトレイユだ。

　その右側にジェルマンがおり、レジスは左側に立っていた。

　──緊張するなぁ。

　正直、自分がここにいることに場違い感しかない。一人だけ雰囲気が浮いている気がする。

　ラトレイユが幕僚の一人一人を見た。

「これより、グレボヴァール市の捕虜を救出する作戦を決行する」

「えっ!?」

　大半の幕僚が意外そうな顔をした。

　先頭にいた騎士団長バッテレンが挙手する。

「総督、これから決行なのですか!?」

「そうだ。なにか不服があるか？」

「いえ……ただ、二六日と聞いておりましたもので……」

「初戦で敵方の対応にいささか不審な点があったのでな。卿けいらの忠誠は疑っておらんが、部隊全体となると把握しきれているとは言い切れない」

「は、はい」

「ここは戦場だ。少しばかり予定が変わろうとも、我が将兵は実力を示してくれると信じている」

「ッ!!　総督のご期待に応えられるよう、全力を尽くします！」

　バッテレンが引き下がる。一瞬だけレジスのほうを睨にらんだ。

　彼の推測どおり──幕僚たちに正しい予定を伝えなかったのはレジスの案だった。

　もしかすると内通者がいるかもしれない。

　今回は奇襲であることに意味がある。

　それと、どうしても〝今日が決戦だ〟と思っていると兵士の雰囲気に緊張感が生まれる。

　いつもより静かだったり、逆に威勢がよかったり、食事が豪勢だったり……

　ハイブリタニア軍の指揮官は目め端はしが利くようだ。わずかな変化に気付くかもしれない。

　──今回は、先手を取る。

　ジェルマンが周辺地図を広げた。

　緊張感のある口調でラトレイユが説明する。

「今から仔し細さいを伝える。この作戦は予定どおりに行動することが肝かん要ようだ。独断で動いた部隊は全滅することもありえる」

　珍しく幕僚たちが、ざわついた。

　帝国第一軍は最強であるがゆえに、正攻法で戦ってきた。一歩間違えれば全滅──などという作戦は経験がない。

　そして、ここで初めて詳しく作戦を伝えられた幕僚たちの顔には、不安や不信の色が浮かんでいた。

　年配の騎士オルバスが顎あご髭ひげをなでながら言う。

「ふむふむ、これはまた……ずいぶんと大胆な策ですなぁ。やはりオーリック卿きようの案でしょうか？」

　全員の視線が、レジスに集まる。

「……ええ、そうですね」

　仕方なくうなずいた。黙っているわけにもいくまい。

　オルバスの口調は穏やかだが、ラトレイユの前にもかかわらず遠慮なく踏みこんでくる。

「このような策は聞いたことがありません。上手くいきますか？」

　尋たずねたのはオルバスだったが、幕僚たちの大半が不安を感じている様子だった。

　ラトレイユとしても、ここで口は挟めない。あまりレジスばかりを庇かばい立てしていると〝古参の幕僚より新参の軍師を重用するのか〟と反感を買うことになる。

　──いくらラトレイユの人望が厚いといっても、ここは戦場だ。命が懸かかっている。しかも幕僚たち自身だけでなく部下たちの命も。

　アルティーナの第四軍であれば、これまでの実績もあって〝信じてください〟で済むのだが。

　レジスは思案する。

「……どうしても信用できないということであれば、その部隊を外して作戦を再考します。不参加が大多数となれば、作戦そのものが中止ということになりますが……捕虜を救出する機会は失われますね」

「なるほど。しかし、オーリック卿の策が信用できることと、捕虜の救出を行うことは別では？」

　さすがは第一軍の幕僚ということか、弁も立つ。

　反論を封じるのは簡単だが、言い負かしただけでは作戦中に指揮が乱れる可能性があった。この作戦を信用してもらわなければならない。

　ふと思い出したのは──過去に読んだ本ではなく、自分が言われた言葉だ。




〝あなたの命を求めるのだから、あたしも命を賭けるのが当然でしょ〟




　それはアルティーナの言葉だった。

　レジスはつぶやく。

「……命を求めるなら、自分の命も賭けるべき、でしょうね」

「ほう？　作戦が失敗したならば、命は要いらぬというわけですかな？　敗戦のときは斬首も覚悟と？」

「ええ、その程度のことでよければ」

　自分でも驚くほどあっさりと首しゆ肯こうしていた。

　失敗したら斬首──などと言われたら、もっと恐いと感じるのが普通かもしれない。ぶわっと汗をかいたり、心臓が激しく脈打ったり、声が震えたり。

　平静だった。

　自分でも不思議なほど、なんの抵抗も躊躇ためらいもなく、受け入れていた。

　オルバスだけでなく、周りの幕僚たちも意外そうに目を丸くする。

「比ひ喩ゆではなく、本当に命を？」

「……えっと……これまで何度も無茶な作戦で、大勢の兵たちに命を賭けさせ……負ければ市民も危なくなる戦いもありました。今回の作戦も同じですね。それが大きなことすぎて……僕の命を賭けるくらいは迷う価値もありません」

　自分でも気付かないうちに、作戦の成否に命を賭けるていどの覚悟は、通り越していたらしい。

　──本当に無茶な戦いが続いたからなぁ。

　オルバスが息を呑んだ。

　そして、片膝をつく。

　深々と頭を下げた。

「試すようなことを言って申し訳ありませんでした。さすがは数々の過酷な戦いくさで勝利を収めてきた軍師殿……策に命を賭とすなど当然のことでしたか」

「あ、いや、僕だって死にたくはないですし、作戦は成功すると思ってますが……」

「小官の無礼をお許し頂けるのでしたら、どうか我が部隊を作戦に加えてください！」

「もちろんです。よろしくお願いします」

　他の幕僚たちから異論が出ることはなかった。

　彼らの信頼を得られ、レジスは安堵の吐息をつく。

　ラトレイユが唇くちびるの端を歪ゆがめた。

「……やはり、レジス殿に三等文官は不釣り合いだな」

「え？　まだ五等文官が相応ですか？」

「ククク……すでに卿は将の器だ」

「……え？」

「まぁいい、そのことは作戦が終わったあとにしよう。グレボヴァール市内に捕らわれている者たちが待っているからな。おしゃべりは、ここまでだ──」

　ラトレイユが剣を抜く。

　宝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》の銀色の刀身が輝き、鏡のような表面に幕僚たちの姿を映す。

「──勝利を我らが手に！」

　幕僚たちが拳を振り上げ、唱和した。
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　陽光が西に傾いた頃、盛大にラッパが鳴らされる。

　ベルガリア帝国第一軍は前進を開始した。

　帝都からの補充も届いて、歩兵一二○○○。中盤に砲兵二○○○と三○門。

　左右を騎士団が固める。バッテレンとオルバスの部隊が、それぞれ一○○○ずつ。

　本陣は白はく狼ろう騎士団一○○○が守り、三○○○の歩兵が予備戦力として背後に控える。

　五万の工作兵は、すでに予定どおり作戦を実行しつつあるはずだった。

　グレボヴァール市は山の中腹にあって、帝国側が高所を取っているため、レジスたちは戦場が一望できる。

　ラトレイユやジェルマンなどの幕僚たちは馬に乗っているが、レジスは馬に乗れないので傍かたわらに立っていた。

　レジスは懐中時計を確認する。

　十四時五分──

「……そろそろ、要よう塞さい部分に攻撃をかけます。救出作戦から相手の目を逸らす陽動としてですが」

　ジェルマンが要塞のほうを指さす。

「敵が出てきました！」

「ほう……いきなり予想と違う対応をしてきたな」

　こちらの想定では、敵軍は要塞部分に籠こもって応戦してくるはずだった。初戦は相手が勝ったのだから同じ対応をしてくるだろう、と推測したのだ。

　しかしレジスは落ち着いている。

「……問題ありません。これくらいなら〝知ってる展開〟ですから。各部隊の指揮官にも伝えてあります」

「うむ」

　ジェルマンが首をかしげる。

「なにやら、様子がおかしくありませんか？　敵軍の最前列の兵士たちが……」

　彼は目がいいようだ。

　どちらかといえば、レジスは視力が弱いほうだった。そこまで細かいことはわからない。

　なにより時間が気になっていた。何度も懐中時計に目を落とす。

「……定刻です」

　砲兵の引く大砲から炎と煙があがる。

　すこし間を置いて──

　まるで空気の壁がぶつかってくるかのような衝撃波が届いた。鼓こ膜まくではなく身体で音を感じる。

　大砲の一斉射だ。

　地面が揺れる。

　それとほぼ同時に、レジスたちの後方でも大きな音があがっていた。

　仕掛けの作動した音だ。

　──うまく動いてくれないと、困るよ？

　続いて第一軍が突撃を開始する。敵方の意識を引きつける必要があった。

「相手はハイブリタニア王国軍とランゴバルト王国軍が半々といったところですな。数は二万くらいでしょうか」

　ラトレイユがうなずいた。

「新式小銃があり、数でも勝っているのだから、平原で堂々と戦うほうが早々に勝利を摑める、と考えたのであろう。なかなか積極的な用兵をする」

　──それだけの利で、強固な要塞から出てくるものだろうか？　まだ他にも策があるのではないか？

　両軍の距離が縮まった。

　先に撃ったのは射程に勝るハイブリタニア軍だ。

　こればかりは仕方がない。

　帝国軍の新式小銃──フュジィ八五一は試作品が完成したばかりで、量産は先になる。来年ならともかく、この戦いに数を揃えるのは不可能だった。

　さらに距離が縮む。

　むっ、とジェルマンが首をかしげた。

「なぜ撃たないのでしょうか？」

「我が軍から発砲がないようだな？」

「もう発砲できる距離かと思うのですが……」

　一方的に撃たれている。その様子に、ラトレイユたちだけでなく本陣の他の兵たちも、ざわつきはじめた。

「伝令！　伝令です！」

　騎兵が駆けてきて、ラトレイユの前で馬から飛び降りる。

　片膝をついた。

「敵軍の先頭に捕虜がつながれています！　連中、市民を盾に！」

「なんだと!?」

　ラトレイユの緋色の瞳ひとみが、より深い色になる。

　レジスは胃の底が熱くなるのを感じた。

　──なんという策を打つのか！

　ジェルマンが吐き捨てるように言う。

「悪あく辣らつな！　一国の指導者がやることか！」

　敵方にはハイブリタニア王国の新女王が同行している。

　部下に自爆を強いるような策も酷いが、捕虜にした市民を盾に使うなど、いかに戦時下とはいえ周辺国から非難を浴びることになるだろう。

　ジェルマンが声をあげる。

「前線が混乱しています！　ラトレイユ様、ここは一度引いたほうが──」

「ならん！　もう仕掛けは動かしているのだ！　なんとしても戦線を維持せよ！」

　しかし、応射しなくては、戦線とは言えない。一方的に帝国軍の兵士だけが撃たれていく処刑場だった。

　もとより装備と数は相手が上だ。

　この戦は、要塞に籠もる敵軍よりも少ない兵数で拠点を攻略する──という無茶なものだった。対応が遅れれば致命傷となってしまう。

　一晩……いや、あと一時間も考えれば、素晴らしい応手が思いつくかもしれない。

　しかし今この瞬間に判断を下さねば、この戦は負ける。

　──助けられるかわからないけど、部隊を迂回させるか。相手の練度は低い。そのうえ戦意のない捕虜を連れていたら素早い陣形の変更は不可能だろう。迂回で相手を崩して騎兵を突撃させて……

　レジスは頭の中で対策を練った。

　その考えが形になるよりも早く──ラトレイユが命令を下す。




「応戦しろ！　盾にされた民衆を救う術など、ない！」




　レジスは開きかけた口を閉じた。

　ラトレイユの判断のほうが部隊の損害が少ない。正面からの交戦を避けたら、予定より多くの兵を失うだろう。

　──なにより、命令を取り消したら前線が混乱に陥る。

　もう伝令兵が何人も駆けだしていた。

　同時に、突撃の狼煙のろしがあがる。

　煙の向きを考えて、本陣よりやや東側に狼煙台が置かれ、ずっと火が燃やされている。火薬を投入すると煙に色がつく。

　ほどなく前線の部隊が反撃をはじめた。

　無数の発砲音があがる。

　歩兵が突撃した。

　帝国も馬鹿ではないから、小銃に対しては対策を講じている。頑強な盾を持った歩兵が最前列に立ち、こちらの損害を減らす。

　とはいえ、それでは完全に防げない。距離が近付けば弾丸は甲冑すら撃ち抜くのだ。それを防ぐだけの厚い盾となると、全身を隠すのは無理だった。あまり大きくて頑丈な盾だと、もう人が持てる重さではなくなってしまう。

　どうにか距離を詰めて、槍による攻撃が戦果をあげる。しかし現状は第七軍が負けたときと大差なかった。

　予想していたよりも戦局が厳しい。

　ラトレイユが命じる。

「左翼──バッテレンの白はく兎と騎士団を前に出せ！　敵軍の右翼を攻撃し、銃砲の隊列を崩せ！」

「ラトレイユ様、要塞からの砲の射程に入ってしまいますが!?」

　ジェルマンが問うが、撤回はなかった。

「それ故ゆえ、相手はこちらの右翼を警戒しているはずだ。意表を突かねば崩せるものではないからな。砲弾など騎兵にそうそう当たるものではなかろう！」

「了解しました！」

　伝令が出され、同時に新たな狼煙があがる。

　狼煙のほうが早いが、伝令のほうが厳密に意図が伝えられる。この部隊では積極的に併用していた。

　──これが第一軍のやり方か。

　指揮は司令官であるラトレイユが行い、懸け念ねんがあれば副官であるジェルマンが問う。

　意見が対立することはなかった。




　本陣の隅で、レジスは独りごちる。

「……意表を突くには、ちょっと正攻法すぎる、かな」
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　左翼の白兎騎士団が前進する。

　ところが、軽快に飛び出した騎兵が、なんでもない場所で倒れたり、バランスを崩して落馬したりする。

　──罠がしかけてあったか。

　ラトレイユが即座に命令を下す。

「おのれ！　左翼の突撃を中止せよ！」

　しかし狼煙が変わるまでにも間があるし、混乱しはじめた前線が命令に気付くまでにも時間がかかる。

　ジェルマンがうめいた。

「ぬぅ……こちらの手を読んでいたかのようですな。相変わらず怖ろしい……」

　捕虜にした市民を盾にして戦局の主導権を取り、こちらが攻勢に出そうな場所へ罠を仕掛けていたか。

　おそらく夜のうちに地面に穴でも掘ったのだろう。たいした損害ではなかったが、騎兵を突撃させにくくなった。

　すでに両軍の兵士は接敵しており、もう白兵戦が始まっている。

　相変わらず大盾と新式小銃を組み合わせた戦法は効果的であり、このままでは第七軍のときと同じ結果に終わりそうだった。




　レジスは馬上のラトレイユに声をかける。

「総督、左翼をもっと後ろまで退ひかせてください」

「なに？」

「どういうつもりですか、レジス殿？」

　ジェルマンが問うが──ラトレイユは一瞬だけ考えたあと、すぐ行動に移した。

「よかろう、レジス殿の用兵を見せてもらうとしよう。バッテレンに伝令を出すぞ！」

　説明する時間を取られていたら、成功率が下がったかもしれない。ラトレイユは部下を信じる度量の持ち主だった。

　レジスは作戦を説明する。

「白兎騎士団は中央歩兵部隊の後方を通り、右翼のさらに右側へ。斜面を登って、相手の背後に回る動きをしてください。背後を取れればいいですが、相手が対応してきたら無理はしないように」

「了解！」

　第一軍は伝令も優秀だった。

　驚くほど素早く命令が伝わり、すぐに騎士団が動きだす。




　十四時二八分──

　まだ明るい。

　夜になると、互いが見えないだけでなく、伝令も目的の部隊に辿り着くのが難しくなる。狼煙も使えなくなる。月の明るさにもよるが、統率がとれた大規模戦闘は不可能になると思っていい。

　少数の部隊で奇襲をかけるくらいは可能だが……

　日没までが勝負だ。




　山頂からの風が強くなった。

　白兎騎士団が部隊の背後を駆け抜け、右翼のさらに右側を回って敵軍の背後を狙う。

　対応して、敵軍の左翼が向きを変えた。

　レジスはうなずく。

「……右翼の目の前が崩れましたね」

　帝国軍の右翼に配されているのは、オルバスの白虎騎士団だ。

　隙を見逃すことなく突撃する。

　流石だった。

　案の定そちらにも罠が仕掛けられていたが、わかっていれば混乱に陥るほどではない。

　ジェルマンが興奮気味に声をあげる。

「敵軍の左翼に喰らいつきました！　あちらはランゴバルト王国の騎士団のようです。よく戦っていますが、白虎騎士団と白兎騎士団の両方を相手にしては、そうそう持ちますまい！」

　ラトレイユがうなずいた。

「うむ、見事だ」

「おお……敵軍が撤退していきます！」

「追撃せよ！　ただし慌てるな。どんな罠があるかわからないからな」

「了解いたしました！　慎重に進むよう命令を出します」

　一時は崩されかけた主力部隊が、相手を押し戻したことで、本陣は活気づいていた。重苦しかった雰囲気が一転して、威勢のいい声がそこかしこからあがる。




　ラトレイユが馬を下りた。

　レジスの横に立つ。

「流石と言う他はないぞ、レジス殿。よく相手の弱点が左翼にあるとわかったものだ」

「……いえ、どちらかというと、対応に失敗したのは相手の右翼でしょうか」

「ほう？」

「白兎騎士団と同じ動きができないのは仕方ないにしても、こちらの布陣変更に対して、前進することも追従して左に回ることもしなかったわけですから」

「たしかにな。相手の右翼が前進していたら、こちらの中央部隊の側面を突かれていたであろう」

「……でしょうね」

　当然、その場合の対処も考えておいたが、必要はなかったようだ。

　ラトレイユが戦場を眺める。

「ふむ……考えてみれば、ハイブリタニア王国軍は練度が低い。そのうえ今はランゴバルト王国軍との混成だ。敵の左翼に攻撃を集中させれば、中央の部隊との連携が取れない──と踏んだわけだな？」

「そうですね。新兵や混成部隊は、戦うだけなら意外とやれるんです。でも部隊を横に動かしたり、向きを変えたりすると、途端に崩れるんですよ」

　第四軍がそうだったので、これはレジスの実体験だった。

　練度の低さを突かれて、傭よう兵へい王おうギルベルトに本陣まで突撃されてしまったことがある。

　あのときは、アルティーナが一騎打ちで勝ってくれたから助かったが……

　ラトレイユがため息をついた。

「帝国第一軍は練度が高い。それゆえ、俺は練度の低い部隊の弱点というものに疎うとかったようだな」

　移動や方向転換ができて当然だと思っているから、そこを突く策が出なかったわけだ。

　レジスは好きで練度の低い部隊を指揮したわけではないが、どんな経験でも役立つものだ。

「……うまくいって、よかったです」

「ふむ、経験豊富な軍師らしい見事な策だな」

「え？　あ、なるほど……えっと、ありがとうございます」

　経験豊富などと評されて驚いてしまった。

　しかし言われてみると、今回の策はレジスの実体験から考えついたものであり、なにかの本に書かれていたものではなかった。もちろん同じような策が書かれた本は無数に覚えがある。この程度の策が登場する物語を数えたら両手の指では足りない。

　しかし、たしかに今回のレジスは自分の体験から策を打った。

　軍師としての経験がなければ、別の作戦を提案したかもしれないし、なにも思いつけなかったかもしれない。

　──慣れてきたのかな？

　主あるじが下馬しているのに自分だけ馬上にいるわけにはいかない──とジェルマンも地面に下りてきた。

「敵軍は建て直したようです。戦線は膠こう着ちやくしておりますな」

「もともと敵のほうが数が多いのだ。拮きつ抗こうしておるなら、上々であろう」

「はい！　レジス殿は流石の一手でした！」

　ジェルマンが手放しで褒ほめる。少しくすぐったいくらいだった。

　レジスは川に目を向ける。

「……だいぶ減ってきましたね……水」

「ふむ、敵方に気付かれた様子はないか？」

　ジェルマンが目を細めて、要塞を睨む。

「うーむ、今のところは反応がありませんな。気付いていないのではないかと」

　レジスは懐中時計を出した。

　まだ十五時にもなっていない。

「……あと一時間くらいは欲しいですね」

「ふむ、戦線は膠着しておるが……落ち着いているだけに、注意を引くには足りぬか。あと一手を打ちたいところだ」

　その一手が、思わぬ方向から打たれることになる。
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　東の山の奥から、四筋の煙があがった。

　白と黒と紫と赤だ。

　ラトレイユがいぶかしむ。

「敵の狼煙か？　しかし、あんな山奥から？」

　ジェルマンが「偵察、すぐに行け！」と指示を飛ばした。

　レジスは首をかしげた。

　狼煙というのは、本陣からあげて、前線の部隊に情報を伝えるものだ。

　あるいは、見張りが本陣への報告に使ったりする。

　しかし、あの東の山の中で狼煙をあげることに、なんの意味があるのか。

　少なくとも帝国軍は配置していない。

　敵の伏兵だとすれば、自ら存在を明かすはずがないし、そもそもあの位置に兵を置く価値はなかった。

「……三つめの本陣かな？」

「なんだと!?」

　レジスのつぶやきに、すぐ横にいたラトレイユが反応した。

「……あ……まぁ、ありえない可能性を消していくと、やはり〝本陣からの命令〟だと考えるのが妥だ当とうかと」

　狼煙ではない可能性もあるが、偶然で四色の煙があがったとは考えにくい。しかも、このタイミングで。

「レジス殿は、あの山中に本陣を置く軍隊があると言うのだな？　そこからの狼煙だと……しかし命令を受ける部隊はどこにいる？　それが問題だ。まさか我が軍の背後ということはあるまいな？」

「背後を取っているとすれば、警戒されるような真ま似ねはしないでしょう」

「たしかにな」

「それに、索敵は充分に広げています。たとえ背後から新手が現れたとしても、対応できると思われます」

「ふむ……工作隊はどうか？」

「攻撃を受けたら報告が来るはずです。今のところ、定時報告も滞りありませんし、無事かと」

「なんのための命令で、どこにいる部隊が受けたというのだ……？」

　不気味だった。




「敵軍、一部が離脱します！」




　ジェルマンが指をさして、叫んだ。

　レジスもラトレイユも戦場に視線を向ける。

　敵軍の中央部隊の一部だった。するすると抜けていく。

　ただでさえ、戦っている最中に味方に抜けられるのは厳しいものだ。そのうえ、抜けた部隊は実力者揃いだったのだろう、すぐに影響が現れた。

　まるで柱を外された建物のように崩れる。

　敵軍の中央が潰れて、帝国軍の兵士たちが押しこむ。

　ラトレイユが腕組みした。

「なるほど、先ほどの狼煙は、これであったか」

「造反というわけですかな？　離脱した兵の装備からすると、おそらく傭兵の一団だと思われますが……」

「傭兵か。負け戦で傭兵が逃げ出すのは、よくあることだが……」

「妙な話ですな？」

「うむ……妙だ。相手が決定的に不利とは言えなかった。要塞があることを思えば、まだ勝ち戦であろう。勝ち戦なら傭兵には褒賞が出る。逆に途中で抜ければ、評判は地に落ちる。陣から抜けるにしても、この一戦が決着してから、というのが普通だ」

　レジスは独り言のように言う。

「……あるいは……こちらの作戦に気付いた者がいる？」

「なに!?」

「……どこまで作戦に気付いたのかはわかりませんけど……この戦いにおいて帝国軍が勝利する、というか〝このままだと自分たちが全滅させられる〟と考えたのかもしれません。そうでなければ、こんなときに傭兵団が抜けるというのは不自然すぎます」

　あまりに評判が悪くなる。下手をすれば廃業だ。

　ラトレイユが首をかしげた。

「レジス殿は、狼煙をあげたのは傭兵団の指揮官だと考えておるのだな？」

「……想像でしかありませんけど」

　ジェルマンが「いずれにせよ、偵察が狼煙の場所に向かっております」と言うが、それは楽天的すぎた。

「……狼煙が傭兵団への撤退命令だったとすると、あげた場所に集合したりはしないでしょう。両軍に位置がバレてるわけですから」

「むむむ……」

　レジスは戦況を見て提言する。

「総督、深追いしないように命令を」

「それは戦う前にも命じておいたのだが……一部、統制が取れておらんようだな。ハイブリタニア軍の悪辣な手に、何度となくやられておるからな」

　そういえば、第一軍は本陣に奇襲を受けたり、人間入りの火薬樽で自爆されたり、と手酷い目に遭っている。

　今回も捕虜にした市民を盾に取るなどという非道な策で、大勢の仲間を失っていた。

　兵たちが普段以上に闘争心を掻きたてられているのは当然か。

　このまま勝てるならば、さほど問題ないが……

「……総督、敵に増援があると思われます。すぐ部隊を整えてください」

「なに!?」

　ラトレイユが遠くに目を凝らす。

　しかし増援など見つけられなかった。

　ジェルマンが首をかしげる。

「レジス殿、どこから敵が現れるのでしょうか？　要塞からですか？」

「いえ、敵軍が引いてく方向が変なんです。要塞ではなく、ただ下がっている」

「それだけ統制を失っているのではありませんか？」

「ジェルマン卿、兵たちが勝手に逃げるときは近くの安全な場所へ……つまり普通は要塞に逃げこもうとするものです」

「しかし増援が現れたわけでもないのに、手た綱づなを引くような命令をしては、臆おく病びようの誹そしりを受けますぞ」

　ジェルマンが窘たしなめるように言った。

　このパターンは知っている。レジスの提案は却下されるだろう。

　今までなら引き下がっていた。

　──ダメだ！　そんな気弱なことでは、また同じ失敗を繰りかえすぞ、僕は！

　レジスは諦あきらめなかった。

「考え直してください。増援が現れてからでは遅いんです」

「しかし、レジス殿……」

　二人のやり取りを聞いていたラトレイユが、伝令を呼びつける。




「敵に増援の気配がある！　追撃をやめ、反攻に備えさせよ！」




「ッ!?　ラトレイユ様……!?」

　ジェルマンが少なからずショックを受けたような顔をした。自分の言葉よりも、レジスの提案を採ったからだろう。

　これで、敵の増援がなかったら、レジスの立場が悪くなるどころではないが……

　残念ながら、悪い予想が当たってしまった。

　北側──

　川の下流、ランゴバルト王国の方向から、敵軍が現れる。

　土煙をあげて騎兵が突撃してきた。

　ラトレイユが舌打ちする。

「ランゴバルトの増援か。これもあって、連中は要塞を出て平原での戦いを挑んできたのだな」

　傭兵団が抜けたことで総崩れになっていた敵軍だったが、帝国軍が追撃しなかったために、建て直しつつある。

　レジスは、もう受けに回らなかった。

「総督、部隊を右回りに移動させてください」

「なにを……」

　問いかけたジェルマンが口をつぐんだ。レジスの用兵を邪魔するまい、と自重したのだろう。

　ラトレイユがうなずく。

「よかろう、残りの時間は任せよう」

　本命の作戦を決行するまで、先ほどレジスが〝あと一時間くらい欲しい〟と言ってから、もう三○分が経過していた。

　残る時間は、部隊の采さい配はいを任せるという。

　レジスは掌てのひらに滲にじんだ汗を握りしめた。

「……はい」

　とうとう、自分が帝国第一軍の指揮を執とることになったか。責任重大だ。

　今さら、自信がないので、と辞退するわけにはいかない。

　レジスは次々と命令を出す。




「白兎騎士団は右回りに反転するよう。大外を他の部隊とは逆に左回りで、一番最初の左翼の位置に戻ること」

「敵軍の右翼が方向転換で乱れる。歩兵第十二番隊は敵右翼に突撃。ただし敵陣に入らず、すぐ撤退するように」

「白兎騎士団も連続して突撃。歩兵の撤退を支援せよ。崩れた敵右翼へは、増援の騎兵が来る。両部隊は速やかに撤退せよ」

「その騎兵が抜けた敵左翼の側面に、白びやつ虎こ騎士団が突撃。同時に歩兵一番から三番も突撃」

「敵将は両翼を放って中央部隊による突撃をかけてくる。歩兵四から十番は右回りを続行、十一番から十八番は左回りで戻って敵軍を避けよ──突出した敵主力を夾撃。ただし無理に押しこまないように。突破させてもいい。どうせ時間切れだからね」




　広い戦場において、いくら第一軍が精鋭とはいえ、伝令が辿り着くまでに五分以上はかかる。

　これだけ複雑な命令となると、狼煙では指示できなかった。

　ラトレイユやジェルマンだけでなく、命令を受けた伝令ですら首をかしげる。なにせレジスの出した命令は、目の前の戦況に全くそぐわないものばかりだった。

　さすがに止められるかと思ったが……

　ラトレイユは黙って認めてくれた。
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　ハイブリタニア王国軍とランゴバルト王国軍の混成部隊──

　要塞から出て指揮を執っているのは、ランゴバルト王国の新国王パオル・ラングシュルツだった。

　歳は二○代半ばで、精せい悍かんな顔つきだが、まだ若い。

　パオルはハイブリタニア王国の新女王──マーガレット・スティルアートに惚ほれこんでいた。

　今回は彼女が〝また籠もっているだけなんて退屈だわぁ〟と言ったから、要塞から出て平原での戦いに臨のぞんだ。

　言いながらドレスの裾すそを持ちあげて太ふと股ももを見せつけたことは、全く関係ない──少なくともパオル自身は関係ないと思っている。

「おおお！　待ちかねたぞ！　ようやく来てくれたか、リックス！」

　援軍に来た騎士団に片手を掲げた。

　周りの兵たちも歓声をあげる。

　相手の騎士団の動きへ対応が遅れたり、傭兵が逃げたりして落ちていた士気がどうにか回復する。

「よし、ここからだ！　ガリアンどもを一掃するぞ！　小銃隊を前へ！」

　パオルは規則に厳格で堅物だったが、新しい技術を受け入れる度量を持ち合わせていた。

　ハイブリタニア軍の新式小銃も、もう戦術に取り入れている。

　ベルガリア帝国には、それほど高性能な小銃はない。

　獣のように突撃してくるしかないはず。

　小銃で突撃部隊を削り、増援の騎兵で側面を突けば崩せる──そう考えていた。

　パオルは常に正しい判断をする。より損害が少なく戦果が大きいであろう手を的確に打つ。

　その王が表情を曇くもらせた。

「なんだ!?」

　敵の部隊が左へ動く。

　──突撃してくるんじゃないのか？

　帝国軍が右回りに戦場を迂回する。

「ふん、側面に回りこむ気か。小こ癪しやくな！」

　先ほど、同じような手で左側面を突かれ、中央部隊との連係不足から左翼が崩壊した。

　パオルは命令する。

「リックスに伝令しろ！　左翼を支援せよ！」

　増援の騎士団は、ハイブリタニア王国軍の練度の低い兵士たちとは違う。ベルガリア帝国の騎士団とも互角に戦える。

　さらに、相手に合わせて小銃隊の位置も変える。こちらは動きが重いものの、平地での配置変更だけだ。帝国軍は戦場を大きく回り、しかも斜面を駆けていた。

　──対応できる。

「むっ!?」

「パオル様！　帝国の騎士団が、逆方向へ！」

「見れば、わかる！」

　掲げている旗を見れば、白兎騎士団だった。もともと敵の左翼にいた部隊だ。

　──くそっ、右へ左へチョコマカと！

「右翼の部隊に対応させろ！　小銃隊を戻せ！」

　命令は速やかに伝えられた。

　しかし、鉄の塊である小銃に加えて、大きな盾を持った小銃隊は、普通の歩兵よりも動きが重い。

　そのうえ〝左へ配置変更〟で走らされた直後に〝右へ戻れ〟という命令である。

　戻る、という行為は心理的な消しよう耗もうが激しい。

　ただでさえ肉体的な疲労が溜まっているところへ、こんな指揮をされれば、さらに動きが鈍るものだ。彼らは駆けるのが得意な馬ではなく、不平を口にする人間なのだから。

　パオルの副官が悲鳴のような声をあげる。

「敵、歩兵が突撃してきます！」

「なんだと!?　このタイミングでか！」

　こちらの右翼の隊列が乱れるのを知っていたかのように、帝国の歩兵の一部が距離を詰めてきた。

　──読まれたか。余が白兎騎士団に合わせて小銃隊を戻すことも、そのときに隊列が乱れることまでも。

「ふんっ、甘いな！　それくらいで崩れはせんぞ！　リックスを右翼に回せ！」

　本国から精鋭の騎士団を呼んだのは正解だった。

　ベルガリア帝国の騎士団は速くて強い。そいつに戦場を走り回られると、練度の低いハイブリタニア軍の小銃隊は対応に苦慮する。

　しかし、リックスの騎士団がフォローすれば大きな問題はない。

　歩兵同士の戦いであれば、小銃の力で自軍が勝る。

　──勝てる!!

　パオルは夢想した、ハイブリタニア女王に勝利を報せる自分の姿を。

　ところが、戦いの怒号は予想外のところからあがる。

　リックスの騎士団を向けた右翼ではなく、抜けた左翼に敵軍の右翼が突撃してきたのだ。

　──まさか余が増援を右翼に回すことまで読まれていたのか!?

　こちらの動きを見てから命令したのでは、こんなに素早い仕掛けはできない。

　馬上の指揮官が相手の隙を見つけたとしても、突撃の命令が兵たちに伝わるまでに、それなりに時間がかかる。

　パオルが命令を出す前に、もう敵の指揮官は命令を出していたはずだ。

「いや、そんな馬鹿な……」

　策を先読みするだけではない。そのタイミングまで正しく予測しなければならなかった。

「……ありえない。たんなる偶然だ」

　とはいえ、現実に左翼は帝国軍の攻撃を受けている。増援の騎士団を外したせいで、崩壊の危機にあった。

「くっ……余はランゴバルト王パオル・ラングシュルツ！　突撃だ！　敵は両翼に攻勢を強め、中央が薄くなっている！　敵の中央部隊を壊滅させるッ！」

　長剣を抜き放ち、真っ直ぐに突き出した。

　ひるみつつあった周りの兵たちが雄叫びをあげる。

　伝令が命令を広め、ラッパが鳴らされ、突撃がはじまった。

「うおおおおおお──ッ!!　突撃フオーア・シユトース────────────ッ!!」

　目の前の敵が、まるで打ち合わせていたかのように左右に開いていく。

　ほとんど無傷の敵に側面を取られた。

　これも、こちらの突撃命令と同じタイミングで、移動を命じていなければ不可能なことだ。

　パオルの顔が引きつる。

「ううぅ……あ、ありえぬぅぅぅ……ありえぬぞ！」

「陛下！　両側から夾撃されています！」

「わかっておるわッ!!」

　先ほどから、状況に応じて的確だと思える策を打っている。しかし、ほぼ同時に逆手に取る命令が敵軍に出されている様子だった。

　悪夢だ。

　突撃する主力部隊の横腹をえぐられた。

　次々と兵が倒れていく。

　しかも、こちらは攻撃する相手を失っていた。兵たちは〝突撃命令が出たからには敵が正面にいるはず〟と考えている。

　大勢で隊列を組んでいる兵たちには、馬上の指揮官のように周りを見ることができない。彼らは目を閉じているようなものだった。ひたすら命令に従って行動するしかない。

　パオルはうめく。

「ぐううぅ……なぜ突撃まで読まれたのだ……!?」

　結局、小銃隊が狙いを定めて斉射する機会は一度も作れなかった。

　敵がいるであろう、と戦力を向けた先はことごとく外された。帝国騎兵の速さと動きで翻弄された。

　そして、まるで自分から差し出すように、帝国軍の攻めてくるところを薄くしたり、側面を晒さらしたりしてしまった。

　──なんだこれは？　余の頭の中を覗のぞかれているかのようではないか？

「ううぅ……帝国軍の指揮官……新皇帝との噂を聞いていたが、これほどとは……」

　あるいは、尋常ならざる軍師がいるのか。

　幕僚が尋ねてくる。

「陛下、いかがしますか!?　こちらの損害が大きく、これ以上の戦いは利するところが少ないかと存じます！」

「馬鹿な！　引けと言うのか!?　相手より多くの兵を並べて、ハイブリタニアの新式小銃まで使いながら、無様に手玉に取られて逃げ帰れと言うのか!?」

「し、しかし……」

「この戦は、近隣諸国の注目を集めているのだぞ!?　貴様はランゴバルトの名誉を地に落としたいのか!?　臆病風に吹かれおって！」

「いえ！　も、申し訳ございません！」

　パオルは若くて気の合う若い将官たちを幕僚としていた。それゆえに結束は固かったが、豊富な経験から引き際を教えてくれる老兵はいなかった。
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「い、いったい……なにが起きたというのですか……？」

　ジェルマンが敵将以上に驚きよう愕がくしていた。

　ラトレイユも目を見開いている。

「なぜだ？　なぜ、こうも敵の動きを予見できた？　まさか異い名みようだけでなく本当に……〝魔法使い〟だとでもいうのか？」

　レジスは頭を掻かいた。

「いえいえ……えっと……旗からして、相手の指揮官はランゴバルト王のようですよね？」

「そのようだな」

　敵軍の中央に、ランゴバルト王の旗があるのを見つけていた。

　しかし、指揮官としての器量は不明だ。ベルガリア帝国軍との交戦記録は多くない。

　軍師を連れているかもしれない。

「……まぁ、王だろうと副官だろうと誰が作戦を考えててもいいんですが……相手の指揮官は戦術の基本に忠実で、よく学ぶタイプで、伝令の練度が高いのがわかったので、動きが予想しやすかったんです」

「む？　相手の指揮官の性格だと？　なぜわかる？」

「……んー……敵の援軍が現れる前──左翼から白兎騎士団を右翼のさらに右側に移動させて、相手の左翼を突きました」

「うむ」

「その対応と、建て直したあとの布ふ陣じんから見て……ランゴバルト王は……あるいは彼の軍師かもしれませんが──基本に忠実で、失敗を強く反省するタイプだとわかりました。伝令兵の練度も摑めました」

「言われてみれば、わかるかもしれぬ……しかし、それらの特徴は、悪いことではないように思えるが？」

「……動きが読めるのは、良い特徴とは言えませんね。敵軍の指揮官は、白兎騎士団にやられた印象が強い。だから、最も頼れる部隊で対応します。すなわち増援に来たばかりで無傷の騎兵団を向かわせるに違いありません」

「それは予想できるな」

　ラトレイユがうなずいた。

　レジスは説明を続ける。

「……そのせいで、騎兵がいることを前提に再配置された左翼が乱れます」

「タイミングはどうしてわかった？」

「最初の命令の繰り返しですからね。白兎騎士団が迂回命令にどれだけの速さで応じられるか、敵軍が対応するまでにどれだけ時間がかかるか。一度、見ていますから」

「全く同じように行われるものか？」

「……一人や二人がやっていることだと、けっこうズレます。でも大勢でやることって、意外と変わらないものなんですよ」

　釈然としない顔をしつつも、ラトレイユは否定する具体例に覚えがなかったようだ。質問を変える。

「あちらの左翼が勝手に乱れた理由はわかった。では、どうして敵の中央は突破に出たのだ？　左翼の支援ではなく」

「ああ、それは〝強く反省した〟結果です。最初に対応が遅れて左翼が崩された。次は右翼のフォローに最速の騎士団を向かわせたけど、そのせいでまたも左翼が崩された。そうなったら、もう繰りかえしませんよ。同じように〝別の部隊でフォローする〟なんて対応は選ぶはずがないんです」

　ラトレイユが考えこむ。

「それは理屈だがな。先ほどレジス殿が言った〝一人がやっていること〟ではないか？　敵将が気まぐれを起こさぬと、なぜ言い切れる？」

「はい……そのときは、突撃に備えた動きがムダになるだけです。ジャンケンピエル・パピエ・シゾーで喩たとえれば、相手はグーかパーしか出せないような状況です。こっちはパーを出すだけですよ。悪くても相子マチニユルです」

　そこまで理解したうえで、帝国軍の動きを逆手に取るような策を打てる指揮官なら、もっと前に別の対応をしているだろう。

　レジスは肩をすくめた。




「まぁ……はっきり言ってしまえば、相手の指揮官は素直すぎた、ということです」




　聞いていたラトレイユとジェルマンが、なんともいえない顔をした。

　レジスは少し焦る。成功したあとで作戦について説明すると、アルティーナやジェロームなどは喜ぶか感心してくれる。それらとは違う反応だった。

　──驚き？　ちょっと違うかな？

　実のところ、二人が抱いた感情は〝畏い怖ふ〟だったが、相変わらず自己評価が低いレジスが気付くことはなかった。

　思い出したようにレジスは時計に視線を落とす。

「……ちょっと予定とは違ってしまいましたが……時間ですね」

　設計どおりだ。上流を堰せき止めたことで、川は様相を変えていた。水がほとんどなくなっている。

　当然、グレボヴァール市を囲む堀も。

　そして、水路の入口も水がなくなって、露出していた。

　ヴァレイズ三等武官のような長時間の潜水ができずとも、もう問題ない。




　製鉄街を囲む城壁に、いくつも人が通れる大きさの穴が開いた。










　十六時──

　山の稜りよう線せんに太陽が近付いていた。まだ空は明るいが、もう山の影が街の周囲を覆おおい、薄暗くなっていた。




　数日前から水が減っている──そう語る者がいた。

　捕虜になった市民はかなり劣悪な生活を強いられている。大半の者たちは水路の水量どころではなかった。明日の命も定かではない。




「マジで！　水が！　消えやがった！」




　建物の二階に隠れ、窓から様子を窺うかがっていた者──

　スキンヘッドに眼帯で頰ほおに刀傷という、野盗の親玉にしか見えない容姿の大男が叫び声をあげた。

　これが製鉄協会の会長だ。

　捕虜にされた市民たちの取りまとめをしている者だった。

　その隣で、ヴァレイズがうなずく。

「言っただろう、この作戦は総そう督とくアレン・ドウ・ラトレイユ様から直々に命じられた、軍師レジス・ドゥ・オーリックの考えたものだ。これ以上に間違いのない作戦は帝国軍に存在しない」

「うおおお──ッ!!　兵隊さんの話、マジだったぜ！　オイッ、野郎どもォ！　行け！　行けッ！」

　会長が指示を飛ばした。

　足の速さに自信のある連中が、建物から飛び出す。

　遅い者が先に行くと全体が遅くなるというのも理由だが、彼らは斥せつ候こうでもあった。

　例えば、この作戦が敵軍に気付かれていたら、水路の出口を銃口が狙っている可能性がある。

　──気付かれていないのか？

　そればかりは、ヴァレイズにも確信が持てなかった。

　足の速さだけなら、当然、自信がある。しかし、もっと重要な任務のため、彼は会長と共に逃げる人々を見守る側にいた。

　皆が祈る。

　──どうか敵軍が気付いていませんように。

　銃声！

　城壁の上で発砲炎が光った。薄闇のなか、命を奪う赤い光が広がった。

「ダメだったの!?」

　悲鳴のような声をあげたのはフェルだ。

　しかし、会長が否定する。

「いや！　ありゃあ、いつもの水路の見張りだ！　一発二発で当たるもんじゃねえ！　みんな、今しかねえ！　行け！　逃げろ！　逃げろ！　逃げられるぞ！　行け！　行け！　走るんだ！」

「「「うおおおおおおおおお！」」」

　雄お叫たけびをあげ、建物の陰に隠れていた大勢の市民たちが、一斉に飛び出した。

　まずは男だけの一団だ。

　速い。

　続いて、女や、女を連れた男たち。

　最後に子供を連れていたり、どうしても荷物を背負って行くという連中だった。

　本当は順番を逆にしてやりたいくらいだったが、それでは全滅しかねない。

　それに、命が懸かっている──遅い前の者を押し倒してでも急ごうとする者がいるのも事実だった。

　ハイブリタニア軍の見張りによる銃撃よりも、転んで後続に踏み殺される者のほうが圧倒的に多かった。

　水量がなくなったとはいえ、水路は濡ぬれているうえに泥どろが溜たまっており、滑すべりやすい。

　転倒する者が大勢いた。

　それでも、死んだ者より何倍も多くの捕虜たちが、空堀となった水路から街の外へと出る。




　水路のある通路に面した建物の二階──

　製鉄協会の会長が荷物を背負った。

「そろそろ俺も行くとするか」

「……まだ終わっていないが、ここまでは成功しつつある。大多数の捕虜を救出できたのは、貴方のお陰だ。協力に感謝する」

「馬鹿を言え。兵隊さんがこの情報を届けてくれなかったら、俺たちは水路が枯れたことに気付きもしなかっただろうぜ？　あるいは、気付いてもアホ面して眺めてたかもしれねえ」

「俺は任務をこなしただけだ」

「だから、感謝してんのさ、皆がな。なぁ、本当にいいのか？」

「これも任務のうちだ」

「そうかよ。死ぬんじゃねえぜ、兵隊さん！」

「……無論だ。見事な槍やりを貸してもらい、感謝する」

　ヴァレイズの手には、漆しつ黒こくに塗られた槍があった。穂ほ先さきだけが銀色に輝いている。

　新鉄鋼の槍だ。

「フッ、隠しておいた甲か斐いがあったぜ」

　会長が唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。それは獲物を仕留めた野盗の親玉にしか見えない笑みだった。

　彼が階段へと走って行く。

　待っていた部下たちと建物を出た。

　ヴァレイズの袖が引っぱられる。フェルだった。

「まだ行かないの？」

「君こそ、早く行くべきだ。女や子供たちと一緒に出ればよかったのに」

「あんたを残して行けるわけないじゃん。手伝うって約束したんだからさ？」

「馬鹿な……もう作戦は……」

「まだ終わってないって、さっきヴァレイズが言ってたよね」

　にっこり、とフェルが笑う。それは子供ながら美しいとさえ感じられた。昔、どこかで見たことがあるような懐かしい笑み。

　不思議とヴァレイズは強引に彼女を先に行かせようと思わなかった。

　むしろ、ずっと横にいてくれることが心強い。

「……仕方がないやつだ。君自身が生き残ることを最優先に考えろ。できれば俺から離れるな」

「うん！」

　大通りを馬ば蹄ていの地響きが近付いてくる。

　予想どおり──捕虜が逃げたことに気付いて、製鉄街のなかに配置されていた騎兵がやってきた。

　多くはないが、こいつが逃げる捕虜たちに追いついたら、大勢が殺される。

　──放ってはおけん！

　追いかける騎兵は、全部で八騎ほどだった。

　一番後ろを走るヤツに狙いを定める。

「フェル、目と口を閉じていろ。動くな」

「えっ？」

　ヴァレイズは彼女の腰を、左腕で抱えこむ。

　そして、二階の窓の縁に足をかけた。

「行くぞ！」

「～～～～～～～～～～～～～ッ!?」

　彼女は自分の口を両手で押さえ、悲鳴をあげるのを我慢した。




　ヴァレイズは建物の窓から身を躍らせる。




「セッ!!」

　空中で身を捻り、四二Paパルム（三一一㎝）もある馬ば上じよう槍そうで突きを放った。

　暗闇のなかだったが、しっかりと騎兵の喉を貫く。相手を突き落とす。そして、空になった馬の背に食らいついた。

　両手が塞がっていたので、両足で馬の胴を挟みこむ。

　馬がいななき、倒れかける！

　どうにか上体を使って、バランスを保った。

「こらえろ！　こらえろ！」

「あわわ……」

「フェル、鬣たてがみを摑んでいろ！」

　ヴァレイズは右手に槍を持ち、左手に抱えていたフェルを馬の背──自分の前に座らせた。馬の首に抱きつかせる。

　ようやく空いた左手で、手た綱づなを摑んだ。よたよたと倒れかけていた馬のバランスを取り戻す。

「──よし！」

　馬の腹を蹴った。追いかける騎兵たちから遅れてしまったから、急いで前に追いつかなくては。

　一団の最後尾を走っていたが、兵はともかく馬は悪いものではなかった。

　ヴァレイズは馬の扱いにも長たけている。

　──そもそも、ハイブリタニア王国軍の騎兵よりも下手な者など、帝国第一軍にはいないがな！

　気持ちよく走らせてやると、馬は飛ぶように駆けた。

「いい子だ！」

　追いついた。

　ハイブリタニア軍の騎兵たちは階段を使って慎重に水路へと下りている最中だった。

　騎兵の一人が振り返る。

「おっ、ようやく来たか！　遅い──」

　最後の「ぞ！」という音を発したのは、飛んだ首だった。

　ヴァレイズは水路へと馬を飛びこませる。

　人馬一体となれば、泥の溜まった底に着地しようと、姿勢を崩すことはない。

　槍を旋回させる。

　製鉄協会の会長が命懸けで隠し持っていただけのことはあった。触れただけで敵兵の首が飛ぶ。

　数多あまたの武器を使った経験のあるヴァレイズだが、これほどの業わざ物ものを手にするのは初めてだった。そんな場合ではないが、感動してしまう。

　捕虜を追撃しようとしていた騎兵たちは、自分たちを追撃する者の存在を考えていなかった。

　一瞬にして三騎が絶命する。

　しかし先行していた四騎はもう水路の先に進んだようだ。

「無事か、フェル!?」

「あたしのこと、気にしないで！　やっつけて！」

「よし！」

　ヴァレイズは馬を疾しつ駆くさせる。
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　泥のなかを捕虜たちが逃げる。

　川だった場所から、すっかり水がなくなっていた。

　──本当に、まるで魔法だ。

　作戦の詳細を聞かされていたヴァレイズですら、驚きに目を見張った。




　製鉄街の城壁のうえから、ハイブリタニア兵が小銃を撃ってくる。

　そう多くないが、逃げていく市民たちが密集しているぶん、撃てば誰かに当たるようだった。

　そして、市民に騎兵が追いすがり、手にした槍で次々に殺していく。

「おりゃあああ！　ガリアンめが！　逃げるばかりか！」

「きゃあッ！」

「グハァ！」

　荷物を持っていたり、子供を抱えていたりする市民たちだ。騎兵の槍に対抗できるはずがない。

　騎兵たちは考えもしなかった。背後から、この戦場で最も危険な存在が迫っているなどと。

「うおおおおおおおお──────ッ!!」

　戦いは一瞬だった。

　いや、戦いとすら呼べかった。一呼吸するうちに市民たちを殺しまくっていた三騎は命を失う。

「ヒィィィ──!?」

　残る一騎が、川底から斜面を登って逃げだした。

　──今は市民を守ることを優先すべきか。

「むっ!?」

　ヴァレイズは馬蹄の音を聞きつけた。

　水のなくなった川へと、多くの騎兵が下りてくる。

　思わず舌打ちした。

「ランゴバルト兵か！」

　槍を構える。

　現れたのは──二○騎までは数えた。その五倍はいるか。

　おおよそ一○○騎が、逃げる市民たちに迫ってくる。

　今、この場で戦う力を持っているのは、ヴァレイズだけだった。

　──勝てる数ではない。

　覚悟が決まる。

　この五日間、ずっと緊張が続いていた。その糸が、ふっと切れる。

「……ここまでか……死に場所としては悪くない」




「なに、諦あきらめてんの！　ヴァレイズ、生きなきゃダメだよ！」




「フェル!?　たしかに、君を巻きこんでしまったことは申し訳ないが……」

「約束したでしょ！　あたしを助けて、あいつらをやっつけてくれるって！　あたしを助けて！　そんで、そんで……ヴァレイズも死んじゃダメだよ！」

　もしかして、こんな状況になると予想して、この子はついてきたのか？　市民の盾になると考えて？　俺が自ら捨て石になることを防ぐために？

　普通に考えたら、生き延びるためには逃げるしか手はなかった。そういう状況だ。

　重い馬上槍を捨てて、市民を追い越して逃げれば、自分たちは助かるだろう。

　──しかし、そんな愚ぐ劣れつな策はフェルも望まないはず。

　ヴァレイズは槍を握りしめる。

「すまない。俺としたことが……無論、君を助ける。そして俺も生き残る。まだ敵を殲せん滅めつしていないからな」

「うん！　あ、あの……ヴァレイズ」

「まだ何か？」

「が、がんばってね！」

「……無論だ！」

　突っこんでくるのは一○○騎以上──

　ヴァレイズは馬を走らせる。

　槍を構えた。

「俺はベルガリア帝国第一軍のジャン・ユリス・ドゥ・ヴァレイズ三等武官だ！　ここを通すわけにはいかん！」




　一○騎までは倒した相手を数えていた。




　脇腹を抉えぐられ、頭に一撃をくらって、しばらく意識が飛んだ。

　何度も諦めかけた。

　しかし、視界にフェルの姿が入るたびに自分でもわからない感情が湧わきあがり、身体が突き動かされる。

「くうおおおおおおお────ッ!!」

　さらに一騎を突きで倒した。

　怒ど鳴なり声が響く。

「ええい！　たかが一騎相手に何をしている！　囲んで、四方から突け！」

「リックス様、危険です！　お下がりください！」

　全身鎧を黄色に塗った騎士だ。

　──騎士団長か？　あいつを倒せば！

　指揮官を失った部隊は、撤退する可能性が高い。副官の器量にもよるが……

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの馬に、あと一駆けを頼む。

　そして、馬の首にしがみついている女の子の、小さな背中に触れた。

「……ハァ……ハァ……フェル……生きてるか？　あと少しだ……我慢しろ」

　返事はない。

　あまりに激しい戦いを間近にして、気絶したか？

　不安になるが、ヴァレイズの手には彼女の体温が感じられた。

　──生きている。

　この女の子を守りきるのが、今の自分の存在理由だ。そう思えた。

　ずっと、自分には任務しかなかった。これまでに経験のない高揚感がある。

「行けッ!!」

　馬の腹を蹴った。

　リックスと呼ばれた男に向け、突撃をかける。

　相手が唇を歪めた。

「ククク……窮きゆうした相手の動きほど読みやすいものはないな」

「なッ!?」

「追い詰められているところに、敵の指揮官が出てきたら、こちらへ突撃をかけてくるだろうとも。それしかないものなァ！」

　釣られたのか。

　待ち構えていた騎兵が、槍を突き出してくる。しかも狙いは、馬だ。

　名も知らぬ馬だった。

　しかし、ヴァレイズが乗ったなかで最も勇敢に戦ってくれた馬だった。

　悲鳴をあげ、泡を吹いて倒れこむ。その胴体には三本もの槍を受けていた。

　ヴァレイズたちは地面に放り出される。

　泥が飛び散った。

　槍を手にして立ちあがるが、もう足腰が震えるほど限界にきていた。

「フェル、無事か!?」

「ううぅ……ん……ねぇ……」

「ッ!?」

　彼女は細いお腹を押さえて泥のなかに転がっている。

　赤い。

　真っ赤な血。

　フェルの赤色の血が……

　べったりと彼女の服の腹部を濡らしていた。

　槍か？　銃か？　いつ受けた!?　気付かないとは！

　戦いの最中、何度か意識が飛ぶような状況があった。そのとき、守ることができなかったのか!?

「……あの……ね……おね、がい……ヴァレイズは……死なないで……」

「なに、言ってる。そんな……そんなのは……フェル、ダメだ！　死ぬな！　許可しないぞ！　死ぬな！」

　視界が歪む。

　泣いているのだという自覚もないままに。




　ヴァレイズは考えたことがあった。何度も考えたことがあった。〝自分が死ぬ瞬間〟というものを。

　戦場で矢を受けて？　一騎打ちで遅れを取って？　戦場で病気になって倒れるというのは嫌だが、ありえる話だ。

　想像した中には、なかった。

　血まみれの女の子を抱きしめて、敵前にもかかわらず泣き崩れてしまって動けない。こんな最期なんて。

「フェル！　死ぬな！　死ぬな！　死なないで……くれ……頼む……」

　なぜ、こんなにも、この女の子の存在が自分にとって大きくなったのか。その理由はわからない。

　ヴァレイズには説明ができなかった。

　ただ感情が溢あふれて止まらない。フェルが死んでしまうと思うと、もう槍を持つことさえできなかった。















　リックスが命じる。

「さっさと殺せ！」

　ランゴバルト騎兵が槍を構えた。

　何本もの槍が、ヴァレイズ目がけて──




「そおらぁぁぁぁぁらああああああああぁぁぁぁ──────ッ!!」

　馬蹄の響きが、水のなくなった川へと飛びこんでくる。

　その数、八○○騎！

　先頭を駆けるのは白はく兎と騎士団を指揮する若き騎士団長バッテレンだった。

「とぅらあああぁぁぁッ!!　ランゴバルトの犬どもを蹴散らせ！」

「なっ!?　引け！」

　リックスが慌てて馬の向きを変える。

　泥を蹴りあげた。

「遅いッ！」

　バッテレンが槍を投げつける。護衛の騎兵の間を抜いて、それはリックスの背中から、胸までを貫いた。

「ゴボァッ!?」

「あああ、リックス様!?」

　指揮官が討たれ、騎士団が大混乱に陥る。

　ランゴバルト騎兵は決して弱くなかったが、指揮官を失ったうえ、捕虜の追撃のはずが、何倍ものベルガリア騎兵に逆に追われる状況となり、早々に潰かい走そう状態となった。




　ヴァレイズはフェルを抱きしめたまま震えていた。

　もう立ちあがる力もない。

　ただ泣くばかりだ。

　その横に、栗毛の馬がやってきた。

「おい、貴様……その軍服からすると、ハイブリタニア兵なのか？」

　バッテレンが尋たずねたのは、彼がベルガリア人と思われる子供を抱きしめ、泣いているからだった。

　ヴァレイズは泣きはらした顔をあげる。

「た……たすけて……ください……ふぇるが……」

「ん？　まさか、ヴァレイズか!?　貴様、なにがあった!?」

　バッテレンの知っているヴァレイズという者は、兵士になるために生まれてきたような男だった。

　こいつの家族か？　グレボヴァール市にいたのか？　などと考えてしまう。それほどヴァレイズは感情的になっているように見えた。

　バッテレンは川の上を指差す。

「連れて行け！　医者が来ている！」

「……え？」

「あの軍師がな、本陣の医者を残らず寄こしたのだ。まだ生きていて、運がよければ、助かるかもしれん」

　正直、バッテレンはレジスに対して敵意に近い感情を持っていた。

　しかし、認めるしかない。

　──こんな状況まで予測していたというのか？

　ヴァレイズが涙を溢れさせ、吼ほえる。

「お……お……おおおおおッ!!」

　彼は立ちあがった。

　もう足の震えは消えていた。

　泥を蹴って走る。

「おおおぁぁぁッ！　医者ァ──────ッ!!」




　このときの、涙と鼻水を垂らしながら顔を真っ赤にして走る泥まみれのヴァレイズは、最高に格好良かった──と後に語ったのは、一命を取り留めたフェリシアだった。










　十七時──

　太陽が山の稜りよう線せんに近付いてきた。兵士たちの影が地面に伸びる。

　帝国軍本陣。

　若い伝令兵が敬礼をした。

　表情を崩すまいと口を引き結んでいたが、その瞳ひとみは輝き、頰ほおが紅潮して、発する声は興奮で甲かん高だかくなる。

「グレボヴァール市の製鉄街に捕らわれていた市民たちを！　白はく兎と騎士団が護衛して！　ご命令どおりのルートで戦場から離脱させるのに──せ、成功いたしましたァ!!」

　ワァ！　と兵士たちが歓声をあげる。

　まだ戦いが終わったわけでもないのに「帝国万歳Vive l'empire！」と叫ぶ者までいた。

　それほど大きな成果だ。城じよう塞さい都市の奪だつ還かんよりも困難ではないか、と言われていたくらいだった。

　この報告の前に、敵軍を手玉に取るような采さい配はいを見せたこともあり、もう戦いくさに勝ったかのような大騒ぎになる。

　まだ要よう塞さいは無傷だし、敵の戦力は半数以上が健在だが……




　ラトレイユやジェルマンは押し黙っていた。自分たちの功績という意識はない。

　他の幕ばく僚りようも同じだった。

　レジスの本気の指揮を目の当たりにして、すっかり口数が減っている。




　報告を受けてレジスは軽くうなずいた。

　笑みはない。

「……すみませんが、喜んでいる暇はありません。みなさん、ここからが本作戦の最も大切な段階となります。ひとつ間違えれば、歴史に残る大敗になりかねません。くれぐれも間違いのないようにお願いします」

　ゆるんでいた空気が引き締まる。

　最初は〝残り三○分だけ〟という話で指揮権を預けられたのだが──市民たちの撤退が開始されたあとも、引き続き指揮はレジスに任されていた。

「……白兎騎士団を中央へ進めます。ただし、消耗しているでしょうから交戦は避けるように。敵が押してきたら、引いてもかまいませんので」

「お待ちを！」

「え？」

「バッテレン卿きようは働きどおし。どうか、その役目、我々にお任せ下さい」

　名乗り出たのは、本陣に控える白はく狼ろう騎士団──それを指揮するゼモールトだった。

　まだ若い騎士だった。バッテレンと同じく二十代後半か。

　レジスは考えこむ。

　今年の四月──

　建国記念祭でアルティーナとラトレイユの仲がこじれたとき、バイルシュミット辺へん境きよう連れん隊たいの黒騎兵団と、白狼騎士団は戦っている。

　レジスの策により彼らは前の団長と半数の仲間を失った。

　おそらく、この戦場において最もレジスを憎んでいるのは、敵兵ではなく白狼騎士団の生き残りではないか。

　ラトレイユに任されたとはいえ、レジスの指揮に素直に従うだろうか。

　不安があったからこそ、本陣の護衛に据えたのだ。

　ゼモールトが片目を閉じる。帝都の将官らしい洒落しやれた雰囲気のある男だった。

「これだけの戦、見ているだけで終わったら、帝都に帰ってから居場所がなくなります。我々に名誉挽回と信頼回復の機会をいただけませんか？」

「……時間がないので率そつ直ちよくに訊きますが……僕の指揮で動いてくれるんでしょうか？」

「ふふ、軍師殿は今の白狼騎士団を誤解されていますな。そんなにも強く復讐心を抱いていると？」

「……違いますか？」

「半数が死んだということは、もう半数の者たちが過去の諍いさかいなど知らぬ、ということです。この私も、新参の半数を連れて南部から呼ばれたわけでして」

　そうした資料は、これまでの時間に読んでいる。

　ゼモールトが個人的な怨えん恨こんを抱えていない、というのは信用できる話だった。

　しかし、感情というのは負の方向に引かれるものだ。

「……僕がゼモールト卿の立場なら……新参ではない半数の騎士たちの忠誠心を得るために、なんらかの手を打つ必要を感じるかと」

　彼は肩をすくめた。

「おっしゃるとおりですな。しかし、そういう立場だからこそ、軍師殿の指揮でも働けることを示す機会をいただきたく」

　これ以上、話し合っている余裕はない。

　白兎騎士団バツテレンが消耗しているのは間違いなかった。人も馬も限界だろう。白狼騎士団ゼモールトが頼れるなら助かる状況だった。

　レジスは念を押す。

「……命令を無視したら、全滅もありえますよ？」

「理解しておりますとも」

　ゼモールトが将軍に対するかのように、深々と頭を下げた。

　一応、レジスは振り返って、後ろで見ているラトレイユへと視線を送る。

　彼は黙ってうなずいた。

　全て任せる、ということか。

　──僕の力量を測っているのかな？

　レジスは指示を出し直す。

「では、白はく兎と騎士団は後方で待機。白狼騎士団が中央へ進んでください。他の部隊の撤退を支援するため、敵軍を引きつけてもらいます。ただし、十八時までです。いいですか、十八時になったら状況に関係なく絶対に撤退してください」

「了解です！」

　ビシッ、とゼモールトが敬礼した。




　途中から投入した白狼騎士団を軸として、戦線を再構築する。

　もうすぐ日没ということもあり、相手側も無理な攻めはしてこなかった。

　──このままなら、作戦どおりだ。

　問題ない。

　そのはずだった。

　レジスは各部隊からの報告を受けながら、推移の順調さにうなずく。

　同時に、違和感を抱いた。

「……オズワルド・クルサード大佐……なんの手も打たず、戦力をランゴバルト王に預けて……終わり？」

　ハッ！　とレジスは目を見開く。振り返った。

「総そう督とく、兵を貸してください！」

　ラトレイユがいぶかしむ。

「ほう？　なにか問題が起きたのか？」

「僕の推測が正しければ、まだ間に合うはずなんです！」

「今さら否いなやは言わぬがな。どのような目的で、どんな兵が必要なのだ？」

「騎兵を！　一○○もあれば……!!」

　しかし、白狼騎士団は前線に向かった。

　白虎騎士団も戦列を支えている。このタイミングでは動かせない。

　先ほどは疲労を考慮して後方へ下げたが、やはり白兎騎士団を使うしかないか……

　ラトレイユがうなずいた。

「一○○か。それでよければ、俺の近この衛えで充分だな」

「えっ!?　でも、それでは総督の身が……」

「無論、俺も出る。レジス殿がこの戦況で一○○の騎兵を絞り出すというのなら、それだけの価値がある一手であろう、と考えるが──どうなのだ？」

　レジスは躊ちゆう躇ちよするものの、うなずいた。

「お願いします！　大急ぎで！」

　ラトレイユが馬に飛び乗る。

「ならば、レジス殿も来るがいい！　仔し細さいは馬上で聞く！」

「えっ!?　あ、う……は、はい……」

　ビクつきながら出した手を──摑まれた。勢いよく引っ張り上げられる。ラトレイユの後ろに乗せられた。

「ひゃあっ!?」

　落ちそうになって、思わずラトレイユに抱きついてしまう。

　怒られるようなことはなかった。

　あと、レジスが乗ると馬は暴れ出すものなのだが……ラトレイユの馬は石像のように微動だにしなかった。さすがは帝国一の名馬だ。

　ラトレイユが命じる。

「ジェルマンよ！　ここは任せる！」

「了解いたしました！」

　敬礼で応える。

　このあたり、ラトレイユとジェルマンの関係は、アルティーナとレジスのそれとは違っていた。彼らは必要とあれば、それぞれが別々に役割をこなすことを当然としている。

　アルティーナはなるべくレジスと一緒にいたがるし、レジスは目が届かないと不安になってしまう。

　──軍人としては彼らのほうが正しいんだろうな。

　レジスは要塞のほうを指さす。

「総督、北西の森へ！」

「ふむ……戦場を迂回するか……敵軍に捕捉されれば、たかが一○○騎ではどうにもなるまいな。ここは脚が肝要だ。近衛隊、出るぞ！　遅れた者は置いていく！」

　騎士たちが、野太い声で応えた。





　　　†






　ランゴバルト軍──

「パオル様、帝国の本陣から白狼騎士団が出てきました！」

「後詰めを投入か。あちらも余裕がないな」

　当初は帝国軍の巧妙な動きにより劣勢を強いられたが、パオルはどうにか部隊を建て直しつつあった。

　一度は敗走しかけた兵たちを統制し直すあたり、その手腕は愚劣なものではない。

　もともと数と装備は勝っているし、要塞から砲撃による支援もある。

「ふんっ……いささか苦戦したが……最終的に敵を倒せばよいのだ」

　結果を手にすれば、過程は問わない。

　──まぁ、マーガレットに完全無欠の勝利を捧げるつもりではあったがな。

　ランゴバルト王国において、ハイブリタニア王国軍の評価は低い。新式小銃があろうとも弱兵揃いだ。

　艦の性能が重要な海戦ならばともかく、陸では大したことがないと思われている。

　事実、今回の戦いにおいては、練度の低さゆえに帝国軍の動きに対応できず、何度も戦列を乱していた。

　そんなハイブリタニア王国軍に何度も敗北を喫したため〝帝国は弱体化している〟とパオルは考えていた。

　戦力的に優勢であれば、自分たちが圧倒できるはずだ、と。

　しかし現実には、帝国軍の指揮官に翻ほん弄ろうされ、対応はことごとく逆手に取られた。

　パオルの主力部隊こそ健在だったが、かなり戦力を減らされている。

　──そのうえ、捕虜の脱走か。

　川を睨にらむ。

　唐突に川が涸かれたせいで、水路が脱出経路になってしまった。

　見張りとして配置した兵の数は多くない。

　副官が首をかしげる。

「なぜ、この時期に急に川が涸れたのでしょうか？」

「後ほど学者に調べさせる。専門家でない軍人が想像を働かせるなど非効率なことだ」

「はい」

　パオルは不気味さを感じていた。

　しかし〝自分の役目は部隊を指揮して敵に勝つことである〟と考えている。

　職務に忠実であるがゆえ、状況に集中するため、戦場の外のことを意識から追い出した。

　想像しなかった。ずっと上流に帝国軍の仕掛けた罠があることなど。

　伝令が走ってくる。

「報告！　報告！」

「なにか!?」

「ううぅ……リックス騎士団長、討ち死に！　白兎騎士団に討たれました！」

「……なんだとォ!?　確かか!?」

「逃げた捕虜を追いかけて一○○騎ほどで先行したところ、白兎騎士団と交戦になってしまい」

「馬鹿な！」

　どんな理由があろうとも、部隊の指揮官が突出するなど！

　パオルは歯は嚙がみした。

「残った騎士たちは副団長の指揮で、右翼の支援に徹しております」

「敵はどうした！　リックスをやった敵は!?」

「捕虜と共に、帝国領の方向へ逃走いたしました！」

　つまり、逃げだした捕虜を確保された、ということだ。

　副官が提言する。

「パオル様、増援の騎士団が戦力を落としたとなると、いよいよ苦しくなります。どうか要塞への撤退をご決断ください」

「馬鹿を言え！　今は好機だ！　白兎騎士団は戦場を右へ左へ動きまわり、さらに逃走した捕虜の護衛についた。いかに帝国軍の騎兵が優れていようと、もう馬が限界のはずだ！」

　同じように走り回って戦線を支えていた白虎騎士団も疲ひ労ろう困こん憊ぱいで動きが重い。

　歩兵は前後を入れ替えて回復を図っているが、何度も突撃を繰り返し、消耗しているのは間違いなかった。

　──残るは、ようやく出てきた白狼騎士団だけ。半数が新参者の急造騎士団という噂ではないか。

　パオルは怒ど鳴なる。

「ここが勝負所だ！　要塞から残りの戦力を出せ！　ハイブリタニア軍の連中もだ！　相手は戦力を使い切った！　今、押しこめば勝てる！」

　こちら側には、まだ無傷の一万以上の兵がいる。

　パオルは唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「ふふん……日没前に兵を消耗させきってしまうとは……敵の指揮官は小賢しいだけの素人しろうとだったな！　部隊の指揮とは、長期的な視点を要求されるものなのだ！」

　西の空に目を向ける。

　太陽が山の稜線に近付いてきてきた。しかしまだ日没には早い。

　夜になるまでに二時間はある。

「この戦！　勝てるぞ！」

　要塞からの増援を加え、ランゴバルトとハイブリタニアの両軍は攻勢を強める。

　帝国軍は白狼騎士団を出したが、その動きに奇抜なところはなかった。

　──やはり、妙に先読みをされたのは、不運な偶然だったのだ。

　そうパオルは結論づけた。

　あれほど見事な指揮をした者が、別の目的のために本陣を離れているなどと考えもしなかった。それは、あまりに非常識であり、推測できなくて当然のことではあるが。




　もう特別な指揮は必要ないという判断だ──とは考えもしなかった。




　十七時五五分──

　副官が叫ぶ。

「白狼騎士団が撤退します！　他の部隊も！　帝国軍、総崩れです！」

「よおおおおおおおし！　追撃せよ！　一気に帝国軍の本陣を蹂じゆう躙りんするのだ！」

　命令を受け、全軍が突撃を開始する。




　パオルは勝利を確信した。




　地面が小刻みに揺れる。

　最初は、自分たちの突撃が地鳴りのように響いているのかと思ったが、そうではない。

　どこからともなく、雷鳴にも似た重い音が聞こえてきた。

　兵たちが動揺し、周りを見渡す。

　パオルも周囲を睨みつける。

「なんだ？」

「……わ、わかりません」

　副官が声を引きつらせた。

　パオルは帝国軍のほうを見る。

「山を登っていく、だと？」

　戦いの基本としては、高所を取ったほうが有利だ。しかし、程度というものがある。陣幕も張れないような急斜面に布陣しても、兵が疲ひ弊へいするばかりだった。

　守るだけなら悪くないが、攻めに転じたときに動きが鈍くなる。仲間同士の連係も取りにくい。

「……布陣では……ない……のか？」

　不可解な音が大きくなってきた。

　ふと、思う。

　まるで滝が近付いてくるかのようではないか。




　水の音だと気付いたのは、茶色く草木や土を巻きこみ迫ってくる濁だく流りゆうを見てからだった。

　兵たちが悲鳴をあげる。

　撤退の命令は意味がなかった。

　一瞬で統率を失い、散り散りになって逃げ惑う。ほとんどの兵は要塞のある方向へ。

　しかし、もう濁流が見えるほどの距離にあるのだ。鎧を着た兵士が走って、間に合うはずがない。

　賢い者は斜面へと走った。

　戦場の西側には空堀と化した川がある。まさに濁流が流れてくる場所だ。

　唯一逃げることのできる先は東側の斜面だった。

　そこには帝国軍が先んじている。

　幸運と冷静さの両方に恵まれた者は、帝国軍の銃弾が届かないくらいの距離を置きつつ斜面へと逃げこんだ。全体の十分の一以下だった。

　パオルは馬の手た綱づなを引く。

「走れ！」

「あっ、パオル様、どちらへ!?　逃げるなら斜面へ──」

「要塞だ！」

「な、なぜですか!?」

「マーガレットを放っておけぬであろうがッ!!」

　濁流に配下の兵たちが呑まれる。

　──罠だったとは！

　川の水が涸れ、知っていたかのように捕虜たちが逃げだした。

　直前の帝国軍の動き。

　そして、この濁流。

　全て敵の仕掛けだった。

「ううぅ……こんなものが……人の業か!?」

　馬が水に流されて、小さな木片のように転がる。

　甲かつ冑ちゆうを着た兵が沈む。

　無数の悲鳴が、膨大な水音に掻かき消された。

　水だけでも脅威だったが、一緒に朽ち木や石塊まで流れてくる。甲冑も槍も役に立たない。ただひたすら速く駆けて逃げるしかなかった。

「パオル様！」

　副官が馬を並べてくる。

「おお！　生きているか！」

「さすがに、谷を沈めるほどの水量ではありませんな！」

　振り返ると、噴き出してきたときに比べると、水の流れは穏やかになっていた。

　川の近くは水が溢あふれており、おそらく市内のほうも水路から水が溢れて大変なことになっているだろう。

「酷いことになっているな。しかし、要塞は無事か」

「騎兵も、転倒しなければ……!!」

「おお！」

　だいぶ数は減ってしまったが、まだ戦力と呼べるだけの数の騎兵がついてきていた。

　パオルは手綱を強く握りしめる。

　身体が震えた。

「よし……よし！　騎兵を軸として、生き残った兵たちをまとめれば、まだ戦える！　帝国などに屈するものか！」

「はい！」

「まずマーガレットの安否を確かめる！」

　副官は顔をしかめつつも、うなずいた。

「……そうですな。ハイブリタニア兵を統率するためには、必要です」
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　パオルは副官たちを待たせ、要塞の奥にある女王の私室へと向かった。

「……どうなっている？」

　兵士がいない。

　ハイブリタニア女王であるマーガレットの護衛には、それなりの数が残っているはずだった。

　川を溢れさせるほどの水攻めだったが、グレボヴァール市の周辺は広くなっている。街は水浸しになったが、要塞部分の損害は大きくない。

「まだ戦える。余は戦えるぞ……マーガレット……」

　ノックもせずに扉を開け放つ。

　誰もいなかった。

　マーガレットやハイブリタニアの軍師──オズワルド・クルサードといったか。それだけでなく、世話役のメイドや護衛の兵士の姿もなかった。

「……どういうことだ？　マーガレット！　マーガレット！　どこにいる!?　余だ！　パオル・ラングシュルツだ！」

　彼女が昼まで使っていたベッドも、気に入っていた様子のベルガリア製のソファーも、東方の真っ白な茶器も、なにもかもパオルが出陣前に訪ねたときのままだった。

　ただ彼女がいない。

「……どこへ……行ったのだ？」

「パオル様！」

　副官が駆けこんできた。

　不作法な、と睨みつける。

「なんだ!?　王族の私室であるぞ!?」

「……ここは、もう違います」

「なに？」

「残っていたメイドから聞きました。ハイブリタニア女王と側近たちは、先ほどグレボヴァールを出たそうです。西門から」

「なんだと!?　いつだ!?」

「……一時間ほど前だそうです。捕虜の脱走があった頃ですな」

　城塞都市の守備隊も、戦っていた両軍も、間違いなく捕虜たちに意識を向けていた。

　真逆の西門から、そっと出ていくハイブリタニア女王に気付く者は、ほとんどいなかったらしい。

　パオルは頭を抱えた。

「……そんな……余が不ふ甲が斐いない戦いをしたからか!?」

「もともと逃げるつもりだったのではありませんか？　結果的にハイブリタニア女王に追っ手はありません。こちらは未み曾ぞ有うの危機に陥っていますが」

　この戦いがなければ、ランゴバルト王国としては〝ハイブリタニア女王を捕らえて、ベルガリア帝国に売り渡す〟という手もあった。

　少なくとも膨大な〝通行料〟をハイブリタニア王国に請求したことだろう。

　しかし、今やベルガリア帝国の目は、このランゴバルト王に向いている。ハイブリタニア女王は悠々と脱出したというのに！

　パオルが唇をわななかせる。

「……なにを言う？　マーガレットが……余を……捨て駒にしたというのか？」

「どういうつもりだったのかは存じませんが、今は、そういう状況です。最初に市民を盾にした作戦ですが……考えてみると、あれのせいで我々は和平交渉すらできなくなっています。発案はクルサード大佐でしたな？」

「ううぅ……」

　普通なら、占拠した都市と捕虜を解放する代わりに、身代金を要求するなどという交渉もありえる。

　しかし、民衆を盾にするような策を打ってしまったから、もう帝国が取引に乗ってくることはありえない。

　感情的に許さないだろう。

「長らく難なん攻こう不ふ落らくだったグレボヴァール市を占拠し、我々は冷静ではなかった。そこをハイブリタニア女王に利用されたのではありませんか？」

　パオルがうつむく。

「……違う。我々は……勝てばいいのだ。まだ要塞は健在だ。少しばかり街が水でやられたが、まだ戦える！」

　副官が渋い表情を浮かべた。

　どれほど反対されようと、戦うしかない。

　和平交渉はできないのだから。




　兵士が走ってきた。さすがに貴人の私室とあって、入口の外で止まる。

「報告します！」

「今度は、なにがあった？」

　パオルが嫌そうに尋たずねる。

　その兵士の顔が、また面倒が起きたことを物語っていた。

　走ってきて息を弾ませているのに、蒼白だ。

「……水が……」

「今さら、なにを言っている？」

「いえ！　一気に流れてきたことではなく……水が減りません」

「なんだと？」

「下流に堰せきが作られており、川が塞がれている様子です」

「堰!?　なんのために!?　帝国は何をする気なのだ!?」

　兵士は無言だった。

　副官がうめくように言う。

「パオル様、ベルガリア帝国は……このグレボヴァール市を沈める気です」

「そ、そんなことが!?」

　もちろん全てが沈むことはないだろう。城壁や要塞の上部の高さは、かなりのものだ。

　しかし、建物の一階部分が水没するだけで、もう街は使い物にならない。

　食料の貯蔵庫、竈かまど、厩きゆう舎しやなど──全て一階部分にある。

　パオルの顔色も、報告の兵士と同じように蒼白になっていた。

「……下流の堰は破壊できないか？」

「おそらく、もう水が溜まっているでしょうから、騎兵では接近できません。斜面を歩いて、歩兵で近付くことになりそうですな」

「うむ」

「しかし、もう我が方には兵が……」

　先ほどの濁流で半数以上を失っていた。

　どれほどの数が残ったか。たとえ生き延びたとしても、戦意が保てているかどうか。




「打って出る！」




　パオルは決断した。

「ついてこい、とは言わぬ！　戦う気のある者だけ来ればよいッ！　決戦だ！」

　要塞の階段を下っていく。

　腰から長剣を抜いて、声をあげる。

「姑こ息そくなベルガリア帝国なぞ、恐れるものか！　余はランゴバルト王パオル・ラングシュルツ！」

　一階まで下りようとしたとき──

　階段の中程まで水に浸かっていた。

　もう腰の高さまで沈んでいる。

　甲冑を着たままだと、馬まで行くのも命懸けだろう。転べば溺死する。

　整列して待っているはずだった騎士団は、誰もいなくなっていた。

　馬だけを残し、建物の二階以上に避難している。

　パオルは甲冑を脱ぎ捨てる。

　叫んだ。

　自分でも意味のわからない雄お叫たけびをあげて馬のところまで行き、その背に跨またがる。

「門を開けろ！　王の出陣だ！　勇気ある者はついてくるがよいッ!!」

「……パオル様」

　同じように甲冑を脱いで、副官が近付いてくる。

「おお！　貴様も馬に乗れ！」

「……パオル様……」

「どうした！　早く乗れ！　早く門を開けよ！」

「…………パオル様…………すでに城門の開閉装置も、水没しております」

「ううぅ……」

「白旗をあげましょう」

　副官が肩を落として言った。

　パオルは剣を振りあげる。水面を斬りつけた。




「うがあああああああぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～ッ!!」










　葡ぶ萄どう畑ばたけを抜け、森の中へと入った。

　木々の合間を通るこの道は、幾つかの山を越えて西ランゴバルトまで続いている。

　石や枯れ木の枝が転がり、固い地面を割って木の根がのたくっていた。

　普通の馬と乗り手なら、足を取られて転びかねない。そんな足場だった。

　しかし、さすがはベルガリア帝国第一軍のなかでも選りすぐりの近この衛え騎き士したち。悪路をものともせず、風のような速さで駆ける。




　最初のうち、レジスは遠慮していた。

　──皇族で総そう督とくであるラトレイユに自分なんかが触れていいものか？

「うぁあっ!?」

　──落ちる！　落ちる！

　アルティーナの馬に乗せてもらったときも、とんでもなく恐いと思ったが……それの比ではなかった。

　ずっと速い。

　そして、ものすごく揺れる。

　遠慮なんかしている余裕はなかった。全力でしがみつかなければ、落ちる。

　この速さで、石くれの転がる地面に叩きつけられたら……

　しかも後ろには大勢の騎士がついてきている。落ちて死ぬか、踏まれて死ぬか。

　レジスは何度も死を覚悟した。

　手が疲れて握力がなくなってくる。

　──ううぅ……ここまで……かも？

　アルティーナのときは、彼女の前側に座ることが多かった。馬の首にしがみつくこともできたし、鬣たてがみをつかんでもよかった。

　鬣を引っぱると馬が痛いのではないか、とも思ったが。

　今回は後ろ側に乗せられたから、もうラトレイユにしがみつくしかなかった。

　──大きいな。

　甲かつ冑ちゆうを着ているせいもあるのだろうか？　いつも話しているときよりラトレイユが何倍も大きく、力強く感じられた。

　──これが……皇帝になる男か。

　そして、自分が戦わなければならない相手だ。

　今は共闘しているが、グレボヴァール攻略戦が終わったら、レジスはアルティーナの軍師に戻る。

　政策が相容れない以上は、対立することになるだろう。

　ガツン！　と突きあげられた。

「うひゃっ!?」

　ふわっと身体が浮いて、あやうく馬の尻から落ちそうになる。

　必死にしがみついた。

　自分が走っているわけでもないのに、心臓がバクバクと脈打っている。息が荒くなり、身体が震えた。

　ラトレイユが前を睨にらみつけたまま言う。

「落ちてくれるでないぞ、レジス殿？」

「ふっ、ふぁい！」












「要よう塞さいの西側には、何本か道がある。軍が把は握あくしておる道だけでも、ランゴバルト方面に向かうもの、この西ランゴバルトに向かうもの。山を越えて海へと向かう道もある」

　周辺地図は頭に入っているようだった。

　さすがだ。アルティーナにも見習ってほしいものである。

「なぜ、この道だと思ったのだ？　逃げた先が……」

　ハイブリタニア王国の女王が、ここを逃げたに違いない──とレジスは考えていた。

「こ、この、西ランゴバルトに向かう道、だけなんです」

「なにがだ？」

「馬車が通れるのは、ここ、だけで」

「たしかに、他の道は馬は通れても馬車は無理らしいな。しかし、どういうことだ？　馬車を使っているだと？」

「はい」

「女王が馬車を使うというのか？　解げせぬ。女王が馬に乗れずとも、こうして運ぶことはできる」

「は、はい……でも、マーガレット女王は、馬車です」

「どうして、そう言い切れる!?」

「第七軍との戦いのとき、黒騎兵団で、背後を突きました。ハイブリタニア女王は本陣が危ない、という状況でも……目立つ黒馬車のまま」

「今回は違うかもしれぬ」

「いや……」

「周りの幕ばく僚りようたちも、馬で逃げることを提案するはずだ！」

「……そこで納得する女王なら、遠征に同行しないし、グレボヴァール市の占拠もしなかったでしょう」

「気まぐれで、馬に乗るやもしれぬ」

「あり、え、ないです」

「なぜ断言できる!?」

「……もしも、気まぐれに馬に乗りたいと思っても、周りはそう思わない」

「ぬっ!?」

「……帝国軍を恐れて、馬車すら置いて、逃げた……と」

「矜きよう持じか。しかし、逃げたことに変わりはあるまい？」

「次の目標があれば、転進はします。それは、帝都を目前にしながら、ボネイル要塞を攻略中に……撤退したときに」

　ラトレイユが黙りこむ。

　過去の出来事からハイブリタニア女王の性格を推測したのだ。

　馬車も使わず身一つで逃げるはずがない、と。

　そして、女王を説得できる者が幕僚にいるのなら、そもそもグレボヴァール市を占拠したりせず、ハイブリタニア王国に戻っていただろう、と。

「矜持というのなら、まだ要塞にいるという可能性はどうなのだ？　指揮権をランゴバルト王が握っておっただけで」

「……であれば、これが空振りになる、だけです」

「ほう、俺を走らせておいて、空振りになるだけだと？」

「ハイブリタニア王国の、女王を捕らえられれば、同じ、では？」

「そのとおりだがな」




　背後から地響きが聞こえてくる。




　ラトレイユが一瞬だけ後ろに視線を投げた。

「むっ!?　なんだ？」

「……最後の仕掛けが、動いたのかと」

「水を流したのか。実際のところ、どれほど効果があるものなのだ？　本当に戦況を決定づけるほど威力があるものか？」

「……たぶん」

　レジスとて本で読んだだけで、こんな策を打つのは初めてだ。

　何冊も読んだ本の全てが事実と異なることを書いていたならば、堰せきで溜めた水を流したくらいでは敵軍を倒しきれないかもしれない。

　その場合、高所を取ったとはいえ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの騎士団が苦戦する可能性はあった。

　だからこそ、下流にも堰を作らせている。

　一階部分が沈んだ要塞で、長期の籠ろう城じようなどできはしない。城じよう塞さい都市グレボヴァールの奪だつ還かんは間違いないだろう。




　道の先で、甲かん高だかい笛の音があがった。

　あの笛の音は帝国第一軍が使っているものだ。

「見つけたか！」

　先行している斥せつ候こうが鳴らしたのだろう。

　ラトレイユが馬の速度をあげる。

　道が右に曲がっていた。ぐぐっと馬ごと身体が右に倒れる。枝葉が肩に当たりそうなほど。

「……うっ!?」

　ビッ、とレジスの頰ほおに葉が当たった。

　恐くて身体を左に起こしたくなるが、それをやるとバランスが崩れて危ないらしい。

　アルティーナに乗せて貰ったとき〝死にたくなかったら絶対に動かないこと〟と教えられている。

　レジスは歯を食いしばって身を固くしていた。

　視界が開ける。

　細い道の先に──

　小銃を構えている兵士の姿があった。

　ハイブリタニア軍の銃歩兵！

　レジスは驚きのあまり息を呑んで固まってしまう。

　ラトレイユが剣を抜いた。

「突破せよッ!!」

　むしろ速さを増す。

　近衛騎兵たちが雄お叫たけびをあげ、前へと出た。

　同時に銃声が響きわたる。
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「……フッ」

　短い呼こ気きを吐く。

　オズワルド・クルサードは剣を閃ひらめかせた。

　帝国騎兵は甲冑を着こんでいる。その腋下にある隙すき間まから、心臓に届くまで鋒きつさきを突き入れた。

「ゴバァッ!?」

　ベルガリア帝国の騎士が崩れ、馬から落ちた。

　オズワルドは手た綱づなを操り、馬を黒塗りの馬車へと近付ける。

「マーガレット様、どうかこちらへ！」

　ハイブリタニア女王が乗っているのは、二人乗りの軽量馬車だった。箱型ではなく、ソファーの側面と上を覆おおって、左右に車輪をつけたような形だ。人間が引くこともできる大きさだが、今は一頭の馬が引いている。カブリオレと呼ばれる一頭立て二輪馬車だった。

　椅子のうえで、女王マーガレット・スティルアートは膝を立てて座っていた。

　スカートが風を孕はらんで広がる。

　彼女は巻きあがる髪をうっとうしげに払った。

「あらあら、オズワルド、なんとかしてちょうだい？　髪が乱れてしまったわ。櫛くし係がかりはどこかしら？」

「……申し訳もございません。優雅なるマーガレット様におかれましては、しばしのご辛抱をお願いしたく」

「貴方、そればっかりねえ。そればっかりだわぁ。またお魚さんになっているわよ？」

「……重ね重ね……なれども、襲撃してきた騎士たちは、おそらく斥候……本隊が追ってきていると思われます」

「ふふ……困ったわねぇ？　もしかして絶体絶命じゃないかしらぁ？」

「聡明なるマーガレット様のおっしゃるとおりでございます。どうか、こちらの馬へ！」

　マーガレットが微笑ほほえむ。

　腕組みすると、その豊かな胸元を両腕に乗せた。服の生地が薄いせいもあって、まるい形が、くっきりと浮きあがる。

「お断りだわぁ」

「……左様でございますか」

　その返事は予想していたため、オズワルドは引き下がった。

　もとより、馬に二人乗りになれば逃げ切れる、という保証はなかった。それほどベルガリア帝国の騎兵は速い。

　オズワルドは鎧をつけていないし、おそらくマーガレットの体重は、帝国騎兵たちの全身板金鎧よりも軽いだろう。

　しかし、馬が違う。

　グレボヴァール市で手に入れた一番いい馬よりも、相手の馬のほうが優れている。

　さすがは帝国第一軍か。

　背後で銃声が響く。

　途中に配置した待ち伏せの兵が撃ったのだろう。

　──もう、すぐそこまで来たか。

　時間稼ぎの一手だった。これで相手が止まったり、警戒して遅く進むようになれば、逃げ切れる可能性もあるのだが……

　オズワルドの淡い期待は、あっさりと打ち砕かれる。

　馬ば蹄ていの響きが近付いてきた。

「……戦争とは儘ままならぬものと思っていましたが……ここまでですか。みなさん、速度を落としてくださいませ」

　追われている立場ではあるが、どうやら逃げ切れぬと覚悟した。

　降伏するわけではない。

　全速で走っていて馬をやられたら、大怪我では済まないかもしれない。マーガレットに万が一のことがあってはならなかった。

　それに、どうせ逃げ切れないのであれば、護衛の兵士たちに命令が届きやすいほうがいい。

　オズワルドは矢継ぎ早に命令を飛ばす。

「後ろの二○名は馬を下りて森の中へ！　陛下に近付く者があれば撃ってください！　ただし、相手の指揮官を撃ってはなりません！」

　命令に従い、列の後ろの者から馬を下り、小銃を手にして森の中へと隠れる。

「さらに後ろの三名ずつで壁を作ってくださいませ！　追っ手に対しては馬の頭を狙うように！」

　重装鎧に身を包んだ騎士が、隣にならぶ。グレンダ・グラハム中尉だった。

「オズワルド様！　私が時間を稼ぎます！」

「グレンダ、ありがとうございます。無理はしませんように」

「はい！　しかし、帝国軍はどうして私たちに気付いたのでしょうか？」

　ベルガリア側の策に気付いたオズワルドは、市民が脱出するタイミングを見計らって脱出した。

　最も相手の注意が要塞側から薄れているであろう瞬間だったはず。

　かなり走ってから追いついてきたから、そのとき見られていた可能性は低い。

　あとから気付いたのだろう。

　しかも要塞の西側には、何本か道がある。

　この道を使う、とどうしてわかったのか？　あるいは、他の道にも同じように兵を向けたのか？

　──追ってきた兵が多くなければ、撃退しきれるのですが……

　背後に、帝国の騎兵が現れる。

　一列になっているので正確な数はわからない。ただ馬蹄の響きからして、少なくはなかった。一○や二○ではないだろう。

　──この道を逃げたことを読まれた、ということでしょうか？

　肉薄してくる。

　帝国騎兵が槍を突き出した。

「どおおおおおらぁぁぁあああああぁぁぁ──────ッ!!」

　護衛の兵が迎え撃つ。

　馬上で小銃を撃ったのは、重装鎧を身に着けて何丁も小銃を背負い、馬に槍も吊っているグレンダだ。

「オズワルド様に！　貴様たちなんぞを近付けは！　しない！」

　弾丸が帝国兵の胸甲を貫いた。

　絶叫して倒れる。

　しかし、その後からも次々と帝国兵が迫ってくる。

　装そう塡てん済みの小銃を撃ち、撃っては捨て、また別の小銃を撃つ。

　弾丸を撃ちこんだ。

　命中する。

　止まらない。

　ベルガリア帝国の騎兵は、止まらなかった。距離が近付く。槍を突き出してきた。

「うおおおおおおお──────ッ!!」

「くっ……!?」

　グレンダは小銃を捨て、槍を手にした。

　突く。

　相手の刺突を身体を振って避け、同時に槍を突き出した。帝国騎兵の脇わき腹ばらをえぐる。仕留めた！

「グフッ……帝国に繁栄あれ……ッ」

　くぐもった声をもらしながら、死にかけの敵がグレンダの槍を摑んだ。そいつのすぐ後ろから、別の騎兵が現れる。

　──槍が、引けない。

　グレンダは手を放して、次は腰の長剣を抜いた。

「死ねッ!!」

　振る。

　帝国兵の槍を打ち払い──相手の首筋に突き刺す──そのはずだった。

　剣が刃こぼれするほど強く当てたというのに、敵の槍が、そのまま自分へと向かってくる。

　グレンダの想像以上に帝国第一軍は一人一人の能力が高かった。

「なっ!?　…………ぐッ!?」

　脇腹が熱くなった。

　臓ぞう腑ふが焼ける。

　──しかし、まだ戦える！

　長剣を相手の首筋に向けて突き出す。

　ひゅっ、と相手が遠くなる。

「え？」

　相手が動いたのではなく、自分が倒れこんでしまったのだ、と気付いた。

　視界が反転する。

　グレンダは剣を握りしめたまま、地面に落ちる。頭から。

　首から鈍い音がして、彼女は動かなくなった。

　倒れた身体を踏みつけて、ベルガリア帝国の騎兵が、ハイブリタニア女王の乗るであろう馬車へと迫る。




　ラトレイユの馬は集団の中心にいた。

　レジスは指示を出す。

「森の中に伏兵がいるはずです！　狙撃を阻止してください！」

　騎兵たちの一部が馬を下りて、森へと入っていく。

　銃声が聞こえた。

　そして、悲鳴もあがる。

　ほどなく森に潜んでいた敵兵を制圧した。

　あとはハイブリタニア王国女王を捕らえれば、この作戦は完了する。

　だというのに、とうとう二○人目の帝国兵が倒された。

　ラトレイユが馬を前に進める。





　　　†






　森の中の道だ。

　陽は傾き、辺りは薄暗くなっている。

　木々の間に潜んでいたハイブリタニア兵は、残らずベルガリア兵により制圧した。

　前も後ろも塞ぎ、すっかり囲んでいる。

　輪の中心には、黒塗りの高級そうな二輪馬車があった。前を塞いでいるので、もう止まっている。

　その馬車の前に、帝国兵の死体がいくつも転がっていた。

　女王を護るようにして、一人の男が立っている。

「ふぅ……ふぅ……」

　もう馬もない。

　剣も刃こぼれしている。

　しかし、そいつは立っていた。

　ハイブリタニア軍の事実上の指揮官であるオズワルド・クルサードだ。

　うっすらと笑みを浮かべている。

　配下の騎士たちの間から、ラトレイユが進み出た。

　馬上から見下ろす。

「ほぅ……我が精鋭をこうも打ち倒すとは……ハイブリタニアにも優れた騎士がいたのだな」

「……ベルガリア帝国軍総督にして第二皇子のアレン・ドウ・ラトレイユ・ドゥ・ベルガリア様でしょうか？」

「うむ」

「お目通りが叶い、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。小官はハイブリタニア王国軍のオズワルド・クルサード大佐であります」

　レジスはラトレイユの後ろに乗ったままだった。

　身体を傾けて彼の横から顔を出し、オズワルドのことを見る。

　──これが、オズワルド・クルサード大佐か。

　思ったより細くて小柄だった。背丈だってレジスと変わらないくらい。やわらかな笑みを浮かべているせいもあり、それほど強そうには見えなかった。

　しかし、足元には何人も帝国の精鋭が倒れている。

　尋常ではない実力者なのは間違いなかった。

　ラトレイユがうなずく。

「オズワルド・クルサードか……その名は、この戦の間に何度か聞き及んだな。マーガレット女王の腹心で、ハイブリタニア軍の事実上の司令官だそうだな？」

「……滅めつ相そうもございません。完全なるマーガレット様には腹心など必要なく、また陛下は軍人ではございません。それに、小官がごとき非才の身に国軍の司令官が務まるわけもなく」

「ほう……では、数々の悪あく辣らつな策は、誰の案なのか？」

「悪辣、と申されますと？　戦場において剣や槍が強い者が、より弱い兵を腕力や妙技で葬るのは正しく正義で偽りがなく……弱者が策を練って敵を倒すのは間違っており、卑ひ怯きようで人道に外れる……と、そう殿下はおっしゃるのでしょうか？」

　オズワルドの言葉は淡々としているが、止まることなく長々としていた。

　ラトレイユは肩をすくめる。

「策を否定はせぬ。だが部下に自爆を強しいたり、民を矢弾の盾とするのを悪辣だと言うのだ」

「それでは、お味方側にも死者が出るであろう突撃命令や、民衆から餓死者が出るほどの重税はいかがでしょうか？　悪辣ではないのでしょうか？」

　どちらも人が死ぬことに変わりはない。

　しかしラトレイユは迷わず答える。

「違うな──突撃命令で死ぬのは、そいつの実力不足だ。鍛たん錬れんか才能か運が足りなかったのだ。民とて同じ。真ま面じ目めに働いておればベッドで寿命が迎えられるほど、この世は甘くできておらぬ。農夫や商人とて戦場の兵と同じ……全力を尽くし、知恵を搾しぼって工夫し、それでも運がなければ生き残れない。それが〝人が生きる〟ということだ──兵に必ず死ぬ命令を与えたり、民を動けぬようにして盾にする策など、悪辣と称する他はない」

「なるほど……さすがは聡明なるアレン・ドウ・ラトレイユ殿下。感服いたしました」

「そちらの問いには答えたぞ？　こちらの問いに答えるがよい。それら悪辣な策を巡らせたのは、貴公か？」

　オズワルドがうなずいた。

「全て小官の案にございます」

「……そうか。卿けいはあまりに正義を知らぬが、その知ち略りやくには見るべきところがある。この場で殺すには惜しい。俺の役に立ってみぬか？」

　周りの兵たちが、ざわっとどよめいた。

　敵対した敵国の事実上の司令官に対して、このような声をかけることは、かなり珍しかった。

　オズワルドが薄く微笑む。

「……小官は、永遠なるマーガレット様にお仕えさせていただいております。この身に余る幸いなれば、自ら手放そうとは思いませぬ」

　名前が出たことで、ラトレイユや他の兵士たちが、オズワルドの背後へと視線を向ける。

　二輪馬車のなかに座っているのは、マーガレット女王だった。

　この形式の馬車なら御者がいるはずだが、捨てて逃げたか、護るため戦って果てたのか単身で乗っている。

　ラトレイユと向き合い、マーガレットが首をかしげた。

「そう……貴方が、若獅子なのねぇ、ラトレイユ皇子」

「今の俺はベルガリア帝国軍総督として貴女の前に立っているのだ、ハイブリタニア女王よ」

「ふふふ、恐い顔だわ。わたくし、殺されちゃうのね。殺されるわ……ぞくぞくしちゃう」

「殺す気ならば、もう矢を放っている。汝なんじは捕ほ虜りよとする。ハイブリタニア王国とは交渉を重ねることになるだろう」

　マーガレットが唇くちびるを尖とがらせた。

「あらあら、ベルガリア帝国ほどの大国が、人質なんて取る気かしら？　せせこましいわねぇ。がっかりだわぁ」

「愚ぐ物ぶつに失望されたなら、むしろ褒ほめられたと思っておくとしよう」

「……愚物ですって？　それは、もしかして、わたくしのことなのかしらぁ？」

「ハイブリタニア王国は周辺に比べて圧倒的な技術力を手にしていた。それほど有利な手札を持ちながら、結果はこれだ。汝は愚王の列に名を並べたぞ」

「ふ、ふふ……あら、そぉ」

「命が惜しくば降伏しろ。名誉の死がほしくば、やはり降伏しろ。刃向かうのなら、その愚行に相応しい惨みじめな最期を約束してくれる」

「……ふ……ふは……あはははははははははははははは！」

　マーガレットが甲高い笑い声をあげる。

　どうして笑いだしたのか。

　ラトレイユでさえ戸惑っていた。

「……なんだ？　こやつは……？　まさか、ふれておるのか？」

　まるで化物と遭ったかのように騎士たちが後ずさる。

　レジスはつぶやく。




「いや、たんなる自己愛過多névrose du narcissisticですよ」




「むっ!?」

　ラトレイユが振り向く。

　手て練だれのオズワルドを前にして、あまり後ろから話しかけるのは危ないかな──とレジスは思った。

「下ろしてもらっていいですか」

　近衛の騎士たちに手伝ってもらい、レジスはラトレイユの馬を下りた。

　オズワルドとの距離は一○歩ほどか。

　話すのには少し遠いが、足元に倒れている騎士たちのことを思うと、もっと近付く気にはなれなかった。

「……マーガレット女王は〝特別であること〟を望んでいるんです。そして自分を特別だと信じこんでいる。今、この状況ですら、特別な自分には真の意味で望まないことなど起きるはずがないと考えている」

　言いながら、お尻をさする。一時間ほど何度も激しく叩きつけられたせいで、奥までジンジンしていた。

　マーガレットが苦笑する。

「ふふふ……面白いことを言うのねぇ？　貴方は、誰？」

「……はじめまして。レジス・オーリック五等文官といい──」

「軍師レジス・ドゥ・オーリックだ」

　ラトレイユに訂正された。

　恐縮して頭を掻かく。

「えっと……そういう者です。帝国第四軍の軍師で、今は第一軍に出向しています」

　オズワルドが驚いたような顔をした。

　彼にとっても、レジスの容姿は意外なものだったらしい。

　帝国軍のなかでも名のある軍師ということで、もっと武ぶ張ばった人物をイメージしていたのだろう。

「なるほど……貴殿が……この道を逃げたことも見抜かれてしまったわけですね」

「……そうですね。ハイブリタニア女王の性格からして、こうなるかな、と」

　もちろん他の道も可能性がないわけではないので、そちらにも数名は向かわせている。彼らには無駄足を踏ませてしまったが。

　マーガレットが楽しそうに言う。

「あらぁん？　初めて会った貴方に、わたくしの何がわかるというのかしらぁ？」

「……今のハイブリタニア王国は開戦するほど統制が取れていますし、その政策から指導者の性格は見えてきます。そして、この戦における部隊の動きからも」

「ふぅん、それで？」

「……マーガレット女王の言動は……自分を特別視して〝私は他の誰とも違う〟と思いこんでいる肥大した自己愛が根源にあります。そういう人の傾向として、口ではなんと言おうと自信過剰で、他者から賞賛ばかりを求めます。例えば、身近に過剰に褒めてくれる人を置いたり」

「…………」

　マーガレットがオズワルドを見た。

　レジスは言葉を続ける。

「他人に求めるものは自分への賞賛だけで、他者の気持ちには無頓着です。そして極端な理想家で、非現実的なことを目標にしがちです。──島国の戦力で大陸最強を謳うたわれる帝国に攻めこんだり」

「ふふふ……面白いわぁ。面白いわねぇ？　貴方、わたくしを病気だと言いたいのかしら？」

「はい。すなわち、マーガレット女王の性質は学者たちの間では〝ごく普通〟のものです。たまたま王族だというだけで」

「……なんですって？」

　初めてマーガレットの顔から笑みが消えた。

　レジスは肩をすくめる。

「まだ研究がはじまったばかりの分野なので学問として認められるまでには何年もかかるでしょうけど」

　そして、学問として認められていなければ、王侯貴族に教養として広まることもないだろう。

「この……わたくしが、ごく普通……ですって!?」

「そうですね。でも病気といっても治療が必要なほどではないかと……言動や価値観に、そういう傾向がある──ってくらいで。重度な人は、日常生活に支障が出るほどだそうです。本に書いてあったことですが、現状認識に食い違いが大きすぎて、まともな会話が成立しないんだとか」

　マーガレットが視線を外す。

「喉のどが渇かわいたわ。紅茶が欲しいわね」

「……はい？」

　唐突に話題が変わった。

　彼女が、くすくすと笑う。

「話が長いから飽きてしまったわぁ。もういいんじゃないかしらぁ？　結論まで読めてしまったもの」

「……いえ、まだ結論は出ていませんね。会話の途中に意識が他へ向くのは、優秀さや頭の回転の速さの証ではありませんよ？　それは〝思考の体力が足りないだけ〟です。考えが浅いため、新しい発見ができず、脳に刺激が少なくなっただけです」

「なっ!?」

「より多くの知識があれば、ひとつの事象に、より多くの発見があり、より多くの検討すべき事柄があると気付くでしょう。このくらいの時間で会話に飽きてしまうのは、勉強不足の証です」

「ッ！　わたくしを……また愚かだと……ッ」

　彼女が声を震わせた。

　それまで優雅にソファーへ身を預けていたマーガレットの顔に、怒りの皺しわが浮かぶ。

　ギリッ、と歯を嚙かんだ。

　レジスは引かない。

「……自己を肯定しない者を遠ざけ……地道な学びではなく安直な賞賛ばかりを望んで、非現実的な理想を国民に与え、幻想で扇動し、無謀な戦争をはじめ……その結果、多くの人命が失われました」

「それが？　歴史に残るような戦争だもの。人だって死ぬわぁ」

「……歴史に残る？　まぁ、一行くらいは書かれるかな」

「え？」

　マーガレットが怪け訝げんな顔をした。

「……ちゃんと歴史書を読んだことは？　近年史ではなく、建国の頃からの歴史書です。ハイブリタニアは王が替わるたびに年号を改めているわけですが、今の国家体制になってから三○○年ほど歴史があります。その間に、どれほどの戦争があったかご存知ですか？　ちょうど一○○年前にも戦争をしています。相手の国に記憶は？」

「そ、そんなの、いちいち覚えていないわぁ」

「ベルガリア帝国です」

「……ッ!?」

「当時のベルガリア帝国は戦線を拡大しており、海を渡ってハイブリタニア王国とも戦争をしました。結果は東方戦線の状況悪化に伴う撤退となっています。領土の増減はありませんでしたし、王が替わったわけでもない……当時の人たちにとっては忘れようのない出来事だったでしょうけど……今の多くの歴史書には触れられてもいないし、たまに書かれていても一行くらいです。あ、僕はハイブリタニア王国の歴史書をそれほど読んでいないので、そちらの国での扱いはわかりませんけど……女王陛下でも知らなかったんですよね？」

「こ、この戦争も、そういう扱いになる、というの？」

「正しく歴史を学んでいれば、問うまでもないことです」

「でも……そんな……だって……わたくしが！」

「連綿と続く歴史の〝ごく普通の一幕〟に過ぎません。軍事的に考えても、ハイブリタニア王国軍が負けたことで、騎士の時代から銃の時代に変わるキッカケとしては弱くなりました。結果的に帝国軍が勝った──と考える指導者が多いでしょう。古い価値観を変えるには、もっと言い訳の余地のない出来事が必要だったと思います」

「………………」

　マーガレットが黙りこむ。

　オズワルドがため息をついた。

「……手厳しいことでございますね」

「貴方は全て理解していたんじゃないんですか？　それがわかったうえで、女王陛下を利用していた。それは出世のためですか？」

「まさか。小官はひたすらマーガレット様の御為に」

「……どうして、そんな？　間違った願望を充足させつづけたら、精神的未熟さを悪化させるだけだとわかっていたはずなのに」




「その壊れたところも、小官には愛おしいのでございます」




　彼は笑みを崩さなかった。

　レジスはそれを薄気味悪い、と思う。こんなものが一国の指導者として振る舞っていたという事実に、背筋が寒くなった。

「なんてことだ……」

　もうレジスには、うめくことしかできなかった。

　ラトレイユが前に出る。

「話はわかった。その軍略の才を惜しいとも思ったが……わかっていて国を傾けるような異常者は要らぬ。どかぬと言うのなら、容よう赦しやはせぬぞ」

　彼は馬を下りて剣を抜いた。

　周りの近衛騎士たちが騒然となる。

「総督、ここは我々が！」「あの者はあまりに危険です！」「お任せください！」

　ラトレイユが、オズワルドへと近付いていく。

「ハイブリタニアとの戦において、俺の軍略の未熟さゆえに多くの兵を失った。これ以上、優秀な者たちを討たれるわけにはいかぬのだ」





　　　†






　ラトレイユがオズワルドと対峙する。

「これが、貴様の望みであろう？」

「それがわかっていて、わざわざ小官と戦うとは……やはり、ベルガリア皇族は面白い気質の持ち主でございますね」

　レジスはため息をつく。

　沈着冷静で大人びた振る舞いをするラトレイユだが、アルティーナの兄なのだな、と思わせられる。

　挑まれたときには、逃げない。

　そのあたりを見越して、オズワルドは近衛騎士を斬ったのだろう。

　──まぁ、近衛を何人か斬ればラトレイユが出てくると考えたとしても、それを成してしまう実力は普通ではないけれど。

　ラトレイユが長剣の鋒を揺らす。

「どうした？　望みを叶えたぞ……このうえ、まだ待つか」

「いえ、ただただ感謝を。小官に勝利を下さりましたことを！」

「囀さえずりおったなッ!!」

　地面を蹴ったのは、ラトレイユのほうだった。

　一○歩ほどの距離を一気に詰める。

　四月頃、建国記念祭の夜にアルティーナと決闘みたいなことをしたときと同じだ。

　瞬きする間に、斬りかかる。

　オズワルドは身体を捻っていた。肩をかすめるが、斬れたのは服だけだった。

　距離を詰めたラトレイユの速さを逆に利用して、その左肩に剣を突き刺す。

「存外、遅いですな。鎧が重たいのでしょうか？」

「小こ癪しやくな！」

　ラトレイユのほうも寸前で避けていたが、鎧の隙間から血がこぼれていた。手傷を負ったらしい。

　左腕が、だらりと落ちた。

　力が入らないのか。

　周りの騎士たちが鎧を鳴らし、剣や槍を構えた。

　しかし、これは一対一の決闘だ。横から手出ししては恥となる。

　オズワルドが連撃を放つ。

「フッ！　ハッ！」

「ぬぬ……!?」

　多くは甲冑のうえを滑すべったが、隙間に入った攻撃が、腕や脇腹を削っていく。

　近衛兵たちがざわめいた。

「つ、強い！」「なんという速さだ……」「総督は大丈夫なのか!?」

　ラトレイユが相手を睨みつける。

「殺す気がないな。俺を捕虜とする気か!?」

「ふふ……輝けるマーガレット様をお救いするためには、相応の人質というものが必要でございますれば」












「フンッ、釣り合わんな！　この俺と、ハイブリタニアがごとき小国の女王とでは！」

「それでは、解放のときには身代金も頂くといたしましょう」

　オズワルドの攻撃が速さを増した。

　ラトレイユが剣を振るうが、届きそうで届かない間合いだ。外れてしまう。

　もう左腕が動かないという不利もあって、一方的にラトレイユの手傷だけが増えていく。劣勢だった。

「ぐくっ!?」

「ふふふ……なるほど、なるほど。無茶な踏みこみで近付いてきたときから妙だと思っておりましたが……そうですか。そうですか」

　ぴくっ、とラトレイユが反応した。

　オズワルドが口元を歪ゆがめる。




「その目は、光を失いつつあるのでございますね」




「ぬ…………」

　ラトレイユが口を引き結んだ。

　近衛兵たちが騒然となる。

　レジスは驚きはしなかった。その可能性は何度か考えていたからだ。

　ただ視力に問題なさそうな振る舞いをしているラトレイユの姿に、もう回復したのかと思っていた。実力者同士の戦いでは影響が出るものらしい。

　──やはり、ラトレイユ皇子は目を患わずらっていたのか。

　オズワルドが肩を震わせる。

「ふふ……この暗がりでは、もう小官の剣が見えないのではございませんか？」

「黙れ」

「は、ははは……やはり！　やはり！　神に愛されしマーガレット様は特別なのでございます！　絶体絶命の窮地にありながら、このような幸運が舞い降りてくる！　選ばれし者とは、マーガレット様のような御方を言うのでございます！」

「……囀るな」

「囀りますとも！　素晴らしい……素晴らしい！　おおお、小官は感動に打ち震えております。奇跡！　まさに奇跡！　輝けるマーガレット様は希け有うで並ぶ者のなき存在なのです！　世界にとって唯一無二の存在なのでございますッ!!」

　ラトレイユが剣を構えて、突っこむ。




「愚か者めが！　たかが目が見えにくいくらいで、我が勝利は揺るがぬわッ!!」




「見えずに勝てる道理はございませんよ」

　オズワルドの剣が、ラトレイユの胸に迫り──

　ひゅっ、と向きを変えた。

　レジスの目には追えないほどの速さだ。

　万全であればラトレイユには見えたのかもしれない。しかし、彼は避けられなかった。

　右の太ふと股ももを貫かれる。

「……終わりでございます」

「だから、貴様は愚か者だと言うのだ！」

　だらんと落ちていたラトレイユの左手が、猛然とオズワルドの右手首を摑んだ。

「なっ!?　たしかに貫いたはず！」




「そんな細い剣で、俺の身体が壊せるものかッ!!」




　ラトレイユが剣を叩きつける。

　相手の手首を摑んでいるのだから、もう距離を取られることはない。振れば、当たる。

「ぐっ!?」

　オズワルドが左腕を掲げて盾にした。

　その腕を叩き斬り、さらに──

　帝剣《帝意破軍ノ弐アルメヴイツフア・ヴオロンテ》が、オズワルドの左肩から胸に届くほど食いこんだ。

　絶叫があがる。

「あッ!?　あッ!?　あがぁあぁあああぁぁぁ────ッ!!」




　傷から血が噴き出した。




　オズワルドが倒れる。

　もう、その手に剣は握られていなかった。

　彼の剣はラトレイユの脚に突き刺さったままだ。あまりに機敏に動くので、忘れそうになるが、少なくとも左腕と右脚は重傷のはず。

　間違いなく重傷だ。にもかかわらず、ラトレイユは平然と立っていた。

　血まみれの剣を天へと突きあげる。

「我が軍の勝利だ！」





　　　†






　わぁっ、と近衛たちがラトレイユの周りに集まる。

「帝国万歳Vive l'empire！」「そ、それより、お怪我が！」「総督を早く本陣に！」「この傷で馬に乗せるわけには！　医者を呼んでこい！」「なにを言っている!?　二時間はかかるぞ!?」

　口々に言い合う。

　統率が取れていないのは、ラトレイユが負傷のせいで指示が出せないでいるのと、どうやらオズワルドにより近衛の隊長が討たれてしまっているからだった。

　要するに、指揮官不在なのだ。

　レジスは指さす。

「……そこの馬車を使いましょう」

　レジスの言葉に、近衛たちが目を向ける。

　視線の先にあったのは、マーガレットの乗っている馬車だった。

　殺気立った近衛たちが剣を片手に近付いていく。

「おお、そうだ！　この馬車を使おう！」「この女はどうする？」「殺ッ……してはいかん命令だったな……ん？」

　あっ！　と彼らが声をあげる。

「ぐ、軍師殿！」

　うろたえた声に呼ばれ、レジスは走った。

　馬車の黒色のソファーに、べったりと血がついている。

　マーガレットが唇の両端を吊り上げた。

　その細いくびれの左側──脇腹から小さなナイフの柄が見えている。果物ナイフか。

「ふ、ふふふ……わたくし……捕虜になどならないわ？　だって、死など恐くないもの。命乞いなどしない」












「な……!?」

「あは……はは……驚いたかしらぁ？」

　彼女の顔色が紙よりも白くなっていく。

　レジスは腹の奥が熱くなった。ひさしぶりに怒りを覚える。

「馬鹿が！」

「ッ!?」

「そ……そこまで愚かだと思わなかった。貴女には戦争の責任を取る義務がある。死ぬなら死ぬでベルガリア帝国の手にかかって死ぬべきだ。貴女は自分の死すらも無価値にした。しようとしている！」

「……知ったことじゃないわぁ……わたくしは生きたいように生きて、死にたいように死ぬの」

「残念ながら、絶対に助けます！」

　近衛の騎士たちはうろたえていた。彼らは敵を殺すのが専門だ。

「ど、どうしますか？　軍師殿……？」

「隊旗を地面に広げて、女王をそこへ！　服を剝いで、傷を出して。どうやら脇腹を刺しているようだ。それと水をありったけ！」

「了解ッ！」

　騎士たちがマーガレットを馬車から引きずり出す。

　彼女が睨みつけてくる。

「こ、こんなに苦しい……こんなに痛いもの……きっと、わたくし……死ぬわ……」

「それだけ元気なら、なんとかなる。僕は今日まで大勢の死者を見てきた。今の貴女は適切な処置をすれば助けられる」

「ふふ……適切ですって？　あはは……どうやって？　医者なんていないのに」

　レジスは軍服の袖をまくった。




「……医学書なら、軍図書館で何冊も読んだことがある」










「帝国万歳Vive l'empire！　総督万歳Vive le général d'armée！」

　兵士たちが喝かつ采さいの声をあげる。

　レジスが本陣に戻ったときには、もう空が白んでいた。

　そこらじゅうで篝かがり火びが焚たかれて充分に明るい。あまりの明るさに空の星々が少なく感じられるほどだ。

　ラトレイユは治療を受け、本陣の奥で椅子に座っていた。

「戻ったか、レジス殿」

「総督！　横になってなくて大丈夫なんですか!?」

「いろいろと卿けいに任せてしまったからな。このうえ兵たちが凱がい歌かをあげているときに横たわっておるようでは、あまりに情けない」

「いや……でも相当の傷だったように思えましたが……」

「傷は塞いだ。痛みはあるが、腐っていない証拠だ、と医者が言っていたからな」

　隣にいるジェルマンがため息をつく。

「常人ならば絶叫をあげつづけるような痛みだ、とも言っておりましたが……まったく……兵で囲んでおきながら一対一を挑むなど……」

　肩を落とした彼に、レジスは強い共感を覚える。同じようなことがアルティーナの軍師をしているときにもあった。

　ラトレイユが腕組みする。

「案ずるな。今回は後に残ることもなく完治するという話だ。二ヶ月くらいはかかりそうだがな」

　ジェルマンが二度目のため息をつく。

「せめて、その間くらいは無理なさらないでください」

「心がけよう」

　以前のアルティーナと自分のやり取りを思い出して、レジスは苦笑した。

　ラトレイユが話題を変える。

「──さて、レジス殿。まだ周囲の状況を俺は見ておらぬが……ジェルマンから仔し細さいは聞いた」

「仕掛けは計画どおりに作動したそうで。本当によかったです」

「幕ばく僚りようたちも感服していた。まぁ、先の指揮を見て以来、卿の実力をどうこう言う者はおらぬがな」

「……それは、どうも」

　レジスは照れて頭を掻かいた。

「しかも、自害しようとしたハイブリタニア女王の命も救ったそうだな」

　傷が広かったので出血が酷かった。しかも、腹圧で内臓が出ようとする。かといって強く押さえすぎると内臓が圧迫されて壊え死ししたり潰れたりしてしまう。

　腹部の止血には、それなりの知識が必要だった。

「……僕は、たまたま……本で読んだから知ってただけですよ」

　フッ、とラトレイユが微笑ほほえんだ。

「あれは外交の材料になる」

「……賠償額にもよりますが、ハイブリタニア王国は払いきれないかもしれませんね。その場合、女王の命を差し出す可能性もあります」

「そのときは、せいぜい王より金を取った、と喧けん伝でんしながら首を落としてくれる」

　レジスは肩をすくめた。

　誰であれ命を落とすのは可哀想……などとは思わなかった。

「……行いには相応の報いがあるべきです」

「うむ。信しん賞しよう必ひつ罰ばつ……卿には褒賞が必要だな」

「え？」

「俺に代わり、第一軍を指揮し、見事に敵軍を打ち破り、策により捕虜となった市民と守備兵の多くを救出。さらに敵要よう塞さいを無力化して白旗をあげさせ……そして、ハイブリタニア女王が間隙を突いて脱出したことを察知し、その身柄を確保することに大きく貢こう献けんした。これだけの成果を挙げた者に褒賞を出さなかったとすれば、俺の度量が疑われるだろう」

「……なるほど」

　レジスは帝国第四軍からの出向という扱いだ。

　周囲が納得するていどの褒賞がなければ〝力を借りておいて報いなかった〟と陰口を叩かれるかもしれない。

　──正直、早くヴォルクス要塞に戻れれば、それでいいんだけどな。

　内心でため息をついた。

　ラトレイユが指示し、ジェルマンが羊皮紙をテーブルのうえに広げる。

「まず、レジス殿には一等文官の階級を与える。すでに軍務省に使者も送った。また正式な書類がどうとか、試験がどうとか言いださないよう、この通達を以もつて正真正銘正式な辞令とする」

「ええっ!?」

「ほう、不服か？」

「あわわ……だって、僕は三等文官の試験を受けてるとこだったんじゃ……!?」

「少将の線も考えてはいるのだがな？」

「レジス・ドゥ・オーリック！　一等文官を謹つつしんで拝命します！」

　声が裏返ってしまった。

　平民出身の一等というのも、ほとんど聞いたことがないというのに、将官なんて前代未聞だ。

　多くの本を読んできたレジスだが、正式な記録にはない。創作だか逸話だかわからないようなお伽とぎ噺ばなしに、たまに存在するくらいだった。

　そんなものに取り立てられたら、と想像するだけで膝が震えてしまう。

　ラトレイユがうなずいた。

「うむ、では次だ。ここに二つの書類を用意した──」

　今度はテーブルに二枚の羊皮紙が広げられた。

「──一方は、レジス殿の主張どおり、ここの背後にある要塞に前線を移す」

「それはいいですね」

「レジス殿を要塞の司令官へ任命する書類だ。まだ貴族省の了解は取っておらぬが……騎き士し爵しやくではなく男だん爵しやく位と、周辺の土地を与える」

「ファー!?」

　思わず変な声が出た。

「やはり、不満か？　こんな僻へき地ちでは」

「いやいやいや、騎士爵ってだけでも実感がなくて！　ようやくドゥを付けて名前を言えるようになったところです！　それが男爵!?　本物の貴族じゃありませんか！」

「卿の実績を考えれば、その家族が貴族として扱われないのは、帝国の損失と言えるだろう」

「いや……僕、家族とかいませんし……」

　姉は義兄に嫁とついでいるので、もう別の家の人ということになる。

「レジス殿であれば、社交界で早々に相手が見つかるであろうが……もう一方の説明もしておこう。俺としては辺境の要塞と小貴族の立場なんぞより魅力がある提案だと自負しておるのだがな」

「……ど、どんなものでしょうか？」

「レジス殿を第一軍の軍師として正式に迎えたい。参謀長の地位を約束しよう」

「お断りします」

　しん、と静かになる。

　ラトレイユが思わず言葉をなくすほど即答してしまった。

　レジスは言葉を付け足す。

「す、すみません。ただ、そのお言葉をいただけるのは、すこしは予想していたというか……作戦が成功したら誘われることもあるかな、くらいに。でも、僕はアル……姫様と約束していますから」

「よく考えたのか？　とは問うまでもなかろうが……わからぬな。俺は、こんな場所で言うのは何だが……皇帝になる」

「……はい」

「目のことは不覚を取ったが、しばらくは使えるし、ジェルマンが補佐してくれている。近隣諸国を打ち倒し、ベルガリア帝国を千年先も繁栄している国にするつもりだ」

「……はい」

「新たな国家体制の土台作りくらいはできるであろう、と自負している」

「……そうかもしれません」

「レジス殿から見ると、俺も、ハイブリタニア女王のように非現実的な目標を掲かかげる夢想家なのか？」

「……いえ……さすがに、アレとは違います。ラトレイユ皇子の計画は、必ずしも不可能とは思えません。むしろ世界は、その方向へ向かうだろう、と思えます」

　ラトレイユは首をかしげる。

「ならば、なぜ俺を遠ざけ、アルジェンティーナを選ぶのか？　第四軍の者たちの誹そしりが恐いか？」

　レジスは首を左右に振った。




「僕の理想を実現してくれそうなのは、姫様だからです」




　ラトレイユが目を細める。

「それは……あの砂糖菓子の夢のような〝戦争をなくす〟というやつか？」

「はい」

「馬鹿な。それこそ非現実的ではないか。隣国があれば、ときには異常な者が王になることもある。攻めてきたらなんとする？」

「……そのときは、戦うしかないでしょう」

「レジス殿とて、夢物語だとわかっているではないか」

「いえ……そのように敵国に攻められたとき……周辺の国々が参戦してくる恐怖を感じるのではなく、周りと助け合えるような国にしたい。それが姫様の目指しているところであり、僕が人生を懸かけたい理想です」

「危機に陥おちいったとき、助け合える、だと？」

「はい」

「馬鹿な」

「……今の情勢からだと、そうですよね。きっと時間がかかります。おそらく、僕が生きているうちには成らないでしょう。でも礎いしずえにはなれるかもしれません」

「そんな夢物語を引き継ぐ者がいると思うか？」

　ラトレイユの声は厳しかった。

　レジスは微笑む。




「……誰もいなくても、本には残りますよ」




　またも静かになる。

　外から凱歌が聞こえてきた。帝国とラトレイユを讃たたえる歌だ。

　そのなかに、レジスの名前を呼ぶものもあった。今回の働きを多くの兵士が理解している。

　ラトレイユが苦悩に顔を歪ゆがめた。

　常人なら絶叫するほどの痛みとやらでも薄く微笑んでいた彼が、レジスの決断を知り、脂汗を垂らす。

「考え直す余地は……ないのか？」

「すみません」

「……アルジェンティーナの理想を目指すということは、俺の地位を狙うことになる。近隣諸国を打ち倒そうという俺の方針とは相容れないからな」

「ほんと、そうですね……正直、近隣諸国と協力関係を築くことより、ラトレイユ皇子との政権争いのほうが厳しいような気がしますよ」

「俺は皇帝になる。即位が成れば、アルジェンティーナは皇位継承権を失うのだ」

「……そうですね」

「すでに終わった夢ではないか。どうして拘こだわる？」

「……ん……すみません。これ以上は、グレボヴァール奪だつ還かん作戦とは関係なさそうですから」

　レジスは一等文官への辞令だけを手にして、深々とお辞儀した。

「……僕としても、今回はいろいろと勉強になりました。昇級試験についても手を尽くしていただき、ありがとうございました」

　ラトレイユが目を閉じる。

　深々とため息をついた。

「俺は……多くのものを手に入れてきた……しかし、追いかけた人には振られるものと決まっているらしい」

「え？」

「いや、こちらのことだ……」

「ラトレイユ皇子、失礼いたします」

「……………………ああ、さらばだ、レジス殿。卿は最高の軍師だった」

　彼の表情は穏やかだった。

　その隣に立つジェルマンの目は、今まで見たどんなときよりも冷たく氷のようだった。
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　レジスは自分のテントに戻ってきた。

　兵たちが祝杯をあげている声が聞こえてくる。朝まで続けるのだろうか。

　テントの前──

　篝火に照らされ、黒髪の女性が佇んでいる。

「やあ、ファンリィーヌさん」

「レジス様！」

　彼女が駆け寄ってきた。

　──ん？　なにかあったのかな？

　そんなふうに思っていたら、彼女は目の前まできて──そのまま止まらなかった。

　ぼふっ、とやわらかな感触に包まれる。

　抱きしめられた。

「あわわ……!?」

「よく、ご無事で！」

「あ、あの……僕……血が……」

「怪我をなさっておられるのですか!?」

「いや、僕はへいきだよ。ハイブリタニア女王の血がね。袖そでとかにかかっちゃってるから」

「まあ！　敵将を討ち取られたのですね！」

「いやいや、むしろ助けるためにね……あーそれより、こんな夜遅くに、なにか用があったのかな？」

　ファンリィーヌが目を丸くする。

　それから、ちょっと寂しそうな顔をした。

「……レジス様が無事にお帰りになられるのを祈り、お待ちしておりました」

「ええっ!?」

「……だって、わずかな手勢を率いて、逃げた敵将を追いかけたと聞いたものですから」

「あ、まぁ、うん」

　間違ってはいないが、正しくもなかった。

　そもそも、手勢を率いて追ったのはラトレイユだ。レジスは手勢の一人である。

　それに、敵将というのならランゴバルト王のほうが相応ふさわしいだろう。あちらは水攻めによって降伏したらしいから、対峙することはなかったが。

　うだうだ考えていたら──

　ぎゅうっ、とファンリィーヌに強く抱きしめられる。

「わたくし……すごく……恐かったです。もしもレジス様を失ってしまったら、と思うと」

「僕は本陣で、あれこれ指示してただけだよ。たくさん殺して、たくさん死なせたけど、自分が危険なことなんて」

「どこにいたって、戦場です。絶対に安全なんてこと、ないじゃありませんか」

「ああ、うん……そのとおりだね」

「だから、こうして帰ってきてくださって……またお声が聞けて……わたくし、嬉しくて……あっ」

　ぴょんっ、とファンリィーヌが離れた。

　顔を真っ赤にする。

「わ、わたくしってば、なんてはしたない！　も、申し訳ありません、レジス様！」

「……いや」

「お疲れで戻られたところへ、こ、こんな……気分を害されましたよね」

「いやいやいや、そんな。気分を害すなんてことは……む、むしろ気持ちよかったよ」

　──なにを言ってるんだ僕は？

「はぅ……」

　ますますファンリィーヌが恥ずかしそうにして、耳まで赤くした。

　テントから少し離れた場所に見張りの兵士たちが立っている。大きな声で話していたせいで、こちらに視線を向けてきていた。

　好奇の視線を浴びる。

　ファンリィーヌは公爵家の御令嬢だ。しかも未婚である。いや既婚でもそれはそれで問題だが。

　なんにしても、妙な噂が立っては迷惑がかかるだろう。

「ま、まぁ、立ち話もなんだしね。僕は大丈夫だから……えっと……心配してくれて、ありがとう」

「……は……はい。気持ちよかったならよかったですわ」

「そそそそうだね」

　レジスまで顔が熱くなってしまった。

　逃げるようにテントの中へ入る。

「あ、あの……ッ」

「ん？」

「レジス様はもうお休みでしょうか？　そ、その……なにも食べてらっしゃらないかと思い……ブリオッシュを用意したのですが……でも、やっぱり、もう時間が遅いです、よね？」

　なるほど、それもあって待っていてくれたのか。

　兵士に頼めば食料を用意してくれるかもしれないが、干し肉をかじる気分ではなかったから、もう寝るつもりだった。

　でもブリオッシュとなれば話は別だ。

　なにせ平民には贅沢品。まして戦地で食べることができるなんて夢みたいだった。

「ぜひ！　あっ、いや……でも……危ないかもしれないな」

「どういうことですか？」

「……ラトレイユ皇子と……ちょっとね」

　レジスはため息をついた。

　彼女が目を細める。

「左様ですか。もしも、すぐお休みになられるのでなければ、今後のこともお話ししておいたほうがいいかもしれません」

　ファンリィーヌの口調はおだやかで、まるでブリオッシュに紅茶はいかが？　とでも言うかのようだった。

　巻きこんでいいものか、とレジスは一瞬だけ躊躇ためらうが──よく考えてみれば、自分の身に何かあるとしたら、ファンリィーヌも無事では済まないだろう。

「……話しておいたほうがいいかな」

「はい。冷めていますが、紅茶もありますの」

「それはいいね。実はすごくお腹が減っててさ。でも肉が食べたい気分じゃなかったから嬉しいよ」

「うふふ、よかったですわ」

　ファンリィーヌが嬉しそうに笑みを浮かべた。
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　テントの中──

　レジスは執務用の椅子に腰掛ける。ファンリィーヌには、いくらかクッションのあるベッドに座ってもらった。

　今日の戦争の推移と、ラトレイユとの会話について簡単に伝える。

　彼女は真剣な顔をしてうなずいていた。

　レジスはブリオッシュをかじる。

「そういうわけで、ちょっと危な──うわっ、美お味いしいなぁ、これ！」

「喜んでいただけて幸せですわ」

「今まで食べたブリオッシュのなかでも一番だよ。本当に戦地でこれを？　すごいな」

「帝都から、今朝、届いたバターと卵を使わせてもらいました。材料だけなら、この土地のパン職人が使っているものと大差ないかと」

「なるほどね。でもそれにしたって竈かまどは急造だからね。すごいよ」

「うふふ……レジス様さえよければ毎朝だって作りますわ」

「それは嬉しいなぁ」

「はふぅ……わたくしも……」

　ファンリィーヌが赤面する。

　レジスはブリオッシュを食べながら、話題を戻した。

「……それでね……せめて〝帝都に戻るまでに考えます〟くらい言っておけばよかったかもしれない。ラトレイユ皇子の様子からすると、今夜でさえ無事に乗り越えられるかわからないんだよ」

「でも、ここには大勢の人がおりますわ。しかもレジス様は一番戦功を立てた方です」

「……一番は白兎騎士団のバッテレン卿きようじゃないかな？」

「レジス様のお話からすると、その方も多くの功績を挙げておりますが、敵将を討ち取っておりませんわ。ランゴバルト王が降伏したのは水攻めの策によるものですし、ハイブリタニア女王を逃がさなかったのもレジス様のお力によるものではありませんか」

「うーん……水攻めが成功したのは工作隊のおかげだし、マーガレット女王を捕らえられたのは、総督が一騎打ちで勝ってくれたからだけど……まぁ、一番かどうかはともかく〝いなくなっても気付かれない〟という立場ではないと思うんだ」

「はい」

「僕は第四軍からの出向だしね。なにかあれば、ラトレイユ皇子の評判は地に落ちる」

「そう思います」

「だから、僕なんかのために、そこまでするはずがない──と今までは思ってたんだけどね」

「レジス様、それは油断でございますわ」

　ファンリィーヌに断言された。

　彼女は職人顔負けの料理の腕前だけでなく、政治や軍事の話もできる。そこらの文官などより、よほど有能だった。

　軍務省で事務官を務めていたのは、貴族の酔すい狂きようではなかったらしい。

　レジスはうなずく。

「……さすがに……僕も学習したわけだよ、うん。今のラトレイユ皇子の立場から考えると、卑怯者の誹りを受けようと僕を排除する可能性があるよね……こんなこと言うのは自信過剰みたいで本当に恥ずかしいんだけれども。やっぱり言わなければよかった。そんなことありえるのかな？」

　どんどん声が小さくなってしまった。

　ファンリィーヌが小さく拳を握りしめる。

「しっかりしてくださいませ、レジス様。第四皇女の陣営を支えているのは貴方です」

「そ、そんなことは……」

「第二皇子の側からすれば、今の優位を崩される可能性があるのはレジス様の知ち略りやくによってだけだと考えるでしょう」

「うーん……まぁ、彼の立場を崩すための手は、すでに打ってるけど……」

「むしろ、それだけのことをしておいて、第二皇子が見逃してくれると考えるのは甘いですわ。ブリオッシュより甘いと申し上げますわ」

　レジスは甘い甘いブリオッシュをかじる。

「……たしかに、ちょっと評判が悪くなるくらいで、政敵の動きを確実に止められるなら悪くないか」

「はい。警戒を……いえ、むしろ、なにか手を打たなくては」

「……うん、そうかもしれないね」

　レジスは立ちあがる。

　ため息をついた。

「それにしても、彼は急ぎすぎるよ……ラトレイユ皇子が……あんなにも短期的な結果を求めるのは、やはり目に不安を抱えているから、なのかな？」

　新式小銃を前にしての言葉を思い出す。




〝俺はこれを使って、二年以内に近隣諸国を征服するつもりだ〟




　ファンリィーヌがうなずいた。

「そうかもしれません。でも相手が苛か烈れつな意志を持っているからといって、唯い々い諾だく々だくと呑みこまれなければならない理由はありませんわ」

「……そのとおりだね」

「レジス様、どうかご自身を護るために、充分な備えをなさってください」

「……わかった……でも困ったな」

「いかがなさいましたか？」

「……策ってのは、前々から用意しておくことが大切でね。今、危ないと思ったからって、ぽんと出てくるもんじゃないんだよ」

　正直、今は打開策がない。

　ファンリィーヌが肩を落とした。

「ほ、本当にご自身が狙われることを考えてらっしゃらなかったんですね」

「どうしようかなぁ」

　ぽりぽり、とレジスは頭を掻いた。

　さすがに疲労しているのだろう、思考に霧がかかったようになっている。

　本を読んでいても目が文字のうえを滑すべるときがある──そんな感じだ。具体的な策が思いつかなかった。




　ファンリィーヌが立ちあがる。

「……ッ!?」

　それまでに増して厳しい表情をしていた。

　レジスは首をかしげる。

「どうしたんだい？」

「……兵たちの笑い声が消えました」

「そういえば……寝たのかな？」

　もちろん冗談だ。

　いくらレジスといえど、そこまで暢のん気きではなかった。

　何人かの足音が近付いてくる。カチャカチャ、と金属鎧の音がした。

「まずいな……ファンリィーヌさん、ベッドの下に隠れるんだ」

「レジス様のご命令といえど、お断りいたします。将来を誓い合った方とは一いち蓮れん托たく生しようですわ」

「え？　将来？」

「レジス様のために毎朝、手料理を用意いたしますわ」

「…………ちょっ!?」

　テントの入口になっている垂れ布が引き裂かれた。
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　残念ながらテントの造りは、普通の家よりも強度に乏しい。

　襲撃者を防ぐ頑丈さはなかった。

　レジスは両手を挙げる。

「……せめて、交渉の余地くらいはあるといいけど」

　自分一人だったら、どんな脅おどしにも屈しない。結果として斬られるとしても。

　しかし、ファンリィーヌがいる。

　なんとしても彼女だけは無事に帰したい。

　ところが、予想に反して──引き裂かれた垂れ布をどけ、テントに入ってきたのは、帝国兵ではなかった。

『いたぞ！』

　ゲルマニア語だ。

　その格好は、どこの国のものともわからない鎧だった。

「え？　傭よう兵へい？」

『おい、コイツでいいのか!?』

『ええ……当たりよ、ご苦労様。少し待っててちょうだい。周囲の警戒を怠らないで』

『了解だ。でも三分だ』

『そんなに待たせないわ』

　テントに入ってきたのは傭兵が六人ほど。全員が鍛え抜かれた歴戦の猛も者さの雰囲気だった。

　そして、彼らの後ろから女性が二人。

「ええっ!?」

　レジスは思わず声をあげた。

　服装は違っているが、それはイエストとフランカだった。

　ファンリィーヌが表情を険しくする。

「あ、貴女たち、どういうつもりですか!?」

　返事の代わりとばかりに、フランカが小型のクロスボウを向けてきた。

『アネキ、この女は殺していい？』

　レジスは慌ててファンリィーヌの前に入って、かばう。

「ま、待った！　お、思い出したよ……君は《吊られた狐ルナルパンドウ》傭兵団のフランツィスカだよね!?」

「正解～。でも今さらじゃん？」

「……ぜんぜん気付かなかった。どうして、僕のメイドなんかに？」

「訊くな！　ムカついて引き金を引いちまいそうじゃん!?」

「それは困るな」

　レジスの問いに答えたのは、フランツィスカの隣にいる女性だった。イエストと名乗っていたが──偽名なのだろう。

「こんばんは、オーリック卿……改めて名乗っておくわ。私はイェシカ・シュヴァインツェベルク。ギルベルトの妹よ」

　レジスはうなずいた。

「……なるほど。そういうことか……君たちが狼煙のろしをあげて、ハイブリタニア軍から《吊られた狐ルナルパンドウ》の仲間たちを呼び戻したんだね」

「さすがに、わかるみたいね」

「……目的は僕かな」

「そう。でも気付くのが遅かったわ。もう、手遅れよ……」

　フランツィスカがクロスボウを向けてくる。

「刃向かったらチョー痛いじゃん？　んでさァ、アネキ？　こっちの女は殺してもいいよね？　アタシに説教かましてくれたし？」

「くっ……」

　ファンリィーヌが肩を震わせる。

　レジスは眠気なんて吹っ飛んでいた。心臓が脈打つ。汗が噴き出した。

　頭のなかの書架を巡る。




　でも、こんな状況の物語なんて………………あ………………
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　蠟燭の灯りが揺れる。

　オレンジ色の光が作り出す影も、ぐらりと歪んだ。

　男は椅子に深く腰掛けている。

「……やはり……殺すしか、ないか」

　獣がうなるような声でつぶやいたのは、ラトレイユだった。

　ジェルマンがうなずく。

「残念ですが、レジス殿は危険すぎます」

「……俺には力が必要だ……このベルガリア帝国を永遠にするために……そのために、あの叡えい智ちはなんとしても手に入れたかったのだが」

「いけません。火が必要だからといって山火事を歓迎するようなものです。制御できぬ大きな力は、必ずしも目的への近道とは言えません」

「……そうかもしれぬ」

「今回の作戦でも──グレボヴァール市の捕虜たちを取り戻し、ランゴバルト王とハイブリタニア女王を捕らえ、帝国領から敵軍を追い出しました。戦果は素晴らしい。しかし結果的に最前線の拠点は水没し、復旧はあまりに遠い」

「ああ……」

「帝国の防衛戦は山頂への後退を余儀なくされました。これは第四皇女の方針にこそ合致します」

「……使っているつもりが使われていた……ということも、ありえるか」

「魔法のような指揮に頼らずとも、新式小銃と大砲が揃えば、ベルガリア帝国軍はかつての栄光を取り戻し……いや、空前の圧倒的な戦力を備えるでしょう」

「うむ、彼がいなくては勝てない我が軍ではない」

「むしろ、不安要素は取り除くべきです」

「……お前の言うとおりだ」

　ラトレイユはテーブルに残されたままの二枚の羊皮紙を摑んだ。

　ぐしゃり、と握りしめる。

　両手で引き千切った。

　そして、獣が牙を剝むくがごとく命令を発する。




「レジス・ドゥ・オーリックを……殺せ」






















　あとがき




『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナＸ』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　今回から巻数に馴な染じみのある表記も並ぶことになりました。ちょっとだけわかりやすくなったのではないでしょうか。




　とうとうベルガリア帝国とハイブリタニア王国との戦争が決着です。ヴァーデン大公国やランゴバルト王国まで巻きこんで、ずいぶん長くなりました。

　作中では三ヶ月くらいなんですが……三巻が二○一三年六月末ですから、二年以上も経っているわけですね。







　今巻は節ふし目めということで、これまでよりもエピソードの密度を濃くしてみました。いいかげん決着が見たいという気持ちもありましたので。

　今までは繋ぎのシーンを大切にしていたんですが、それだと進みが遅いということで、少し飛ばし気味にして見せ場になるシーンを多くしてみました。楽しんでいただけたなら幸いです。

　しかし、メインストーリーを進めたおかげでサイドストーリーがほとんど入れられませんでしたので、また何か別の機会に書けたらいいなと思っています。




　いつも次巻の内容に触れて予告を書くのですが……

　レジスの状況が、かなりなことになっているので、とても書きにくいですね。

　ただ、ベルガリア帝国は激動の時代に突入していきます。ここまでの戦争がレジスの言う〝ごく普通の一幕〟だとすれば、次からは〝歴史的な一幕〟となるかと。

　あまりお待たせしないようにがんばります。




　宣伝です──

　この『覇剣の皇姫アルティーナ』のⅠ巻とⅡ巻を基本としつつ、あれこれ加筆修正し、箔押しの装丁をした豪華本『アルティーナ』が刊行中です。

　三年で三十冊ほど執筆した経験をふまえ、読書慣れした読者に向け、エピソードや設定の修正をしました。

　レジスの年齢が違っていたり、野盗を捕まえる手段が変わっていたり、いなくなっているキャラクターがいたり……

　もう在庫僅少となっているそうなので発見しにくいかもしれませんが、どうぞ見かけたときには手に取ってやってください。




　青あお峰みね翼つばさ先生と鉤かぎ虫むし先生による『覇剣の皇姫アルティーナ』のコミカライズ一巻が刊行中です。小説とは少し展開を変えたりもしているので、そちらもよろしくお願いします。




　他シリーズもよろしくお願いします。

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』（講談社ラノベ文庫）

『異世界チート戦争』（オーバーラップノベルス）

『放課後のゲームフレンド、君のいた季節』（ＭＦ文庫Ｊ）

『艦隊これくしょん‐艦これ‐瑞ずいの海うみ、鳳ほうの空そら』（角川スニーカー文庫）







　謝辞──

　himesuz先生、今回のカバーは一段と精せい緻ちで素敵ですね！　ありがとうございます！

　デザイナーのアフターグロウ山崎様、西野様、いつもお世話になっております。感謝です。

　担当編集の和田様、おかげさまで何とか本を出せました。いろいろフォローしていただいて本当にありがとうございました。

　ファミ通文庫編集部の皆様と、関係者の方々。支えてくれている家族と友人たち。

　ここまで読んでくださった貴方に最大限の感謝を！

　ありがとうございました！


むらさきゆきや　　　
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